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　序章









　彼氏の家の玄関先で深み月つきは固まっていた。

　三月の夜のことである。彼女の目の前にいる女性はキャミソールに短パン姿で、マフラーに薄手のコートを着ている深月とは対照的な格好をしていた。

　垂れ目で短髪の彼女は驚いて声も出ない深月から視線を外して、振り返った。

「リョウくーん？　なんか女の子が来たよぉ？」

　三み田た坂さか亮りょう平へい。深月の彼氏の名前だ。

「あ、姫ひめ浦うらさん……今日来るって言ってた、っけ？」

　部屋の奥からへらへら笑う彼がビールを手に姿を現す。その彼に腕を絡ませ、キャミソール姿の女性は頬を膨らませた。

「リョウくん、私がいるのにまた女の子に手を出したの？」

「違う違う！　会社の後輩だよ、後・輩！　遊びに来てくれたんだよな。悪いけど今彼女が来ててさぁ」

「えっと……」

　深月はまだ何も考えられないまま、あいまいにうなずいた。それにほっとした様子で、三田坂はキャミソールの女性の背中を押す。

「お前は先に戻ってて」

「はいはぁい」

　女性からは何も詮索されることはなかったが、ドアが閉まる直前にちらりと視線を投げられる。それにはあからさまな、哀れみと優越感がこもっていた。

　私の勝ち、と持ち上げた赤い唇が雄弁に語っていて──深月はなんだか色々なことが恥ずかしくて、顔が真っ赤になった。

「黙っててくれてサンキュな。深月ならそうしてくれると思ったよ」

　奥の扉は閉まっているが大音量のテレビが漏れ聞こえている。それを確認して彼は声をひそめて言った。

「……彼女がいたんですね」

　持っていたコンビニ袋を握りしめる。

　精一杯の嫌味を口にすると三田坂はムッとした表情で頭を掻いた。

「あのさぁ、それ俺のせい？　告白オッケーしたくせに二ヶ月、えっちどころかキスもさせないとかあり得なくない？　俺がんばったんだぜ」

「それは」

　面倒臭そうに彼は深月を玄関から追い出した。

「もういいや。何もなかったし、これからも良い会社仲間ってことで」

「待っ」

　いつものように彼はへらりと屈託なく笑った。

「お前、その面倒な処女捨てた方がいいよ。今時そんなの流行んないって」

　絶句している間に、じゃあね、と爽やかに三田坂は扉を閉めた。








　一章　犬、拾いました









「私だって、心の準備ってものが！」

　深月は持っていた缶ビールをベンチに叩きつけた。

　どうやって電車に乗ったのか覚えていないが、気づけば家の近くの小さな公園にいた。

　すでに彼女が座っているベンチには、いくつも空き缶が並んでいる。悔しさと恥ずかしさが混ざってかっかしながら、コンビニ袋からもう一本取り出して飲み干した。

「……そっちかりゃ！　告白してきたくせに！」

　ろれつの回らない舌で、三田坂の玄関先で言えなかった文句を叫ぶ。

　時間はすでに夜の十時を過ぎていた。家に帰るサラリーマンやＯＬが、そんな酔っ払いを見て足早に通り過ぎていく。

　夜風が公園に植えられた木々を揺らし、深月はビールで冷えた身体を震わせた。

「くしゅっ」

　鼻をすすって、ぼんやり夜空を見上げた。

「二十歳の誕生日に、まさかこんなことになるとは……」

　ベンチに置いた手がコンビニ袋の中にある小さな箱に触れる。

　それは黒地に白で薄さを表す数字が書かれただけの、コンドームだ。

「せっかく買ったのに、無駄になっちゃった」

　おぼつかない手で、袋に空き缶とコンドームを入れて口を縛った。マフラーを巻き直し、深月は立ち上がって少し離れたところにあるゴミ箱に狙いを定めた。

　三田坂を好きだったかと聞かれるとよくわからない。

　人付き合いの苦手な深月に優しく声をかけてくれて、食事に行ったり、遊びに行ったりさせてもらったから告白されてはいと返事をした。

　なのに深月がどうしてもそれ以上を踏み出せないから、愛想が尽きたのだろう。

「でも！」

　袋を持った手を振りかぶる。

「そもそも彼女がいりゅなら、告白するな、バカ！」

　それをゴミ箱に投げる──と、軌道がそれて袋はあらぬ方向へ飛んで行った。

　そして、ちょうど藪から出て来た『何か』にカッコーン、とぶつかった。

「……っあああ!?」

　ゆるい閉じ口から飛びだした缶があちこちに散乱する。

　頭を押さえた『何か』はその場で痛そうにうずくまった。

「ご、ごめんなさ……」

　公園の灯りの届かない暗い場所で、何にぶつかったのかよく分からない。

　慌てて駆け寄った深月は、その大きな影を前にしてぎくりと足を止めた。

　目の前にいるのは狼のような犬。

　尻尾の先まで含めたら深月よりも大きいだろうか。警戒するように耳をぴんと立て、体勢を低くして彼女を見る目は、きらめく琥珀色だ。

　獣は歯を剥きだして彼女を睨み、喉の奥からグルルル、と低いうなり声を出した。

「……っ」

　その迫力に思わず息をのむ。

　辺りを見回すが公園には彼女の他に人はいない。一抱えもあるような犬と対峙した深月は、震えながら口元に手を置いた。

「か───…………っこいいい!!」

　目を輝かせて叫ぶと、ぼわっと大きなしっぽが逆立った。

「なに君！　かっこいいねぇ！」

　酔っ払いらしからぬ素早さで近寄り、わしゃわしゃと犬の顔を撫でる。

「ル……グルゥ」

「ふわぁ、ふわふわでもふもふだぁあ」

　次いで身体を撫で回す。毛皮の下はアスリートを思わせる引き締まった筋肉をしていて、深月は感心してため息をついた。

（やっぱり犬はいいなぁ）

「すごいですね！　いったいどんな飼い方を……」

　顔をあげて、やはり公園が無人なことに気づく。

　犬をもふりながら深月は首を傾げた。

「飼い主さんは？」

　深月を警戒して身体の力を抜かないままの犬と目を合わせる。

　大人しくその場に佇んで……いや、もう呆れてされるがままの犬の、灰青色の毛をそっと探る。だが首輪らしきものは見当たらない。

　こんな大きな子をリードもなしに放し飼いにするだろうか。

（野犬？）

　それにしては毛が少し汚れているだけで、健康そうだし皮膚病の様子もなく蚤もいない。

　撫でる深月の手が弱まったのを感じたのか、犬がふいと身体を離した。そして近くに転がる缶を器用に口で拾ってはゴミ箱に捨てていく。

「か、かしこぉい」

　この一芸でテレビに出られそうだ。

　散らかした張本人である深月も慌ててそれに倣う。犬は最後にコンドームを捨てると、そのままとことこと出て来た藪に向かって歩き出した。

「待って！」

「！」

　思わずその身体に抱きついて引き止めた。

　怪訝そうに見上げる犬の首を改めて確かめるが、やはり首輪はない。

「君、もしかして……迷子」

　そこで、パッとライトの光が向けられ、眩しさに深月は眼をすがめた。

「ひぃっ、狼!?」

　懐中電灯を持った警官が、びびりながらこちらにやってくる。

「な、なんだ犬か……君の犬？　首輪とリードは!?」

　若い警官を見て、犬がわずかに姿勢を後ろに傾ける。

　重心を下げて一気に逃げるつもりと察知し、とっさに深月は犬に抱きついた。

「だめ！　ちょっと待ってぇ！」

「君、なんか酔ってる？」

「今日お誕生日です！　ハタチになりました。そしてこちらは迷い犬です」

　ぴしっと敬礼した深月に、警官がまいったなぁと呟いて肩にある無線機を取った。

「ちょっと失礼」

　子どもの身長を優に超える迷い犬、と彼が報告しているのを聞く。キケン、ホゴ、ドウブツセンター、やりとりにそんな単語が混じる。

（保護……）

　ぎゅっと犬を抱きしめる手に力を込めると、胸が苦しくなった。

　首輪もなく、どこからか逃げ出した犬や猫の行く末は決められている。動物の愛護及び管理に関する条例──警察で二日、動物センターで三日保護した後は処分することと定めているのだから。

　もし飼い主が見つからなければ、この子は五日後に死んでしまう。

　本当は誰かの家族で帰る場所があるかもしれないのに。

（どうしよう、家に連れて……でも）

　躊躇ったのは、一人暮らしの深月に犬を飼う余裕がないからだ。

　そっと犬を見る。見返す目は澄んでいて、昔飼っていたゴールデン・レトリーバーによく似ていた。

「ええ、わかりました。じゃあ捕まえて……」

「おまわりさん！」

　話が終わる前にと、深月の口から言葉が出ていた。

「飼い主が見つかるまで、この子うちで預かってもいいですか!?」

「え」

「アパートなんですけど大家さんが動物好きで、事情を話せばわかってくれると思います」

「あ、そう？」

　聞かれてもないことまで話せば、目をぱちくりした警官は再び無線機の向こうと話し始めた。今度は保護先を含めた話をしてくれている。

「グル……」

「だめ、じっとしてて」

　後ろに下がろうとした犬を今度は優しく抱きかかえる。ここで逃がしてしまったら、もっと大ごとになるかも知れない。

　落ち着かせるように深月はその背中を撫でた。

「……うちにおいで」

　飼い主が見つかるまで。その少しの間だけ。

　目を細めた犬は、しばらくして警戒するように立てていたしっぽから力を抜いた。







　公園から五分ほどの距離にある深月の家は、各階に二戸ずつしかない、二階建ての小さなアパートだ。

　築年数は経っているが改装されていて古さはあまり感じない。

　飼い主について何かわかったら連絡を下さい、と頼んで警官に自分の電話番号を伝えた。

　そのあたりで不審者がうろついている情報があるらしく、心配する彼にお礼を言ってそのまま真っ直ぐ帰ってきた。

「大家さん寝てるかな……」

　一階にある彼女の部屋の様子をうかがう。深月の部屋のお隣さんだ。

　深月は大人しく座って待っている犬を振り返った。

　アパートはペット可だが、さすがに連れ帰ってきたこの子の大きさは想定外だろう。相談しようと思ったがカーテン越しの部屋はもう真っ暗で、少し迷って、訪問するのは明日にする。

「ただいま～」

　自宅の鍵を開け、静まり返った暗い部屋に電気をつけた。

　玄関に入ってすぐ左手にはトイレ、洗面所と風呂場があり、右手には洗濯機に冷蔵庫、キッチンが並んでいる。廊下の奥は六畳ほどの部屋で、ベッドと小さな机、そして窓辺には両親と犬の写真が置いてあった。

　見慣れた自分の部屋に入ろうとして──玄関前のコンクリートにたたずむ犬を見た。

「入っていいよ？」

　そう言ってもぴくりとも動かない。

　外で飼われていた番犬だったのだろうか。

　それにしては毛並みが綺麗だが、どちらにせよ首輪もないので外に居させるわけにはいかない。しばらくして、息を吐いた犬はようやく玄関に入ってくれた。

（大きい……）

　そこで改めて、深月の家にいるべきサイズではないと認識する。玄関がほとんど犬の身体で埋まってしまった。

「まぁいいか」

　今さら考えても仕方がない。まずはお風呂だ。

　玄関先でそわそわと落ち着かない犬をなんとか持ち上げて風呂場に連れて行く。そして手早く服を脱いで洗濯籠に放り込み、下着姿で風呂場に戻ると──犬が飛び上がった。

「キャン！　キャン！」

「こら、暴れないの！」

　毛を逆立てて飛び出そうとする犬を何とか押さえ込む。

　本気で暴れられたらどうしようかと思ったが、不思議なことに犬はそこでピタリと動きを止めた。

（今のうちだ）

　お尻のほうからゆっくりシャワーをかけた。濡れるのが嫌だったり、音が怖いわけではなさそうだ。そのことにほっとしながら手早く洗っていく。とはいえ犬用シャンプーはないのでお湯で流すだけだが。

　思った通り毛皮に汚れはほとんどない。ただ身体にはいくつも古傷があった。

　血はついていないので最近のものではなさそうだが、傷口に染みないようにと細心の注意を払う。

　もうその頃には、犬はタイルの床にうずくまってぴくりともしなかった。

　そんなに嫌だったのだろうか。心の中で謝りながらシャワーを止め、タオルで拭いてドライヤーで手早く乾かす。

（あ、オスなんだ……）

　そこで犬の毛皮の間からのぞく立派なモノを見て、深月は初めて性別を知った。

「ちょっと待っててね」

　彼を洗面所へ出して急いでシャワーを浴びた。

「犬くんの名前、どうしようかな……」

　小さく独り言を言う。

　呼び名がないと不便だろう。獣医にも早く行った方がよさそうだ。

「先生のところ、夜はやってたかな」

　昔よく行っていた獣医さんにまた会えるのも楽しみだ。なんだか色々ありすぎて、三田坂の家に行ったのが遠い昔のように感じる。

　──二ヶ月、えっちどころかキスもさせないとかあり得なくない？

　──お前、その面倒な処女捨てた方がいいよ。

「……」

　シャワーでさっぱりすると、ようやく彼に投げつけられた言葉の痛みが胸を刺す。

　怒りではなく、ただ悔しさといたたまれなさに今さらながら涙があふれてきた。

「っう」

　どうしたら、こんな情けない自分を変えられるだろう。

　臆病というならそうかもしれない。触れられるのが怖くて、家に招かれたときもそういう空気になったら逃げてしまっていたから。

（どうしよう、これから……）

　そのとき、とん、と浴室の扉を肉球の手が叩いた。扉を開けると、犬はまだ風呂場の前で待ってくれていて、その大きなしっぽをふさりと揺らす。

「ごめんね、お腹空いてるよね」

　涙を拭ってタオルを身体に巻いた姿で外に出る。

　ドッグフードもないので、冷蔵庫にある野菜や茹でた肉をお皿に盛って出した。深月をちらりと見て、ゆっくり食べ始めた姿を見ながら、息を吐く。

「……はじめては、どうやったら捨てられるのかなぁ」

　返す声がないのも構わず、先輩と付き合ってから先程あったまでのことを彼にすっかり話してしまう。

　とりとめもない愚痴に、食べ終わった後も犬は辛抱強く付き合ってくれて、ひとしきり話すと気持ちもすっきりした。

　すんと鼻をすすっていると彼が深月の傍らに寝そべる。ふいっと顔は明後日のほうに逸らしつつ。

「もしかして慰めてくれるの？　優しいね……！」

　目の前のもふもふに、泣いたひどい顔をつっこむ。

　温かい毛皮を抱きしめるとそのまま起き上がる気力がなくなった。

「!?　ワン！　ワン……」

　必死で叫んでいる声を聞いた気がするが、眠りまではあっという間だった。







　どれくらい経っただろう。やけに暑くて目が覚めた。

（あれ？）

　そういえば犬に抱きついたまま寝てしまったのか。ゆっくりと顔を上げると、枕にしていた灰青色の大きな毛皮は呼吸に合わせて上下している。

「ごめんね」

　起き上がると肩から毛布がずり落ちた。ベッドにあったそれをひっぱって深月にかけてくれたのだろう。

　やはり賢いなぁと感心しつつ、起こさないようにとそろりと彼に毛布をかけた。

（こういう風に、男の人ともくっつけたらいいのに）

　どうしようもないことを考えながら、もう一度体重をかけないように犬に抱きつく。

　だが、頬に触れたのはもふもふではなくぺたりとした肌の感覚。

「──え？」

　下を見た深月は絶句した。

　一瞬前まで犬がいたはずの床に、全裸の男が眠っていたのだ。

　筋肉質な鍛えられた身体が目の前にある。年は三十くらいだろうか。

　彫りが深くどちらかといえば精悍な顔立ちのようだが、眉をひそめた様子と身体中にある傷とをあわせると、子どもなら泣いてしまいそうなほどの凶悪さがただよっている。

　腕といい、胸といい腰回りといい、どれも深月の倍はありそうだ。

「だ、だだだ誰……っ」

　その時、ぱさりと音がした。

　見れば、薄暗がりの中で揺れるのは男の後ろにあるふさふさのしっぽである。背後をそっと確認すると、そのしっぽは男のおしりの上から生えていた。

「……んん」

　男の薄い唇から吐息がもれ、同時にしっぽがゆらりと揺れる。

　連れ帰ってきた犬と同じ灰と青色の混じったような髪をよくよく見れば、合間から犬耳がのぞいている。

（夢か）

　深月は一瞬で理解した。

　きっと犬の体温と心地よさでこんな夢を見ているのだろう。

　筋肉ムキムキの男性が、部屋のど真ん中で犬耳としっぽをつけて全裸で眠っているという状況は、夢以外あり得ない。

「なるほど夢ね、よかったびっくりした！」

　息を吐いてもう一度彼の上に寝転がる。だが温かい筋肉布団の上に一秒もいられなくて飛び起きた。

（よくない！　どうしようこれ）

　しかも深月も湿ったバスタオルを身体に巻いたままの姿だ。

（早く目が覚めないかな……ああでも）

　ごくりと深月は唾を飲み込んだ。

　熱い頬に手を置きながら、寝息をたてる男性をちらちら見下ろす。

（……かっこいい）

　眉をひそめた顔。脂肪の欠片も見当たらないその鍛えられた身体。腹筋は綺麗に八つに割れている。下半身は残念ながら毛布に邪魔されて見えないが。

（練習、させてもらえないかな）

　処女を捨てる、いやせめて男性に慣れる練習を。だってこんな夢を見ることなんてもうないだろうし。

　彼にあんなことを言われた日に欲望まみれの夢を見るなんて、我ながら情けないけれど……そんなことを言っていられない。

　深月はそろりと男をのぞき込んだ。短めのその髪に手を伸ばす。

　犬耳と一緒に撫でてやわらかい手触りを楽しみ、そのまま頬に触れた。人肌の温もりが伝わってくる。そのまま指を滑らせて薄い唇に触れた。

（キス、したい、かも）

　顔を近づける。怖い顔が近づいて──唇が触れる寸前でぎゅっと目をつむった。

「……姫」

　彼が小さく何かを呟いた。

「へっ」

　腕を掴まれて目を開ける。

　抵抗も出来ず体勢が入れ替わり、床に背をつくと同時に深月の頬に大きな手がかかった。

「ご、ごめんなさ……っん」

　そのまま噛みつくように口付けられた。

　びくっと身体を震わせたところで舌が口の中に入り、意志を持ったそれが唾液とともに絡みついた。

　想像以上に生々しい感触にどうしたらいいのかわからなくて身じろぎしたが、頭を支える手は力をゆるめてくれない。

「ん、……っんぅ」

　どうにか押しのけようとするが、男の身体はびくともしなかった。

　その間に彼の手が、はだけかけたタオルの上から深月の足を撫でた。ゆっくりと指先がタオルの下に潜り込む。

（ひええええええ！）

　襲ったことを後悔した。

「ご、ごめんなさい、調子に乗りました。もう十分で……っ」

「は……」

　半泣きの深月の首元に男が顔を埋める。彼のしっぽが動くのが肩越しに見えた。

　やわらかい髪の毛が肌を撫でる。舌が首を這う感覚に背中がぞくぞくした。

（どうしよう、どうしよう……え？）

　ほとんどパニックになりかけたその時、腹部に何か固いものが当たり、そちらに視線を向けた深月は青ざめた。彼の下半身に何か凶悪なものがそそり立って……。

「いやぁぁあああ！　ごめんなさい！」

「っ」

　平手打ちをすると、上にのしかかる男の大きな身体がびくっと跳ねる。

「……ん？」

　まばたきしながら彼は深月を見た。その目はやはり犬と同じ琥珀色だ。

　タオル一枚で顔を真っ赤にした深月と、全裸の自分。そして彼女の太ももや首の後ろに置いている自分の手をしげしげと見比べて、彼は大きくため息をついた。

「……そうか」

「あ、あの」

「ああ、わかっている」

　やけに落ち着いた動作で彼は深月を離して毛布を下半身に巻く。そしてキョロキョロと部屋を見回し、机の上に置いてあったはさみを逆手に持った。

「この非礼は命をもって償おう」

「待ってください！」

　はさみの切っ先を喉に向けた男に深月は慌てて取りすがった。

「違うんです！　むしろ寝込みを襲ったのは私なので！」

　これで自害されたら夢見が悪すぎる。自分から襲った上に、平手打ちしているのだから。

　深月は渾身の力ではさみを取り上げた。

（は、早く起きないと……！）

　色々と限界なのに、残念ながらまだ目が覚める気配がない。

　男は深月に怪訝な目を向けつつ自分の身体を確認した。そして頭に片手をやって、そこに犬耳があるのに気づいて舌打ちをした。

「……とりあえず、はさみを使わせてくれないか」

「何に使うんですか」

「耳としっぽを切る」

「尚更だめです！」

　真顔で言う男の視線から隠すように、はさみを庭向きの窓から放り投げる。

　彼はしっぽを揺らしながら眼光鋭い視線を部屋の中に巡らせていたが、しばらくして床に座ると、胡座をかいて深月に頭を垂れた。

「俺はランバート王国騎士団、団長のウォルター・ニコラス」

　よく通る凛とした声が部屋に響く。

　深月もあたふたと彼の前に座ってぺこりと頭を下げた。

「姫浦深月です。すみません、騎士団長さんをこんな狭いところに」

「いや、居心地の良い、いい家だと思う」

　最小限のものしかない部屋をそう誉めると、彼は真っ直ぐに深月を見た。

「空腹で困っていたところを助けていただき、感謝している」

　深月はうろたえた。やはり拾ってきた犬、イコールこの男性の設定らしい。

　本物を見たことはないが、目の前の人物は確かに威圧感といい体躯といい雰囲気といい犬耳さえなければ騎士団長という言葉がよく似合う。

　だが……知りたくなかった性癖を思い知らされているようで居たたまれない。

　しかも巨根。

「……ここまで凝らなくていいのに」

「何か」

「いえ、こちらの話です」

　呟きに真面目に返されて首を振る。

　腰に巻いてある毛布を見ないようにして、取りつくろうように話題を振った。

「犬や人になれるなんていいですね。でも騎士団長さんがどうしてこんなところに？」

　深月の問いかけにウォルターはうっと言葉を詰まらせた。

「これはその……」

　精悍なその表情にあまり変化はないが、後ろのしっぽと耳が垂れる。

「魔術師に犬になる薬をかけられて……」

「はぁ、薬を」

「その後、転移魔法陣をうっかり踏んでこの世界に」

「なんですかその雑な設定」

「設定と言われても」

　眉をわずかにひそめて、ウォルターと名乗った男は頭を掻いた。

　顔と身体の威圧感はあるが、頭の上の犬耳のおかげで怖くはない。犬種的にジャーマン・シェパードかハスキー辺りに近い気がした。

　どちらも怖い顔だが忠犬で体格も良く、騎士団長のイメージにぴったりだ。

　彼は口元に手を置いて、もう一度ぐるりと部屋の中を見回した。

「……ここは恐らく、俺が住んでいた世界とは違うところだと思うのだが」

「はい、多分」

　現代日本には、自称以外で騎士も魔術士もいない。

「君はエルフリーデという女性を知らないか？」

「エルフリーデさん、ですか」

　始めて聞く名前に首を傾げる。

　名前からして海外の人だろうか。そこでウォルターはぐっと深月に身体を寄せた。

「君のような黒髪に、緑の綺麗な瞳をしている。身体は華奢だがしなやかで微笑む表情はまるで花がほころぶように可憐だ。そして、とても心が美しく優しい魅力的な女性で、恐らく年は二十五、六になっているはず」

「え、あ、はい」

　思わぬ早口に適当な相槌をうつ。

「俺が仕える姫だ」

　さっき寝ているときにウォルターが小さく呟いていたのを思い出した。

「ある日城から攫われて姿を消した。それからもう二十年、探し続けているお方だ」

「……すみません、私の知り合いにそんな方は……」

　お役に立ちたいのはやまやまだが、そう答えるしかなかった。

　黒い髪はこの国でそれこそ数え切れないくらいいるが、緑の瞳は珍しい。

「そうか。……やはり早く国に戻らないといかんな」

　座り直したウォルターが肩を落とす。

（いいなぁ）

　彼が本気で落胆している様子を見て、そう思った。

　彼の居場所はそのお姫様のところなのだ。そうして騎士と姫が結ばれてハッピーエンド。さしずめ深月はそのお手伝い役のモブか……襲ってしまったし当て馬だろうか。

「早く帰れるといいですね」

　心からそう願って、笑顔を向ける。

「……」

「私で良ければ何でもお手伝いします！」

　胸を張ると、彼は無言で立ち上がった。

　座ったまま見上げると、改めて天井に届きそうな巨躯である。

「ありがとう、気持ちだけ受け取っておく。身体まで洗わせて申し訳ないが、俺は外で寝かせてもらおう」

「外は寒いですよ？」

「冬の夜営に比べればなんでもない」

　玄関に向かう背中に、頑なに家に入ろうとしなかった犬の姿を思い出す。

「待ってください！」

　深月はウォルターの背中に抱きついた。

（広くてあったかい！　……いやそうではなく）

　タオル一枚の姿なのも忘れて、そのままぎゅっと腕に力を込めるとウォルターは動きを停止した。

「あの！　手伝う見返りと言ってはなんですけど、ウォルターさんに改めてお願いしたいことが……」

　自分から触れたいと思った男の人は初めてだ。さっきは性急で戸惑ってしまったけれど、こうして直接肌に触れてもやはり嫌ではない。

　想う姫君がいるというのを聞いてしまった後だが、当て馬上等。どうせ夢だ。

「一回だけでいいので団長さんとえっちの練習を……わぁ!?」

　バランスを崩してベッドに倒れる。

　ぎしぎしとスプリングが揺れる中、びっくりして顔を上げると腕にもふもふの犬を抱いていた。二足歩行から四つ足に変わって体重を支えきれなくなったらしい。

　うろたえつつ様子を確認すると、犬は白目を剥いて気絶していた。

「ええええ団長さん大丈夫ですか!?」

　揺さぶっても起きる様子はない。だが呼吸も安定しているし、心臓の音も普通なのでひとまず大丈夫そうだと判断する。

（せっかくのえっちが！）

　さすがに犬の姿ではどうしようもない。仕方なくベッドの上に寝かせて布団をかけた。

　寝ている彼の頭を撫でる。

（変な夢）

　設定過多だ。起きたらきっともう覚えていないだろう。








　二章　犬くんとの生活









　足元にぽっかりと穴が空いた。

　どこまでも暗い闇のようなその穴に深月は落ちる。

　上も下もわからない中で、地面からどんどん離されていく感覚だけが焦りを生む。

　手を伸ばしても壁はどこにもなく、虚空に掴めるものもない。

『──……』

　応える声がないのを分かっていて、必死に誰かの名前を呼んだ。




　目を開けた瞬間に飛び起きた。

　荒く息を吐きながら見慣れた部屋を見回すが、朝の光の射し込むそこに暗闇の気配はない。クゥ、という犬の声にはっとすると、ベッドの下に灰青色の犬がいて静かに深月を見上げていた。

　途端にその姿が、コワモテの男性のものと重なった。

（あ、あれ？　夢？）

　夢と現実の境目があやふやになる。頬に手をやったところで、自分がタオル一枚の姿だということに気づいた。

（わぁぁああああ！）

　夢の中の恥ずかしい行動はばっちり覚えていた。彼氏にフられてヤケになっていたとはいえ、男性を襲おうとするなんて。

　時計を見ればまだ早朝で、窓からはザッザッと箒で掃く音が聞こえた。

　そこで一つ、やらなければならないことを思い出した。







「いいわよ、好きなだけ置いておいたらいいわ」

　アパートの掃除をしていた大家さんをつかまえて迷い犬の相談したところ、彼女はニコニコ笑ってそう言ってくれた。

　七十を過ぎた彼女は箒を傍らに置いて、大きな犬の前にしゃがむ。

「お手」

　その言葉に犬は一瞬考える顔をして、ゆっくり上げた手を小さな手のひらに乗せた。

「あらぁ賢いわねぇ」

　彼女は優しいしぐさで毛皮を撫でた。

「そうだ、深月ちゃんちょっと待っててね」

　ぽんと手を叩くと、足取り軽く自分の家に戻る。しばらくして豆柴のチコちゃんと一緒に戻ってきた彼女の手には首輪とリードがあった。

「よかったらあげるわ。もらいもので悪いけど」

　大型犬でも使える黄色の首輪だ。

「いえそんな」

「チコには大きすぎて。使わないのも勿体ないし」

「……ありがとうございます」

「いいのよ。深月ちゃんのお父さんには色々お世話になったからねぇ」

　大家さんは綺麗な白髪を陽の光に照らして目を細めた。

「早く飼い主が見つかるといいわね」

「はい」

　昨日はほとんど人のいない深夜だったし事情が事情だったが、さすがに首輪とリードは必須だ。

「ウォルターさんこれ……」

　首輪を持って振り返ると、犬はすっと後ろに下がった。

「……ウォルターさん、これをつけないと外を歩けないんです」

　一歩近づくとその分距離をとられる。じろりと警戒するように琥珀の眼に睨まれた。

　首輪をつけるのは嫌らしい。

「そんなだから迷い犬になるんですよ」

「ワウ」

　緊張感ただよう中、大家さんはチコを腕にあらあらと微笑ましげに見守っている。

　深月はその場にしゃがんで、彼の目を見た。

　じっと見つめているとわかってくれたのか、しっぽを下げたウォルターが深月の前に座る。ものすごく険しい顔をしている彼に首輪をつけた。

　鮮やかな黄色は灰青色の毛皮によく似合っていて、ふとあの騎士団長に同じ首輪をつけた図が頭に浮かんだが──首を振って妄想を追い出す。

「名前は『ウォルター』っていうの？　かっこいいわね」

「ええ、はい……」

　外に出る前に、夢で聞いた名を呼べば耳を立てたので暫定的に名前が決まったのだ。

　しかしコワモテムキムキ団長の面影を思い出してしまい、どうもさん付けと敬語になってしまう。

　そうこうしているうちに、もう出勤の準備をしないといけない時間になった。

「ウォルターさん、私が出かけている間は家の中に……ぐぐ、強い」

　いくらリードを引っ張っても彼は玄関前から動かなかった。

　単純な力比べはウォルターに分があるようだ。

「……外の方がいいの？」

「ワン」

「よかったら柱に繋いでおきなさいな。私も様子を見ておくから」

　どうしようかと思ったところで大家さんが言う。

「もしかしたら知り合いが通りかかるかもしれないでしょ？」

　確かにそうだ。お礼を言ってひとまず深月だけ家に戻り、出勤準備をしてウォルターの水とご飯を用意して大家さんに託した。

　敷地から出るときにちらりと振り返ると、家の前にすっくと立つウォルターはぱたぱたとしっぽを振ってくれた。
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　タイムカードを押す。始業時間まではまだ少し余裕があったので、ほっと息をつきながら自分の席に座った。

「おはよう姫浦さん～二十歳の夜はどうだった～？」

　隣の席の桃城が、座っている椅子をくるくる回しながら聞いて来た。

「……何も、なかったです」

「ふぅ～ん？　お酒は楽しめた？」

　綺麗な黒髪を揺らして、桃城がおっとりと首を傾げる。

　今年二十五歳、先に成人した先輩の言葉に深月は息を吐いた。

「苦かったですね」

　公園でやけ酒したビールの味とともに、いろいろな記憶がよみがえってしまう。

「それが大人の味ってやつよ～」

　あははと桃城が笑った。

　深月が働いているのは大手の商社だ。とはいえ高卒で派遣の身である。仕事は事務で、一日中事務室で書類やパソコンとにらめっこしていることが多い。

　三田坂は営業部だ。

　部署も使っている部屋も、なんなら階も違う。今までなら彼の方から事務室に訪れて色々話をしていたけれど、さすがにもう来ないだろう。

　真面目に目立たず生きるのが深月のモットーだ。

　日常が戻っただけ。もう忘れよう。

「姫浦さんお願いこれ手伝って～？　今日中なの～」

「いいですよ」

　桃城も同じ派遣仲間だ。のんびりした口調で頼まれて、データ一覧を受け取って仕事モードに切り替えた。

　それでも気になるのは家の前に置いてきたウォルターのこと。

　大家さんはああ言ってくれたが、やはり外に繋いでおいたのはどうだっただろう。あの体格だ、リードを引き千切って逃亡してしまったら……。

（でも首輪はしているし、ネームタグもきっちり書いたし）

　ブーン、ブーン。

「わっ」

　不意に携帯が着信で震えて深月は飛び上がった。

　知らない番号からだ。誰だろうと一瞬考えて──ウォルターの件で警官に番号を伝えていたことを思い出す。そこで、先ほどまでと違う不安が押し寄せた。

（飼い主が見つかったとか……？）

　迷子犬のウォルターはもちろん飼い主に引き渡さなければならない。けれどこんなに早くお別れが来ると思っていなかった。

　上司に断りを入れて廊下に出て通話ボタンを押す。

「……もしもし？」

『どうも。柿園交番の者ですが』

　昨日会った警官の声だ。

『今、大丈夫ですか？　実は昨日預かってもらった犬の件で』

「飼い主が見つかったんですか!?」

『いえ、それはまだですけど』

　警官が言葉を続けた。

『書いていただきたい書類があるので、いつでもいいので交番まで来てもらえますか。よかったら犬も一緒に』

「あ、はい、じゃあ今日伺います」

『よろしくお願いします』

　通話を切る。ほーっと息を吐いた。

「飼い主って何の話？」

「わっ」

　ぬっと後ろから桃城が現れた。

「昨日、犬を拾ったんです。こんなに大きい子でかっこよくて凛々しい感じの」

　ざっくりと昨日の経緯を説明した。

　もちろん先輩にフられたことや、夢の話は割愛している。そもそも付き合っていたことも彼女に言っていなかった。

　静かに話を聞いていた桃城は、にやりと笑って深月の頬を突いた。

「そんなに犬くんが気に入ったなら、そのまま飼っちゃえばいいのに～」

「え？」

　思いもよらない言葉にドキッとする。

「電話しながらすごく心配そうな顔をしてたからさ」

「そんなことは……」

「いいじゃん、逃がしちゃいましたって言えば～。元はと言えば首輪もつけないで逃がした飼い主が悪いんだから」

　おっとりしていて過激なことを言う。

　頬を突かれながら深月は携帯を握りしめた。

「……いえ、家族がいるならちゃんと返してあげたいなって思うので」

「そっか」

　桃城は言って、深月に飛びついた。

「今度写真撮ってきてよ～」

「そういえば撮ってなかったです」

　そんな事を言い合いながら、二人で事務室に戻った。







　終業時間とにらめっこしながら仕事をこなして、チャイムと同時に立ち上がる。

　また明日ね～という桃城にうなずいて、逸る気持ちを押さえて家に帰ると。

「あれ？」

　家の前には朝と同じようにウォルターがいた。

　目を擦る。……記憶している場所から少しも動いていないように見えた。

「深月ちゃん……」

　ひそりと声がかかって腕を引かれた。見れば買い物カートを持った大家さんだ。

「今日はありがとうございました。お買い物、私が行って来ましょうか？」

　言えば彼女は首を振った。

「大丈夫よ。いい運動になるし帰りはタクシーだから。それより」

　ちらりと彼女はウォルターに視線を送った。

「あの子、直立不動で一日中、あそこから動かなくて」

「直立不動で」

「今時の番犬ってあんな感じなのかしら」

　首を傾げつつ大家さんが出かけていく。それを見送って、自分も警察に行かなければならないことを思い出した。

「お留守番ありがとう」

「……ワウ」

　顔を思いっきり撫でて、そのままリードを持った。

　電話で指定されたのは、ウォルターに会った公園にほど近い交番だ。昨日の警官が中にいて、記入して欲しいという書類を差し出された。

「改めて、でっかいね」

　深月の足元に座ったウォルターは、彼女の胸元くらいに顔が来る大きさだ。

「元の飼い主についてはまだ何も連絡がないんだ」

「そうですか……」

　──いいじゃん、逃がしちゃいましたって言えば～。

　桃城の悪魔のささやきが聞こえて、手で振り払った。

「警察署と保健所のほうにも連絡したから、また何かわかったら伝えるよ」

「よろしくお願いします」

　ふと思いついて書類を渡しながら聞いてみた。

「あの、この辺にエルフリーデさんという緑の瞳の女性が住んでいたりしませんか？」

「緑？　海外の方？」

「えっと、多分……この子の飼い主かもしれません」

　単なる夢の話だ。そんな偶然があるはずないと思いながら聞いていた。

　視線を感じてかたわらを見れば、ウォルターがじっと深月を見上げていた。そのしっぽがゆらゆらと揺れている。

「うーん聞いたことないなぁ。その人についても気にしておくね」

　言って、警官が大きな袋を差し出した。

「これよかったら使って？　個人的な差入れだから少なくて申し訳ないけど」

　中にはビーフジャーキーやドッグフード、おもちゃ、大型犬のグッズが入っている。

「こ、こんなにしていただくわけには！」

「いや正直、この子を預かってもらって感謝しているんだ。だから遠慮しないで」

「ありがとうございます……！」

　恐縮しつつ交番を出た。

　人に助けてもらっていることを実感して、ほかほかした気持ちで歩く。

　その深月とウォルターを、帰宅中のサラリーマンや学生がぎょっとした目で見ていた。どうやらウォルターの規格外の大きさに戸惑っているようだ。

（こんなにかっこいいのに？）

　リードを持ちながら首を傾げる。

　かっこいい、が深月の第一印象でそれは今も変わらない。だが一般的な感覚ではないのかもしれないと気づく。

「わ」

　突然ウォルターにリードを引っ張られて、たたらを踏んだ。

　いつの間にか彼と出会った公園に来ていて、藪にごそごそと頭をつっこんで何かをしている。近くにゴミ箱があるのを見て、そういえば彼がここから出て来たことを思い出した。

　リードをしっかり持ちながら深月もしゃがむ。

「何かあった？」

「ワゥ」

　顔を上げたウォルターは口に何かをくわえていた。

　うながされて手を出すと、彼はそっと手のひらにそれを乗せた。

「耳飾り……」

　それは小さな鉱石がついた耳飾りの片方だ。

　綺麗な薄紅色の水晶のような鉱石は、中にところどころ金色の針が散っている。金針は電灯のわずかな光でちかちかとまたたいた。

　何の石だろう。光に誘われるように深月はそっと指先で触れてみた。

『……──、……』

　その時、何か声が聞こえた気がした。

　雑音が多い上に音が小さいが確かに人の声だ。放送か置き忘れたラジオかと公園に視線を巡らせるが、それらしきものはない。

「見せてくれてありがとう」

　耳飾りを返そうとした深月の手をウォルターがぐいと鼻先で押した。

　不思議に思いつつ藪に戻そうとすると、今度は身体全体で妨害される。

「もしかしてくれるの？　でもあなたの大事なものじゃ」

　戸惑いつつ聞けば、鼻先でまた押された。

「……」

　ひとまず預かることにしてハンカチで丁寧に包んで鞄に入れる。

　それにしても先程聞こえた声は何だったのだろう。もう一度周りを見れば、夕闇に照らされる道を人々が家に向かってそれぞれ歩いていた。

「私たちも帰ろうか」

「ワン」

　アパートに戻ると、大家さんも帰ってきているのか窓には明かりがついていた。







　夜中にふと目を覚ますと、また部屋の中に人間のウォルターがいた。

　腰に毛布を巻いた犬耳しっぽの彼は、荷物を端に避けてスペースをつくり腕立て伏せをしている。

「……七九、一〇八〇、一〇八一……」

　聞こえてくる数字が尋常ではない。深月は目を擦って起き上がった。

「すまない、起こしたか」

「いえ……」

　ようやく腕立て伏せを止めたウォルターは、息を吐いて胡座をかいた。

　連続で同じ夢とは珍しい。……でもそういえば昔は、同じ夢を何度も見ていた気もする。

「何してるんですか？」

「見ての通り腕立て伏せだ。首輪つきだと運動もできんからな」

　見れば机の上に黄色の首輪が置かれていた。

「まぁそうですよね」

「それに発散……んん、ごほっ、なんでもない」

　ウォルターが言葉をにごして視線を下に向ける。深月もそれを追えば、今日もやはり毛布を持ち上げる何かがあった。

「見るな。いいからもう寝ろ、明日も仕事だろう」

　ウォルターがベッドに無理やり深月を押し込んで、上から布団をかける。今日は大人しくしておいたほうがいいだろうか、と思いつつ彼に右手を差し出した。

「じゃあ、手を握ってくれませんか？」

「……握るだけだぞ」

　ウォルターはその手をとってくれた。

　少し汗ばんだ、大きな手のひらに包まれる。

「お父さんみたい」

「まだそんな年じゃない」

　真顔の返答に笑って、深月は窓辺に置いてある写真を見た。

　両親と犬の写真だ。弁護士の父と専業主婦の母、ゴールデン・レトリーバーのレニー。ウォルターもそちらを見る。

「家族か」

「はい。……みんな、二年くらい前に事故で亡くなりましたけど」

　その日は朝からうだるような暑さだった。高校三年生の深月は夏休みに入っていて、事務所に行く父と動物病院で受診するレニーのふたりを車に乗せた母を玄関で見送って────それが家族を見た最後になった。

　乗っていた車がガードレールにぶつかっての自損事故。授業中に呼び出されてからのことは記憶があいまいだ。

「……夏期講習なんてさぼって、私も一緒に行けばよかったなぁって」

　高校を卒業するまでは叔父夫婦に一旦引き取られたが、卒業と同時に家を追い出されてしまった。途方に暮れていたところ、弁護士だった父と交流のあった大家さんがこの部屋を貸してくれたのだ。

　アパート経営なんて道楽だからと安く住まわせてもらっている。

　ウォルターは深月の頭に手を乗せた。

「大変だったな」

「いえ全然！」

　深月はウォルターに笑った。

「だから、ウォルターさんにはちゃんと家族のところに帰って欲しいなって思っています。本当ですよ」

「ありがとう。……でも家族は戦争で死んでいるから、気にしなくていい」

「……戦争」

　テレビでは時折目にするけれど日常生活ではあまり聞かない単語だ。

　騎士団長ということは彼も戦場に行くのだろうか。

　問わずとも、照明にあたる彼の身体にある、いくつもの傷跡が答えである気がした。

「昼間渡した耳飾りはあるか？」

　深月は部屋を見回した。

　犬のウォルターから渡されたそれを鞄から取り出す。気のせいか、夕方よりも中の金針が光っているように見えた。

「綺麗ですね」

「換金すればそれなりの値になると思う。俺の滞在で何かと物入りだろう、用立ててくれ」

「そんな気を遣わなくても。大事なものなんでしょう？」

　ウォルターは耳飾りから視線を逸らした。

「……もう必要のないものだから」

　手の中の耳飾りを見る。

　耳につける金具は大人用だが、ウォルターがつけるにしてはやけに可愛らしい。なんとなく、昨日彼が言っていた姫の持ち物の気がした。そっと鉱石を握る。

「やっぱり受け取れませ……」

　言いかけてはっと閃いた。

「それよりお礼なら協力して欲しいことが！」

「は？」

　そうだ、このまま寝るなんて勿体ない。

「ヤらせてください」

「ヤっ……!?」

　両手を組んで必死に懇願する。

「夢でもなんでもいいんです、一度ヤったら怖くなくなるでしょう」

「いや、待て待て待て」

　額に手を置いたウォルターがうめいた。

「君の身に起きたことは昨日聞いたが自暴自棄になるな。君ならいくらでもいい相手が見つかる」

「そんな曖昧な慰めで引くと思いますか」

「引いてくれ！」

「現代日本では処女は流行らないんです。別に姫様の代わりになれるとは思いませんが黒髪だし、いいでしょう？　ほら」

「ぐっ」

　肩口で切り揃えた髪を持って、漫画で読んだ当て馬女のセリフを言ってみる。その設定なら日本人の大半が当てはまるがそれはそれで。

　普通にならなければいけない。それは深月の絶対的な信念だ。

　今のままの彼女では『普通』になれない。

「観念してください」

「ミツキ待て、まず話を」

　騎士団長を追い詰めるのは意外と楽しい。座ったままじりじり後ろに下がるウォルターを追う。

　彼の背中が壁について、逃げ場がなくなった肩に手を置いた。

「捕まえ」

『あっ、繋がっ……───』

　その瞬間、明るいハスキーな声が耳に飛び込んできた。

「え」

　びっくりして手を離した拍子に、持っていた耳飾りが落ちた。

「ゆ、ゆ、幽霊!?」

　周りを見るがいつも通りの自分の部屋だ。

　対して目の前のウォルターは顔をしかめて、耳飾りを拾った。

「……今の声」

　ウォルターがそれを耳につける。だが特に変化がないらしく息を吐いた。

　彼は口元に手を置いて何か考えているようだったが、しばらくして耳飾りを外すと深月を見た。

「すまん、今ともう一度同じことをしてもらえるか」

「もちろんです」

　ウォルターからの頼みごとは初めてだ。

　謎の声の恐怖を振り切って、深月はもう一度鉱石を持った。

（さっきと同じというと……）

　座っているウォルターの前に膝をついて、鉱石を持っている手を彼の肩に置いた。

『おっ、きたきた』

　途端に、ハスキーな女性の声がまた聞こえた。

『あーよかったよー連絡取れて』

　安堵の声に目をパチクリする深月の手をウォルターが握る。

　大きな手に包み込まれて、状況も忘れてドキッとした。対してウォルターは真剣な表情のまま、深月の手にある鉱石を見ていた。

　金針の光はさらに強くなっている。

　もしかして声は鉱石から聞こえているのだろうか。

（鉱石ラジオとかは聞いたことあるけど、コンデンサとかないと無理なはず……）

　夢のめちゃくちゃな理論に首を傾げつつじっとしていると、ウォルターが口を開いた。

「……ネグリか」








　三章　騎士団長のゆううつ









　抜けるような青空には雲がいくつも浮かんでいる。

　騎士団の屋外訓練場には大勢の騎士が毅然と整列し、前に立つ旗手が掲げた旗が気持ちよさそうに揺れていた。

　ランバート王国騎士団団長ウォルターはそれを二階の廊下の窓から見下ろしていた。

「こちらにサインをお願いします」

　かたわらに立つ副団長のルービックが言う。

　赤い髪の快活な青年が渡す書類に目を通し、承認のサインを書いて返せば、彼はファイルを抱え背筋を伸ばした。

「今のところ、特に問題はありません」

「そうか」

　勤務の交代式を終えた騎士の一団が一糸乱れぬ行進で門を出て行く。今から市中警備の予定だ。

　平和で、式典も特にない時期は騎士団長というのも暇なものだ。

「そういえば、ネグリ様が団長を呼んでいましたよ」

「ネグリが？」

「はい。帰る前に寄って欲しいと」

　騎士団の魔術顧問からの呼び出しだった。

　一昼夜ほど働き詰めだったので、何もなければもう屋敷に戻るつもりだったのだが……。

　何事かと思いつつ、旧知の魔術士の部屋に行けば「はいこれ」と彼女から怪しげな薬をつき出された。

「……一応聞くが、なんだそれは」

　ウォルターは彼女の手にある、ピンク色に発光する液体を胡散臭そうに見た。

「媚薬」

「……帰っていいか」

　頭痛のする頭を抑えた。

　彼女と話しているとよくこういう症状が出る。

「だからさ、友人として心配してるんだって」

　金色の髪を短く刈った、眼鏡をかけた天才魔術師は机に座り足を組んでそう言った。

　騎士団内にある、研究のために彼女に与えられた部屋には数え切れないほどの本と魔導具と薬品、メモ用紙、服が足の踏み場もないほど散乱している。

「王国としても私としても、君のその体内魔力を一代限りにしておけないだろう？　我が国が誇る騎士団長殿が、まさか童貞なんて」

「うるさい！」

　傷だらけの身体とこわい顔、口数も少なく無愛想で、陛下の命令を忠実に遂行する彼を鬼団長だの狂犬だの人は好き勝手に呼ぶ。

　そんなウォルターを相手にしようという女性はそうそういない。

　男女いけるクチの魔術師はにやりと笑う。

「まぁ私が筆下ろししてもいいけど？」

「絶っっっっ対に嫌だ」

　鳥肌を立てたウォルターに魔術士が肩をすくめた。

「だからさぁ、この薬を飲めば解決するんだよ」

「それでなにがどう解決すると」

「あれだよ、君は姫誘拐の件で負い目を感じているんだろう。誘ってくる女性が全くいないでもなし、理性が先行して色々考えてしまうだけで、ひとまず一回気持ちいいことをやっちゃえば考えも変わるでしょ。何も考えず欲望に身を任せてみようぜ旦那」

「邪魔したな」

　ウォルターは踵を返した。

「……陛下にも言われてるだろ、もうそろそろ姫以外のことを考えろって」

　ため息と共に言われた言葉にウォルターは足を止めた。振り返って低くうなる。

「彼がそれを？」

「怖い顔で睨むなよ」

　魔術師がぼさぼさの金髪を掻きながら、机から立ち上がった。

「あ、ちなみに副産物で面白い物もできてさぁ！」

　張り詰めた空気を誤魔化すように、魔術師が青い液体の入った試験管を取り出す。

「これなんか──うお!?」

　あちこちに物が散乱する魔術部屋。落ちている服に足を取られた彼女が、持っていた薬を思い切りウォルターにかけた。

　避ける間もなくピンクと青の液体をまともに浴びれば、ぽんと軽い音がして煙が部屋中に広がった。

　真っ白な視界の中、急激に目線が低くなる。罵倒しようとした口からは擦れた声しか出なかった。

　そして、重力に逆らえず強制的にウォルターは床に手をついた。

「げほげほ、ウォルター……だいじょう……」

　窓を開けた彼女はあんぐりと口を開けた。

　ウォルターも自分を見る。不格好に身体に巻き付くのは彼がいつも着ている騎士服と剣。だがその身体は全身ふさふさとした毛に覆われていて、後ろにはしっぽまで生えていた。

「ぶっはははははははは！」

　その様子を見た魔術師──ネグリが爆笑した。

「ウォルターが……っ犬に……！」

　明確な殺意をもって睨み付けるが、彼女の笑いは収まらない。

　ひとまず邪魔な服を噛み千切って脱出すると、床に耳飾りが落ちているのが見えて彼はそれを口にくわえた。

「いぬ、……いぬ！」

　まだ笑っている。ウォルターは、犬の姿で首をぶんと振った。

「うわ！」

　途端に魔力を込めた突風が狭い部屋を吹き荒れる。

　気流が渦を巻き、メモの書かれた紙や本が外に飛んで行った。

「何すんの！」

「───グルゥ」

　バサバサと床に落ちた本のページがめくれる。

　やがて風が収まったところで、早く何とかしろとうなった。

　耳飾りをくわえたまま前に出る。さすがに笑うのをやめたネグリに、日頃の恨みを込めた視線を向けてもう一歩踏み出した足が、魔法陣の描かれたメモ用紙を踏んだ。

「あ」

　ネグリが慌てた声を出す。

　ウォルターも足元を見ようとしたがその瞬間にそこから光が溢れて──気づくと彼は、犬の姿で見知らぬ地の植え込みに倒れていた。







『ふっ、誰もがうっとりするこんな素敵な声は私以外のどこに』

　話の途中でウォルターが深月の手を離すと、ネグリの声が聞こえなくなる。

　目の前でぎゅっと目をつむっていた深月がまぶたを開けた。

「ウォルターさんの知り合いですか？」

　大きな目で見つめられて、少し視線を逸らす。

「知り合い、というか」

　不思議そうな顔で、彼女がそっとウォルターの持っている鉱石に指先で触れた。

『返事しろよ！』

「わ」

　その瞬間に、直接脳に大きな声が響いた。驚いた深月が声を出す。しまったと思ったがそれを見逃す相手ではない。

『何なになに女の子ー!?　ウォルター今女の子と一緒にいるの!?』

「え、ええ、ええと」

　スピーカーのようにがんがんと脳を揺らす声に、深月が片手で耳を押さえた。

『初めまして、魔術師顧問のネグリ・レイネイです。可愛い声のあなたは誰かな』

「……返事してもいいですか？」

　律儀に聞いてくる深月にうなずく。ひとまず声だけなら問題ないだろう。

　今の状況──裸に毛布を巻いただけの、犬耳としっぽをつけたウォルターの姿を見たらネグリは笑いすぎて死ぬかもしれない。帰る方法を見つける為に、それは避けた方がいい。

　ただし唯一の注意点をささやいた。

「こいつは男でも女でも性的に食い散らかす奴だから気を付けろ」

「アグレッシブ……！」

『ちょっ、私の印象を台無しにしないで！』

　ネグリの焦る声に目をぱちくりしながら、深月は耳飾りに向かってぺこりと頭を下げた。

「姫浦深月です。よろしくお願いします」

『やるねぇウォルター。すぐに女の子と懇意になるなんて、やはりこれは私の薬のおかげ』

「誰がお前の……！」

　瞬間的な衝動で耳飾りを持つ手を振り上げた。

「落ち着いて下さい！　これ大事なモノでしょう!!」

「……ぐっ」

「この人、ウォルターさんのこ、恋人だったりします……？」

「やめてくれ。俺をこの世界に飛ばした張本人なだけだ」

「今一番話さないといけない人じゃないですか!?」

　正確には、この世界に飛ばされたのはウォルターの不注意も含まれているが。

　手書きのあの魔法陣は彼女が構築したものだろう。ということは戻るのにも彼女の知識は必須だ。

　通信鉱石を使った耳飾りを唯一持ってこられたのは幸いだった。まさか世界を越えて繋がるとは思っていなかったが。

「でも、よかった……」

　何かほっと息を吐いている深月を、ウォルターは見た。

　お人好しの彼女は、人間のウォルターを夢だと思っているようだ。それに気づいてあえて訂正しないのは彼のずるさである。

　彼女がウォルターを飼えるほどの金銭的余裕がないのは分かっていた。

　本来なら世話になるべきではないだろう。野宿にも、生の草や動物を食うことにも慣れているし、元々の反射神経と獣の身体能力があるので、捕まることも死ぬこともない。ただ。

　──うちにおいで。

　奇しくも彼の主君と同じ言葉での誘いざないだった。

　それが妙に去りがたい理由だ。よく性的関係を迫ってくるのはどうかと思うが。

　深月は大きくくりっとした目に、綺麗というよりは愛らしい顔立ちをしている。肩口までの髪はさらりと手触りがよく、濡れ羽色に光っていた。

　形の良い胸とお尻、細い腰を風呂場で見てしまったウォルターは、その下着姿が目に焼き付いて離れなかった。彼女を安易にフッた男がいるという話が信じられない。姫が見つかるまで誰とも関係を持たないと誓ったウォルターでなければ、いつ襲われても文句はいえないだろう。

　頭を振って雑念を払ったウォルターは、息を吐いた。

「……君も鉱石に触れないと効果がないらしい。協力してくれないか」

「もちろん。あ、でもちょっと待って下さい」

　彼女は、少し考える表情をした。







「さぁ、準備オッケーですよ！」

「……」

　はりきる深月を前に、ウォルターは片手で顔を覆った。

　てきぱきと湯を沸かしてお茶とお菓子を用意した深月は、当然のように彼の膝の上に座ったのだ。

　ウォルターは下半身に毛布を巻いただけの姿だ。膝の上の深月の体温と重さ、匂いに、腕立て伏せで発散した下半身がまた反応しかけていて背中に冷や汗が吹きだす。

　ネグリにぶっかけられた媚薬の効果はまだ残っている。どうやら犬の薬と相乗効果が起きているらしく……気を抜くと、下半身がすぐに反応してしまう。

（落ち着け……！）

　二人で触れなければいけないのであれば、向かい合うよりこのほうが効率がいいと説得されたのだ。

　そわりと身体を動かして視線を外し、反応した股間を隠すようにしっぽを身体の前に持ってくる。それに気づいた深月は嬉しそうにウォルターのしっぽを撫でた。

「もふもふですね。ブラッシングした甲斐がありました」

（ぐっ……！）

　前後で神経が繋がっているらしい。事態が悪化した。

　ネグリに心の中で罵詈雑言を吐いて、なんとか冷や汗をひっこめる。

「……そろそろ、いいか」

「すみませんっ」

　取り繕えず素の声で言えば、深月はぱっとしっぽから手を離した。

　無防備に背中を向け、肩を落とす深月の裾や袖口からは、すらりと伸びた手足、黒髪の合間からは細い首が見える。しかも彼女が着ているのは薄手の寝間着だけだ。

（ぐぐぐ……）

　抱きしめて、その首に顔を埋めて匂いを思い切り吸いたい欲求をどうにか抑えた。

　泣く子も黙る狂犬団長と呼ばれた自分が一体どうしてしまったのだろう。

「……頼む」

「はい」

　耳飾りをのせたウォルターの手に、お手、のように深月が指を乗せた。その小さな手を傷つけないよう、力を押さえてそっと握ると。

『……ーい、おーい？』

　やはりネグリの声が聞こえてきた。

　自分で膝の上を要求したのに深月は身じろぎもしない。ひとまず、いたずらされる心配はなさそうだとほっとすると同時に──何か物足りない自分に気づいて咳払いした彼は、なんとか頭を切り換えた。

　少し強く握ったり逆に指先だけで触れたりしたが、音量も交信状態も特に変化はないようだ。

「聞こえやすくなったりしませんね」

　深月も真剣な顔で耳飾りを見ている。

「声はなるべく小さい方がいいから、それは別に」

『受信機と増幅器の関係かなぁ』

　鉱石の向こうから魔術研究オタク、ネグリの声が聞こえる。

『ミツキちゃんに手伝ってもらってるんだよね？　面白い現象だけど、解明は置いておいて。何にせよ連絡がとれてよかった』

「ああ。そっちはどうなっている？」

『特に何もないよ。日常は変わらず、国境付近も平和なものさ。でもさすがにウォルターがいないのがバレると不都合あるから、陛下に相談して今は怪我で休んでることにしてる』

「……そうか」

『団長！』

　そこで副団長ルービックの悲鳴が聞こえてきた。

『早く帰ってきてください！』

　深月が小さく息をのんだ。彼女にも会話は全て聞こえているようで、心の中で舌打ちしながら、まだ若いが頼りになる男をなだめた。

「落ち着け。一般人も聞いているんだ」

　暗号で話すこともできるが、協力してもらっている深月にそれは不誠実と判断した。

『は、はい、すみません』

　普段は快活な彼が涙声で訴える。

『団長がいらっしゃらなくて……陛下とネグリ様が無理やり手伝おうとしてくるから、もう俺どうしたらいいかわからなくて』

『ちょっと密告するのやめて!?』

『うっ、うっ、書類も全部むちゃくちゃに……』

「責任は全部俺がもつから、追い返せ」

　適当で細かいことは気にしない二人だ。惨状が想像できる。

『え、でも』

「……職場放棄で俺はもう解任だ。気にしなくていい」

　事故とはいえ連絡を取らずに数日職務を離れたことに言い訳はできない。これをネタに日頃ウォルターを追い落とそうとしている貴族たちが国王に直訴するだろう。

　だがそれでいいと思う。

　騎士の身分も返上して、今度こそ姫を探しに……そう考えていると、ネグリが申し訳なさそうに切り出した。

『私のせいなんだから、そこは気にしないでよ』

「だがもう五日目だ」

『五日？　……五日』

　ネグリがうなった。

「何だ」

『いや……うーん、まぁいいや。ルービック君はちょっと下がっててね～』

『団長～』

　副団長の悲痛な声が遠ざかる。

　心の中でわびを入れて、ウォルターは本題を切り出した。

「そちらに戻る方法はあるのか？」

『今文献を漁ってる。この通信で世界位置は掴めたからなんとかなると思うなぁ。確認なんだけど、ウォルターの魔力は今どれくらい？』

「いつもの半分くらいだ。この世界にいるだけで魔力を消費する上に回復の手段がない」

『やっぱそうか……』

　通信機越しに本をめくる音が聞こえた。

　世界を渡るにはそれなりに魔力が要る。その確保が一番の課題だろうとは思っていた。会話が途切れたところで、腕の中の深月が小声で話しかけてきた。

「ウォルターさん、魔法が使えるんですか？」

「ああ」

　こちらの世界には魔法の概念がないようだ。代わりに、ウォルターが驚くような機械製品は山ほどあるが。

　少し考えて、彼は机に置いてある冷えた緑のお茶の表面に触れた。

　その指先を持ち上げると、お茶の一部がプルプルした球体になって宙に浮く。

「……わぁ」

　初歩的な魔法だが深月は感嘆の息を吐いた。

　すぐに水滴はテーブルに落ちる。向こうであれば桶いっぱいの水を一時間浮かしても大丈夫だが、こちらではこの程度が限界だった。

「なんで浮くんですか？」

　聞かれて少し考える。

　ウォルターとしては何故浮かないのかと返したいところだが、こちらの世界に来てからいくつかの仮説は立てていた。

「物質というのは、小さな粒子が集まって出来ているだろう」

「ああ、原子とか分子とか」

「我々の世界では少し呼び名が違うが……まぁ【構成物】と総称しよう。あちらでは、【構成物】は言うことを聞いてくれやすい」

　机の上のお茶に触れてもう一度浮かせる。

「少し方向性を加えれば、思い通りに動いてくれるんだ。こちらと向こうで人間の形も空気も成分が同じだから、生物進化もほぼ同じ道のりを辿っていると思う。過去のどこかの時点で、俺たちの世界とは別の要因が入ったんだろうな」

　もう一度お茶を浮かせて、今度は球をその場でくるくると回した。

「【構成物】は同じだからこちらでもやろうと思えば動かせないことはないが、言うことを聞いてくれない分、消費が激しい」

「へぇぇ」

『こほん』

　ネグリがわざとらしく咳をした。

『うん。【構成物】が同じ世界がいくつも存在していることは証明されている。ただこれが宇宙の別の星なのか、世界の裏側なのかはまだ決着がついてないけど』

　そう補足してくれた。

『ふふ、可愛い生徒さんだねぇ』

「ごめんなさいお話し中に」

『いいよう、学ぶ姿勢はいつだって大切だ』

　ネグリの声色が、気に入った相手に使う猫なで声になったと気づいて、ぞっとウォルターの身体に鳥肌が立った。身体が瞬時に警戒態勢に入る。

『ウォルター、ミツキちゃんがいるなら魔力補充の問題解決じゃないか！』

「なんの話だ」

『ここは私の大発見したあの方法でいこう。セッ……』

　ウォルターは深月の手を離した。途端に交信が途絶える。

　目をぱちくりした深月は、彼を見上げた。

「セッ？」

「なんでもない」

　視線を逸らした。

　性行為セックスによる魔力増幅方法。

　あちらの世界にも魔力の少ない者はいる。そして彼らでも力を使えないか、ネグリは一時期その研究に没頭していた。

　性交渉の間に魔力の交換を行う。

　相性が良ければ受け渡しだけで魔力が増幅されるし、しかも通常以上に気持ちがいいとうっとりした表情で彼女は言っていた。

　ただそれで体内魔力量が増えるとしても一時的なもので、二ヶ月保たずに消えてしまうらしい。ネグリは色んな者と試してそこまで確認し、論文にまとめた後すっぱりとやめた。

　ある意味研究にかける情熱を敬うべきだろうか。ちなみにウォルターもしつこいほど実験相手に誘われたが、断固として拒否した。

　じっと見上げてくる深月を床に下ろして、ウォルターはわざとらしく伸びをした。

「もう夜も遅いしこれくらいにしておこう」

「……そう、ですね」

　素直に聞いてくれそうでほっとする。ゆっくりと立ち上がった彼女は──猫のように素早くウォルターの手を両手で握った。

『なんだよ、一番気持ちいいし効率いいのにな～セックス……』

「……」

「……」

　交信していると気づいていないのか、ネグリがぶつくさ言う声が聞こえた。深月は無言のままそっと耳飾りを机に置く。にっこり笑った。

「利害が一致しましたね」

「してない！」

「だってほら、ウォルターさんは魔力を回復するのに必要で、私は練習のために必要なので何も問題ないじゃないですか」

「いや、だから……」

　ウォルターは呻いた。

　いっそこれは夢ではないと言ったほうがいいだろうか。さすがに得体の知れない異世界人と実際肌を合わせると思えば彼女もためらうだろう。

　そんな葛藤をする彼を前に、深月は小さく呟いた。

「ああそっか……エルフリーデさんのことを気にして……」

　その様子がどこか寂しげで、ウォルターは思わず彼女の顔をのぞきこむ。

「ミツキ、俺は」

「ウォルター」

　かけられた声にぎくりとした。華奢な指がウォルターの手を取って、彼女の綺麗な黒髪ごと頬をすり寄せる。

　目を閉じた彼女の長い睫の影が白い頬にかかっているのを、ウォルターはまじまじと見つめた。

「ひ、め」

　ウォルターは唾を飲み込んだ。交信の間にも溜まっていた媚薬の熱で思考が鈍る。

　ぐりぐりと彼の手のひらに頬ずりした彼女は、それを自分の胸に置いた。薄い寝間着の上から、やわらかな膨らみに触れる。

「……だめ、ですか？」

　小さな唇が先をねだる。それを見た瞬間、理性が飛んだ。





　　　＊　＊　＊






　深月の胸に置かれたウォルターの大きな手。それに力が込められて、柔肉を揉んだ。

「っ」

　痛みはない。ゆるゆると両手で包むようにしているだけだ。この人はこういう風に姫に触れるのだろうか──壊れ物みたいに。

　目をつむったまま精一杯誘ってみた深月は目を開けかけて、やめた。

　ウォルターは深月を姫だと思って抱けばいいのだ。そんな高貴な人物に似ているとは思わないが、ここは夢の中。それくらいの妄想は許してもらいたい。

　ウォルターと向かい合っていた深月の首裏に手がかかって、顔が近づく気配がした。

「ん、……ん」

　人生二度目のキスもやはり強引で、性急に舌が入ってくる。それでも腕の中で深月は必死にその口付けに応えようとした。

　そもそも男性との初体験を克服したいが為の夢だ。逃げるわけにはいかない。

　ウォルターの首にそろりと腕を回すと抱きしめる力が強くなる。寝間着越しに彼の体温を感じた。

「ふぅ、……んん」

　目をつむったままだからなのか、やけに敏感になっている気がする。口内を這った熱い舌に上顎を舐められると、くすぐったくて身体が跳ねた。

　唾液を絡ませる音がやけに耳に入り、そのまま舌ごと食べられそうな口付けに息の仕方がわからず喘いでいた深月は、ウォルターの手がパジャマのボタンにかかるのを感じた。生地が気持ち良いパジャマで中には何も着ていない。

　ひとつひとつ勿体ぶるように外されるのを、キスしながら待った。

「あ……」

　やがてボタンを全て外されて、素肌がウォルターの目に晒される。

「ひゃっ」

　キスをやめて、深月の胸元に顔を埋めたウォルターが胸の先端を口にふくんだ。舌先で押し潰すようにして吸い付いたかと思うと、今度は乳にゅう暈うん近くの表面をゆっくりと舐められる。

「ん……っぁ」

　感じたことのない直接的な刺激に足ががくがくと震えた。

　身体を支えきれず目の前の頭にすがりつく。自分から彼の顔に胸を押しつけるような形になって、愛撫はさらに強くなった。

　口の中に先端をふくまれ、舌で舐められてぎゅうっと抱きしめる腕に力を込めた。

「っ、は……」

　赤子のようにウォルターは深月の胸にむしゃぶりついている。

（私も……）

　恥ずかしさをまぎらわすように少しだけ目を開けて、そこにある犬耳の端をぱくりと唇ではさんだ。

　途端にウォルターの大きな身体がびくんと震えた。

　その反応に満足して、そのまま耳を食んでいると不意に彼は深月の胸から顔を離した。

「え」

　抱き上げられてベッドに寝かされる。ちゅ、と唇がへその辺りに触れた。

「あの……っ」

　触れるか触れないかの、もどかしい感触。肌をくすぐる息にもぞくぞくした感覚が背中を走って深月は背を反らせたが、彼女の腰を掴んだ手は離れようとしなかった。

　勿体ぶるようにへそから下腹部に唇が移動して──。

「まさか……ひゃ!?」

　彼女の短いズボンを下着ごと躊躇なく外したウォルターが、下腹部に顔を埋める。思わず目を開けると、彼の頭が足の間にあった。耳はピンと立って、彼の後ろでしっぽが揺れている。

「っあ、あ……っ、ん、ぅ」

　身体の中心を這う、先ほどまでの比ではない刺激に鼻にかかった声が出た。

　閉じた割れ目を丁寧に舌でなぞられる。恥ずかしいところを全部見られている羞恥になんとか歯を食いしばって耐えた。

「ひぁ、あん……っ」

　そのうちに奥からとろりと液がこぼれてくるのがわかった。

　表面をなぞるだけだった舌がやがて少しずつ奥へと進んできて、唾液か、深月の愛液かはしたない水音が響いた。

　美味しそうに丁寧に舐めながら、それ以上のことはしない。びくびくと身体を震わせながら、深月は首を振ってもう力の入らない足を蹴った。

「ウォ、ルタ……、ダメですそれ……っ」

　そこまでしてもらうつもりはなかった。身をねじって逃れようとすると、その動きを封じるように彼は腕で深月の太ももを押さえた。そのまま少し起き上がると、舌が一番敏感な蕾に触れる。

「あっ、ああ、……っ」

　とっくに熱の籠もっていた体に痺れが走る。その反応をよしとしたのか、今度はそこばかりペチャペチャと執拗に舐められて深月は目を見開いた。

「や、いや……ぁ、一回、離し……」

　舌で蕾の形をなぞるように嬲られて腰が跳ねる。知らず背中が反った。

「やっ、ん……っはぁ、ああ……っ」

　重い感覚が腰にたまってくる。呼吸が浅くなった。

　目の前がチカチカ光って、涙がこぼれる。腕で隠した顔を背けてシーツを握った。

「あ、あっん、んん────……」

　ウォルターに舐められたまま腰が勝手に揺れた。

　がくがくと身体が震える間も、ウォルターはまだ顔を離してくれない。

「や、まだ……や、あ……、いっ……」

　弱い場所を何度も吸われて、耐えきれないほどの強い刺激に身体がけいれんする。涙声で叫べばようやくウォルターは顔を離してくれた。

　口元を手で拭った彼が起き上がったところで目が合いそうになって深月はぱっと顔を手で隠した。

　まだ余韻が残っていて、震える足をすり合わせる。

　手の下で深月は目をまばたかせた。

（こ、こんなに気持ちいいの……？）

　なるほど、セックスしたがっていた三田坂の気持ちが少しわかったかもしれない。

　ぎし、とベッドが軋んで大きく影が落ちた。深月の上にウォルターが乗ったのだ。

　半身になっている深月の黒髪を撫でて、額に口付ける。慈しむような手はとても温かいけれど、勘違いしてはいけないと言い聞かせた。

　あくまで自分はエルフリーデとして振る舞わなければならない。

（それで、あれを入れる……ん、だよね）

　ちらりを薄目を開けて様子をうかがうと、ウォルターは腰に巻いた毛布を外して自分の腹につくほどそそり立った熱を取り出した。ぱんぱんにはち切れんばかりになって、彼の顔以上に凶悪だ。

（ひええええ）

　初めてまともに見る雄茎に深月は半ばパニックになった。思わず自分の腹部に視線を向ける。

（入る？　え？　入るの!?）

　どう考えてもそんなものが入る穴はない。

　ウォルターの顔が近づいてきて、慌てて深月は目をつむった。そして彼女の首筋に顔を埋めると、彼は自分の昂ぶりに手を置いた。

　腹部に触れた屹立の思わぬ熱さに、びくっと深月は反応した。

「くっ……」

　荒い息を吐きながら、首筋に吸い付きつつウォルターがじぶんの熱をしごく。

「すまん、今回……だけ、はっ、ぁ、あ」

　耳元で艶っぽい声がする。ウォルターの身体に押さえつけられながらお腹に時折屹立が擦られると、なんだかもう十分えっちしているような気がする。

（あ、え、えっと）

　仰向けのまま完全にキャパオーバーで固まっていると────。

「っ」

　顔や腹部に突然熱い飛沫がかかった。

「あ……」

　そろりと薄目で見ると、手に白濁した粘着性のあるものをつけたウォルターが、息を吐いて深月の上に倒れ込んだ。

　加減はしているのか、重くはない。ただしっとりと汗ばんで触れあう身体が心地良い。

「……入れなくて、いいんですか」

「こんなものいきなり入れたら、ミツキが壊れるだろう」

　名前を呼ばれてはっと目を開ける。

　そこで、自分の頬や身体に白濁した液体──精液がかかっているのに気づいた。

「すごいな。今のだけで魔力が七割回復してる」

　ウォルターが呟いた。

　彼がミツキの頬に手の甲を寄せると、わずかに温かい気配がして身体についたものがなくなった。

　きょろきょろと自分の身体を見下ろす。お風呂に入った後のように、汗とともに全身べたべたしていたのが完全に消えていた。

「浄化の魔法だ」

　ちゃっちゃと自分も綺麗にして、ウォルターは腰に毛布を巻き直した。

「あんまり魔法は、使わない方が」

「これくらいは平気だ。それよりどこか痛かったり、気になるところはないか」

「いえ……大丈夫、です」

　パジャマのボタンを留められながら、緩慢に首を振る。

　本当は身体の奥が疼いていたけれど、急に襲ってきた眠気に抗えない。

　経験がないから比較のしようがないが、ネグリの言う通りとても気持ち良かった……気がする。

「回復したかったら、いつでも、言ってくださいね」

「……ああ」

　ウォルターが深月の頭を撫でた。

（この手、どこかで……）

　そのまま彼女は意識を手放した。





　　　＊　＊　＊






（やってしまった──）

　ウォルターは顔を手で覆った。

　ベッドに寝かせた深月は静かに寝息をたてていて、目覚める様子はない。わずかながら魔力交換をしたので、身体がついていかなかったのだろうか。

　そっと彼女の前髪をかきあげると、白濁が薄い腹や頬にかかった姿がよみがえった。

　今度は自己嫌悪が果てしなく襲ってくる。

　腰の毛布の中の雄茎はすでに硬さを取り戻していて、犯せばもっと気持ちがいいぞと本能がささやいた。

「く……落ち着け、しっかりしろ」

　舌打ちをして、もうひとつ、確認しなければならないことに取りかかる。

　ウォルターは鉱石を持って、寝ている深月の手を握った。

『お』

　先ほどと同じくネグリの声がする。

　思った通り、触れてさえいれば通信できるようだ。

『陛下に報告してきたよ。すっっっごく喜んでた』

「そうか。少し聞きたい事があるんだが」

　寝ている深月を起こさないように声をひそめる。

「そちらに戻る方法を調べると言っていたな」

『うん』

「戻ったとして……またこの世界に来ることは可能か」

『無理だね』

　即答だった。

『そもそもそちらの世界に行ったのが全くの偶然だ。同じ印を踏んだとしても、行き先はこちらで決められない。そして、研究書では同じ世界に二度行けた者は存在しない』

「……そうか」

　半ば覚悟していた。

　世界の行き来はそう簡単なことではない。だからこそ、姫が世界の外に飛ばされた可能性を考慮しつつも、国王はウォルターに渡航を許さなかった。

『それにしてもミツキちゃんの懐は深いね～。私ならウォルターみたいな大男が突然犬になったら正気を疑うけど』

「お……」

　お前が言うな、と言いかけたが事実なので聞き流す。

　深月がウォルターの存在を夢と思ってくれてよかったと思う。

　犬の姿でも人の姿でも変わらず向けられる好意はくすぐったく、そして嬉しい。

　同時にああして接してくるのも夢だと思っているからで──だからとっさに魔力で白濁だけではなく首や胸元の痣なども消したのは、現実だと気づかれないためだ。

　今さらながら、証拠隠滅の罪悪感が襲ってきた。

『犬を装って変なこととか……あ、それはそれで新しい扉が開きそう』

「するか！　帰ったら一発殴るから覚悟しとけ！」

　次回の交信時間を確認して耳飾りを離したウォルターは目を閉じた深月の髪を撫でた。

　今まで誰に誘われても揺るがなかった信念がぐらついている。それはネグリの媚薬のせいか、世話になっている弱みか。

　それとも彼女の髪と雰囲気が、忠誠を捧げた姫に似ているからか。





　　　＊　＊　＊






　ウォルターがエルフリーデ姫と出会ったのは彼が十才、彼女が五才の時だった。

「……これ、どうぞ」

　街の裏路地でうずくまっていたウォルターにエルフリーデはそっとたくさんのお菓子の入った袋を差し出してきた。

　見るからに裕福と分かる服の子どもを見て、彼はそれを振り払った。汚い路地をお菓子が転がっていき、通りがかりの人がそれを拾って走り去る。

　被ったぼろいマントの下からじろりと睨めば、子どもは怯えた顔を見せた。

「金持ちの道楽に付き合うつもりはない、消えろ」

　戦争孤児のウォルターは、この路地に流れ着いてきたところだった。

　彼の出身は北のほうにある国だ。

　国と言っても広大な草原と針葉樹林で覆われたそこにあるのは都市ではなく村という単位で、主な産業は狩猟。魔力の多い魔獣の角や牙、毛皮を売って生活の糧を得ていた。

　その資源を狙う隣国に侵略され、国境にも近い村はなすすべもなく戦火に飲まれて──彼は一人、ここまで逃れてきたのだ。

　魔力が強ければ働き口があると噂で聞いたのだが、やはり身元もはっきりしない子どもではできることは少ない。空腹で今にも倒れそうだったが、食物は恵んでもらうのではなく自分で取るもの、という故郷の矜恃だけは忘れていなかった。

　そのまま去るかと思った子どもは、けれどおずおずとウォルターの横に座った。

「チッ」

　意図が分からず面倒になって、彼の方からこの場を立ち去ろうと身体を起こす。

　その時、彼女がウォルターのマントを掴んだ。

「おい」

「あの、あのね、……聞きたいことがあるの」

　乱暴に声をかけると、彼女はまっすぐに見返してきた。

　その目は、故郷の草原のようなきれいな緑色。

「あなたを見た時に、こうやってこの場所で話しているところが見えて……ほんとよ。わたし、未来がわかるの」

「は？」

　後から聞いた、それは彼女の『予知』の能力。

　異国の占い師だった母から受け継いだ能力らしい。

「だから、教えてくれるんじゃないかと思って……」

「何を？」

　面倒臭いのを隠さず問えば、子どもは口を開いた。

「──お兄さんは今、かなしい？」

　聞かれて初めて、自分の感情に目を向けた。

　兵士による襲撃はあっという間の出来事で、その時は恐怖を、その後は恨みと憎しみ以外考える余裕はなかった。けれど、じっとこちらを見る子どもの目を見ていると不思議と腑に落ちた。

　ああ、自分は悲しかったのか。

　親も友だちも思い出も村もみんな焼けてしまった。

「……多分」

「なんでかなしい人と、かなしくない人がいるの？」

「？」

　そこで彼女はわずかに目を伏せた。

　その両耳についている綺麗な薄紅色の耳飾りが小さく揺れる。

「不思議なの。お母様が死んでロトカも乳母もかなしんでくれるけど、……お城では誰もかなしんでくれない。お兄様は、少し違うけど……」

　城、という単語に王族と容易に知れて、呆れた。やはり金持ちの道楽だったらしい。

「とっとと帰れ」

　大通りに向けて背中を押す。ウォルターでなければ誘拐されても文句は言えない。

「でも」

「……大切な人がいなくなったか、そうでないか」

「え？」

「悲しい人と悲しくない人の違い。それだけじゃないこともあるだろうけど」

　呟けば、彼女も幼いながらに何か感じ取ったようだ。

「そっか。……みんなにとっては、お母様は大切じゃなかったのかな」

「お前がそれだけ悲しんでくれたら十分だろ」

「……」

「俺にはもうそんな相手もいない」

　ぽろりと出たのは思わぬ本音だ。

　この薄暗い路地で、ウォルターはきっと誰に知られることもないまま死んでいく。そう思ったところで、エルフリーデは彼の手を握った。

　小さいけれど、とても強い力で。

「じゃあ、あなたのことも、あなたのかなしいことも私が一緒にかなしむわ」

「…………」

「うちに」

「エルフィ！」

　慌てたように追いついてきたのは、褐色の肌のメイドだった。ウォルターとそう年も変わらない彼女は、主人と得体の知れない少年を見て息をのんだ。

「──エルフィ、また動物を拾うつもりですか！」

「おい」

　あんまりな言いようにさすがにツッコむが、メイドは聞いていなかった。

「もう、勝手に飛びだして……さっき買ったおやつはどこですか？　さぁ帰りますよ」

「待ってロトカ、この人」

　おろおろと手を引かれたエルフリーデが、ロトカとウォルターを見る。

「こんなばっちいモノ、近づいちゃ駄目です！」

「でもケガもしてるみたいで」

「舐めときゃ治ります！」

「でも、見えたの。ロトカとお兄様とみんなと一緒に、この人も笑ってるところ」

　そう言って彼女はウォルターの手を握った。

「うちに、おいで」




　その日、エルフリーデはロトカと馬車で街に出ていたらしい。母を亡くして以来ずっとふさぎ込んでいた彼女を慰めるために、色々お店を見て回っていた。

　そして路地でウォルターの姿を見つけて、思わず駆け寄ったそうだ。

　果たしてどういう運命のいたずらか、ウォルターはそのまま城に連れて行かれた。

　綺麗に洗われ、見たこともない上等な服を着て、やたら豪華な部屋に通される。綿や麻に慣れ親しんだ肌に絹が擦れる感覚は全く落ち着かない。

　目の前の椅子には、ウォルターをここまで連れてきたエルフリーデと、新聞などで見たことのある青年──王太子エリック・フォン・ジークムントがいた。

　シャンデリアよりもまばゆく光るシルバーブロンドの髪の、十九才の王太子はおっとりした様子でウォルターを見た。エルフリーデから話を一通り聞いた彼は、彼女の頭を撫でてウォルターに向き直った。

「エルフリーデがそう言うなら私の権限で城に置いても構わないよ。この子の予知を信頼しているし、元気が出るなら何よりだし……君面白そうだし」

「面白そう？」

「魔力が多そうって意味」

「……それは、まぁ」

　土地柄か遺伝か、総じてウォルターの村の者は魔力量が大きかった。

　だからこそ、隣国からの侵略時に真っ先に攻撃されたのだろうが。

「でも、もう人は拾ってきてはいけないからね」

「……はい」

　兄にたしなめられて、さすがにエルフリーデもしゅんとした。

「じゃあウォルター、君にはエルフリーデの護衛になってもらおうか」

「何を言って」

　ウォルターはぶんぶんと首を振った。

「待って下さい。……護衛、というのは」

「そのままの意味だけど」

「俺みたいな会ったばかりの得体の知れない奴を？」

「エルフリーデがこれだけ懐いているなら、心配いらない」

　ねー、と兄妹は笑いあった。

「だからって」

「私がそばにいられないあいだ、彼女を守って欲しい。王宮はよからぬ者が多いから……もちろん給金の他に報酬は準備しておくよ」

「報酬？」

「君の村を襲った部隊の情報でいいかな？　少し、時間はもらうけれど」

「……それは……感謝しますが」

「いい手駒が増えて嬉しい」

　無邪気にニコニコ言われてウォルターは顔をしかめた。

　そういうことは普通思っていても言わないか、本人には黙っておくものだ。だが持ち前ののんびりした気性か言い方なのか、目の前の青年の言葉には妙に納得してしまうところがある。

　ちらりと視線を向けると、わかっているのかいないのか、彼女は無邪気にウォルターに微笑みかけた。

　そうして護衛という形でウォルターはエルフリーデ付きになった。




（いや、話がうますぎる）

　王宮の隅にある花畑でエルフリーデと一緒に花冠を編みながらウォルターは未だに納得しかねていた。

　ここに来て知った情報によると王家の者は生まれた時に検査で魔力量をはかるらしい。

　王家の者は総じて魔力量が大きく、それを特性として国に貢献する。エルフリーデはほとんど魔力を持たなかったが、占い師だった母の影響か未来を予知する力を持っていて父王のお気に入りだったという。

　彼女の能力のことはごく一部の者にしか知られておらず、父王は様々な場に彼女を連れて行き──密かに他国の使者や重臣の予知をさせていた。

　だが宮廷の暗部は子どもには過酷すぎた。

　恐ろしいばかりの未来を見続けた彼女は徐々に衰弱し、それでも父王のためにと力を使っていたが、母親に説得されて能力を使うことを拒否するようになった。

　脅されても拒絶し続ける彼女と母親に王は興味をなくし、二人を宮廷の隅に追いやったのが一年ほど前。

　他の妃や兄弟姉妹たちは寵愛されていた母子を疎み、冷遇する中、王太子だけは変わらず彼女たちに接したという。彼も予知の力も知っていたが、自分のために使わせることはしなかった。

　その美貌と占いの力で王の寵愛を得ていた母親は心労も重なったためか病気で亡くなったそうだ。

　そんな過去があってもエルフリーデは心優しい少女だった。

　わずかな使用人とも家族のような関係を築いて、ウォルターにも公平に接してくれた。口うるさい乳母にロトカ、女性陣への愚痴を相談できるおじいちゃん従者。帰る故郷のない彼にとってはいつしかここがかけがえのない場所になった。

　転機が訪れたのは二年後。ある日突然、姫が城から姿を消したのだ。

　魔力の痕跡から現場と犯人はすぐに割れたが、実行犯は名も知らない雇い主に頼まれたとだけ白状した。どんな方法でもいい、あの子どもを消せと。

　幼い子を殺すのはさすがにしのびなかったらしく、依頼を受けた実行犯は彼女を国外に放りだしたという。

　すぐに他の国々に調査を頼んだが、姫の行方は知れないまま月日が流れた。

　そのかなり早い段階でウォルターは王太子エリックとともにわずかな目撃情報をかき集めて雇い主も特定した。それは、密かに他国に国の重要情報を流していた大臣だ。

　エルフリーデの能力を知るごく少ない人物だった彼は、ウォルターがわずかにそばを離れた隙に彼女を連れ去った。己のために力を使わせるつもりだったが、強情な子どもに業を煮やし、その発覚を恐れたために今回の事態が起こったという。どう慰められようと、ウォルターの過失だった。

　ウォルターはその後エリックに乞われて、騎士見習いになる。

　元々身体が丈夫なのと、魔力量も人より上だったので正式な訓練さえ受ければあっさり頭角を現し、幾たびかの戦争で戦功を上げてこの年で騎士団長にまで上り詰めたのだ。

　だが、忠誠は国ではなく守れなかった姫に捧げている。

　その話を父王の崩御で即位したエリックに言えば、彼はそれでいいんじゃないかと笑った。

（もう二十年か……）

　事あるごとにエリックには所帯を持てと言われ、あげくネグリに媚薬を浴びせられる始末。そろそろ、諦めるべきなのだろうか。

　ウォルターは窓辺に置かれている優しそうな深月の家族の写真を見た。

　願わくば、姫もこんな人たちの家にいてほしい。








　四章　夢か現実か









　その日、深月は仕事帰りに買ってきた袋を犬のウォルターの前に差し出した。

「じゃーん。おみやげです！」

　部屋の中でおすわりしているウォルターが首を傾げる。ふさりふさりとゆっくりしっぽが揺れるのを見つつ、深月は袋の中から犬用の服と──男性の服を取り出した。

　犬用は深い青色に白い縁取りのついたマントだ。さすがにウォルターに着せるサイズの服はなくて、それを背中からかぶせて首元で紐を結ぶ。

「か、かわいい騎士団長だ……！」

　自分のセンスに惚れ惚れする。

　対してウォルターは何とも言えない顔で、かけられたマントを見ていた。

「あとこれはまぁ……」

　男性サイズで一番大きい服を広げる。

　犬耳としっぽをつけた人型のウォルターの夢は、数日に一度の割合で見ていた。

　ネグリもすっかり夢の人物として慣れたが、相変わらずウォルターは腰に毛布を巻いた姿である。

　これはきっと彼の裸が見たいという深月の煩悩の現れだろう。ということで夢の中の彼が着ている姿を想像できるように、服を買ってきた。

「タグを……あれ」

　引き出しを探したがお気に入りのはさみの姿がない。

　どこかに置いたまま忘れたのだろうか、ひとまずキッチンばさみでタグを切った。

　その夜。予感はあったが気配に目を開けると、いつもの夢の中でウォルターが、深月が買ってきた服を着て屈伸をしていた。

　大きすぎないかと心配したが、ちょうどよさそうで改めてその筋肉量に驚く。深月が着たらシャツだけでワンピースになりそうだったのに。

　服の伸縮性を確かめるように軽く身体を動かしていたウォルターが深月に気づいた。

「すまんな、気を遣わせて」

「いえいえ、そんな大した物ではないので大丈夫ですよ。……むしろいつも裸で登場させてしまって申し訳ないというか」

　視線を逸らす。

　彼は毛布姿から進化して、ひと心地ついたように見えた。

　ネグリとの通信は、断固として膝の上を主張し続けたおかげで今では腕の中でも緊張しないようになっていた。

　いい傾向だとうなずきながら、ふと寂しくなる。

（ウォルターが元の家族のところに戻ったら、こんな夢も見られなくなるのかな）

　そう思うと胸が苦しくなった。

　この不思議な夢の間、犬のウォルターの姿はない。

　チラシをつくって動物病院に貼ってもらったり、住宅地のポストにも入れたがどこからも連絡はなかった。

　家族のところに返してあげたいと思う一方、飼い主がこのまま名乗り出なければいいのにと願ってしまう自分がいる。

　副団長と話をしているウォルターを見上げると、視線を感じたのか彼がこちらを向いた。

　目が合ってふと深月に笑いかけた彼に頭を撫でられる。

　それだけで胸がいっぱいになった。

（……もうしないのかな）

　きゅ、と深月はパジャマの裾を引っ張った。

　初めてネグリと交信した日以来、ウォルターは明確な線引きをしていた。必要以上に触れないし、頑張って誘おうと距離を詰めるとするりと逃げてしまう。

（やっぱり私は、駄目なんだ）

　犬に恋をするなんて、どうかしていると思うけれど。

　気づかれないように息を吐いてもう一度見上げる。そこで深月はぽかんと口を開けた。

「ウォルターさん、耳は？　可愛い犬耳としっぽは？」

　いつの間にかウォルターの犬成分がなくなっていた。

「ん？　今ネグリに消し方を聞いて……」

　ウォルターが答える。どうやら考え事をしている間にそんなことになっていたらしい。

「酷い！」

「え」

「耳としっぽがないウォルターさんなんてウォルターさんじゃない！」

「そこまで!?」

「元の姿に戻ってください、さぁ！」

　両手で胸元を掴んで揺すると、ウォルターは半眼で深月を見た。

「落ち着け。そもそも生えてないんだ。それにズボンを履くとしっぽがどうにも収まりがつかない」

「しまった！　しっぽ用の穴を開けるべきでした……！」

『ミツキちゃん、びっくりさせたら飛び出るよ』

「おい！」

　ネグリの助言に考える。虚空を指さして叫んだ。

「あ！」

　そしてちらりとウォルターをうかがったが変化はない。

「ネグリさん無理です」

『あああ、よくわからないけど可愛いことになってるのはわかるぅ。私も混ざりたいぃ』

　魔術師がはぁはぁと呼吸を荒げる声がした。

「大丈夫ですか？」

「放っておけ、いつもの発作だ」

　はぁ、と息を吐いてウォルターが頭を掻いた。

　するともう見慣れた耳がひょこりと生えて、床にしっぽが伸びる。

「……これでいいな」

「ありがとうございます！」

　深月は嬉しくなってその頭を抱きしめた。

『よくわからないけどよかったねミツキちゃん』

「よくない」

　やりとりに笑ってしまう。

　家族がいなくなってから、こんなにたくさん笑ったのは初めてかもしれないと思った。




「……あれ？」

　翌朝、置いておいた袋から服を出して深月は首を傾げた。

　綺麗に畳まれているそれが少しシワになっていた。まるで誰かが着たような……。

　犬のウォルターは床に敷いたお気に入りの毛布の上でまだ寝ている。

「まさかね」

　小さく呟いて、彼女はそれを戸棚にしまった。





　　　＊　＊　＊






　ロッカールームで仕事用の制服から私服に着替える。

　今日も残業なく帰れることにうきうきしながらハンガーをしまうと、同じく隣で着替えている桃城が深月をじろじろ見た。

「最近なんか綺麗になった～？」

「そう……ですか？　ウォルターに付き合って運動してるからかな」

　お世辞でも誉められれば嬉しい。

　最近、犬のウォルターは一時間でも二時間でもひたすらアパートの敷地内を駆けて己を鍛えている。それを見ると深月もうずうずして走り出したくなるのだ。

　そう言うと桃城は息を吐きながら宙を仰いだ。

「私もわんちゃん飼おうかな～。でもお別れが寂しくてなかなか決心がつかないのよねぇ」

　ロッカーを閉めた深月は彼女の言葉に視線を下げた。

「……うん」

　荷物を持って玄関ホールに向かう。

「いいじゃねぇか、運命の子を探してンだよ」

　その時、元彼の三田坂の声が聞こえて深月は動きを止めた。隣の桃城もきょとんとしながら立ち止まる。

　そっと廊下の様子をうかがうと、三田坂と同じ営業部数人が自動販売機近くの休憩所で話をしていた。

「まぁた女変えてさぁ、セフレ何人もいるくせによお」

「そういや事務の姫浦はどうした？」

　不意に出た自分の名前にぎくりとする。

「ああ、だめだめ。面白みもねぇ真面目処女ちゃん。時間の無駄だったわ」

「ひっでぇ！」

　ああ、そんな風に思われていたのか。

　あの夜の玄関先での顛末を思い出して、腹立たしいというよりもどこか寂しい気持ちになる。

「でもさ、最近綺麗になったって噂だぜ」

「誰かとヤッたんじゃねー？　処女捨てたほうがいいってアドバイスしてあげたし！」

「うわ何様だよ」

　深月の顔が赤くなると同時に笑い声が弾ける。その瞬間、桃城が肩をいからせた。

「あいつら」

　いつもの、のんびりした雰囲気を一変させた彼女の腕をとっさに引いた。

「いいんです！」

　今にも突進しそうな同僚を引っ張り、その場から離れた。

　玄関に行くには他にもルートがある。声が聞こえなくなるくらいまで離れたところで手を離すと、バツの悪そうな顔をした桃城が長い黒髪をかきあげた。

「ごめんね～……元ヤンだから沸点低くてさ～、頭に血が上らないように気をつけてるんだけど、つい」

「そうなんですか」

「怖くない？」

　首を振る。

「にしても人のプライベートをべらべらと～。姫浦さん、なんか言われたらこっちに回して。落とし前つけるから」

　まだ怒ってくれている桃城に微笑む。

「すみません、付き合っていたこととか、黙っていて」

「いいよ。言いたいことも言いたくないこともあるだろうからさ～」

　背中をバンバンと叩かれた。

　彼女に限らず、深月は学校でも会社でも最低限の付き合いしかしていなかった。

　同じ派遣仲間で、席が隣で、それだけと思っていたけれど……もしかしてもっと色々話していたら違っていたのだろうか。ウォルターやネグリのように。

　そんなことを考えながら桃城と別れて電車に乗る。

　改札を出ると、駅前の交番で警官と対峙しているウォルターがいた。

「……というわけなんだ。で、この不審車、次はどこに出ると思う？」

「クゥ」

　警官が差し出す地図にウォルターが何度か鼻先を押しつける。ふむふむと言いながら彼はそこに赤丸をつけた。

「お疲れ様です」

「ああ姫浦さん、お帰りなさい」

　もうすっかり顔見知りになった警官が、制帽を持ち上げながら立ち上がった。

　掲示板の柱にリードを結んでいるウォルターも深月を見てゆらりとしっぽを振る。しゃがんでその頭を撫でた。

「またウォルター予想ですか？」

「いやぁ前の不審火事件も的中でお手柄だったからさぁ」

　警官が地図を畳む。

　ウォルターは最近、深月の帰宅時間に合わせて駅前に迎えにきてくれていた。

　同伴者は大家さんである。彼女はそのまま買い物に、ウォルターは派出所で静かに──警官とたわむれながら深月の帰りを待っている。

「あー、ウォルターだ」

　毎日こうして交番前にいるので、顔見知りも増えてきた。

　子どもが数人駆けてきてウォルターに抱きつく。吠えたり嫌がったりせず、彼はじっと武士のように座って子どもたちの気が済むまで撫でられている。

　初めの頃はほとんどの者がウォルターの大きさや威圧感にぎょっとしていたが、無抵抗に好き勝手される彼と子どもたちを微笑ましく見ていた。

「ウォルターには助けられているよ。色んな人が声をかけてくれるから、こちらもありがたいし。ごめんなぁ、最初に疑って」

　警官もウォルターを撫でた。

　これだけの人目に触れても飼い主について何の情報もない。

　今日もそのことにほっとして、今度桃城を家に誘ってみようかとそんなことを考えながら交番を出た。

　早すぎず遅すぎず、ウォルターは隣を歩いてくれる。人が来たらすっと深月をかばうようにしてさりげなく横に寄る。さすがは騎士団長犬だ。

「あの、ウォルターさん」

「？」

　歩きながら話しかけると彼はこちらを見上げてきた。

「もし……なんですけど」

「ワゥ」

「……このまま飼い主が見つからなかったら、よかったら、うちの子に……」

　ちょうどアパートまで戻ってきたところで、深月は口を閉じた。

　敷地内で、庭や建物の様子を携帯で撮っている人影があったからだ。

「ああ、やっと帰って来たか」

　深月を見て彼はストラップのついた携帯をポケットにしまった。玄関先のライトに、太った体躯の見慣れた男性の姿が照らされる。

「……叔父さ……姫浦さん」

　父が亡くなってからしばらくお世話になった叔父だ。ウォルターと一緒に駆け寄る。

「お久しぶりです。……何か撮っていたんですか」

「いい物件だと思って参考にしようと思ったんだ。写真くらい、いいだろう」

　不動産屋を営む彼はそう言って、わきの下に挟んでいた新聞紙にくるんだ花束を持った。

「っ」

　次の瞬間、彼は深月に向かってそれを投げつけた。

　痛くはないけれどぶつかった衝撃で息をのんだ彼女の足元に、菊やカーネーションが散らばる。

「墓のところにあったけど、やめてくれないかな」

「す、すみません……！」

「とにかく、もう縁も切れてるんだから近寄るなよ。ったく、兄貴も余計なことを……まわりの目もあるし、こっちはいい迷惑だ」

「グルゥゥゥ」

　不穏な空気を察したのか、ウォルターが低くうなって姿勢を低くした。

　琥珀色の目は今までに見たことがないほど険しい。

「ひっ」

　その様子にたじろいだ叔父が段差につまずいて転ぶ。

「ウォルターさん」

　名前を呼んで首元に抱きついた。落ち着いて、と気持ちを込めて背中を撫でると、逆立っていた毛が少しおさまり低いうなり声も止んだ。

　起き上がった叔父は、取りつくろうように服を整えた。

「兄さんの保険金でそんな大きな犬を飼ってるのか、いいご身分だな」

「迷い犬です。預かっているだけで……」

「誰かに噛みつかないようにしとけよ、何かあってもうちは知らないからな！」

「深月ちゃん!?」

　大家さんが騒ぎに気づいて、つっかけで飛びだしてきた。玄関先でチコもきゃんきゃんと鳴いている。

　チッと舌打ちをして叔父は踵を返した。

「大丈夫？」

「……はい」

　アパートの敷地を出て行く彼にぺこりと頭を下げて、深月は足元に散らばった花を拾った。大家さんも一緒に集めてくれる。

「すみませんお騒がせしてしまって」

「いいのよ。でも本当に無礼な男だね。姫浦さんの弟とは思えないわ」

「……血が繋がってないのは私のほうなんですけどね」

　茶化して言えば大家さんは深月の背中を叩いた。

「そんなのは気にすることないわよ。姫浦さんたちは深月ちゃんを、それはそれは可愛がっていたんだから」

「……」

「私も老い先短いし、……誰か守ってくれる人がいたらいいんだけどねぇ」

　大家さんにお礼を言って家に戻った。

　まだ生けられそうなものを両親の写真の前に置いたところで、心配そうな顔のウォルターが近づいてきた。

「ワウ、……ワンワゥ、ウ」

　何か慰めてくれている気がする。

　深月はその毛皮に顔を埋めた。抱き心地のいいその身体に顔を埋めていると、そっとしっぽが背中に回る。一日中外にいる彼はお日様の匂いがした。

「ウォルターさん、……もし、このまま飼い主さんが見つからなかったら、うちにずっといてくれませんか」

「……」

「迷い犬の届けを取り下げて、飼い主さんが来ても逃げてしまいましたって言って……家族に」

「……ウ」

「なーんて！　冗談ですよ！」

　ぱっと深月はウォルターを離した。

「お腹空いてますよね、ご飯にしましょう」

　ウォルターがじっと深月を見上げる目に笑い返す。

　仕方がない。泣いていたら苦しくなるだけだから、笑う方がいい。







　けれどその頃から少しずつ、ウォルターの具合が悪くなっていった。

　朝も起きられずにぐったりしていることも多く、野菜や肉のご飯もあまり食べてくれない。動物病院に行っても何の問題もなく、ただ栄養剤を出されるだけだ。

　そんな折りに、ばったりと会社の廊下で三田坂と顔を合わせてしまった。

　営業部に書類を届けに行った帰りのこと。ウォルターの体調が気になって完全に油断していた。

「深月、二十歳過ぎたんだろ？　今日飲みに行かない？」

　相変わらず人懐こい笑みで、彼はそう言った。

　仲間と廊下で話していたのを聞いていると思っていないのだろう。季節は桜も散る頃で、彼のマンションの玄関先で追い払われた記憶がふとよみがえる。

　彼の意図が分からずに困惑する。

　あれだけこきおろしていたのに、今さら声をかける必要があるのか。

「最近ちょっと雰囲気変わったよね」

「はぁ、そうですか」

　何を言われてもドキドキしない。

　前までは、そばにいるだけで浮き足だっていたのに。

「で、今日ひまなの？」

「飲みに行くならあの彼女さんとどうぞ」

　話をする気にもなれずに歩き出せば、三田坂もついてきた。

「あいつとはもう別れたよ。あん時のことも謝りたいと思ってたしさ、ね、ちょっとだけ」

「忙しいのでやめておきます」

　それは本当だった。嫌なことは重なるもので、最近は残業が続いてしまいウォルターの様子をしっかり見られていないのも気が急いている理由だ。

　足早に事務室に戻る深月の腕を三田坂が掴む。

「んだよ、付き合い悪い女は嫌われるぞ」

「……」

　さすがにカチンと来たのは、もし人間のウォルターならそんなことを言わないと思ったからだ。彼なら……そもそも誘う姿が想像できないが、人に向かって『嫌われる』なんて言わない。

（夢の中のウォルターさんは私の理想なんだな）

　妙に納得した。

「勝手に嫌ってください」

「なっ……」

　言い返されるとは思っていなかったのだろう。絶句した三田坂を置いて深月はその場をとっとと離れた。







　なんとか三時間の残業で仕事を終えて、急いで帰宅する。

「ウォルターさん」

　部屋のなかで、やはりぐったりとしているウォルターに駆け寄った。

　大家さんにも鍵を預けて様子を見てもらっていたが、用意していたご飯に口をつけた様子はない。目をつむって苦しそうな彼の背をそっと撫で続けた。

（……このまま、死んでしまったらどうしよう）

　ぽろぽろと涙が零れる。苦しんでいるのに何も出来ない自分が悔しかった。

「クゥ」

　小さな声とともにウォルターが目を開けた。

　そっと起きて、深月の頬を伝う涙をいたわるように彼が舐める。そして立ち上がった。

「ん？　どうしたの？」

　ゆっくりとウォルターは玄関に向かい、扉を引っ掻いた。

　散歩だろうか。でもこんな時間に。

「具合も悪いし、遅いし明日にしよう」

　ふるふるとウォルターが首を振る。

　頑なな様子を見ながら玄関の鍵を開けたのは油断だったかもしれない。今まで出掛ける時は必ずリードをつけるまで大人しく待っていたから。

　あっと思う間もなくウォルターは外に飛び出した。

「待っ」

　鍵をかけるのも忘れて深月も外に出る。慌てて周りを見回したが、すでにその姿はどこにもない。

「ウォルターさん！」

　いつもの散歩コースを駆け回ってみても、見つけられなかった。

　そうこうしている間に、ぽつぽつと雨が降り出した。

　何も持たずに飛びだしたので、ずぶ濡れになりながら初めて会った公園まで戻る。藪やベンチの下を覗くがやはりいない。

　公園にある時計はもう十二時過ぎを指している。

（どうしよう……）

　あんなに具合も悪いのに、こんな雨に降られたらもっとひどくなる。寒さに苦しんでいるところを想像して胸が苦しくなった。

　代われるものなら代わりたい。深月は震える手を組んだ。

「ウォルター、さん」

　ガサリ。

　小さく名を呼んだところで、葉擦れの音がした。

　見上げれば、背後には見上げるような常緑の大木がある。どしゃぶりの雨の中、枝の内側は見えないがひとつの希望を持って深月は口を開いた。

「ウォル」

「こんばんは～」

　その時、場違いなほど明るい声がかかった。

　傘を持った男がすぐ後ろにいた。知らない人だ。前に気を取られすぎて、全く接近に気づかなかった。

　公園の入口には大音量で音楽を流している車がいる。

「ずぶ濡れじゃん、どしたの？　家まで送るよ」

　心配する口調だが男性の顔はにやにやと嫌な笑みが浮かんでいた。

　雨の公園には人けがない。とまっている車は白のワンボックスで、後部座席の窓は黒いスモークフィルムが貼られていた。

　──で、この不審車、次はどこに出ると思う？

　以前交番で、警官がウォルターと話していたことを思い出す。

　そういえば捕まったのだろうか。最近あの交番にも寄っていない。

「いえ、大丈夫です」

　慌てて車がいる入口と反対方向に歩き出す。

（せめて駅に）

　明るい駅前まではすぐそこだ。

　交番もあるし彼らもそこまではついてこないだろう。全身で警戒していたが車は動く気配はなく、それにほっとして彼に背を向けるように足を速める。

「そんなにつんけんしないで。折角の可愛い顔が台無しだよ？」

　その時、後ろから急に近づいていたもう一人の男に何かを押しつけられた。バチバチ、と嫌な音と共に背中から痛みが全身に走って、倒れかけた身体を支えられる。

「っ……」

　その間に口に布が当てられて悲鳴はくぐもった音になった。

　いつの間にかワンボックスの後部座席のドアが開いていて、後ろから羽交い締めにされたまま車の中に連れ込まれた。

　ドアが閉まるか閉まらないかのタイミングで、車は猛スピードで走り出した。

「拉致成功～」

「おい、座席が濡れるじゃねぇか！」

　運転席の男が髪から雫をこぼす深月を見て、苦々しげに舌打ちする。

「いいじゃねぇか、最近警察がしつこくてなかなかチャンスがなかったんだし」

　痛みでまだ身体がうまく動かない。突然の事に呆然とする深月の手を後ろに回して、男たちはガムテープでぐるぐる巻きにした。口にもそれを貼られる。

「どこ行く？」

「あの工場跡は？」

　青ざめて震える彼女をよそに、男たちが嬉しそうに声を上げる。

　助手席に座った男がにやにや笑いながら携帯を深月に向けた。暗い車内にライトが光って、動画を取られていると知ってぞっとする。

「笑って～」

「……」

「ほらちゃんと笑えって！」

　目の前にスタンガンが差し出された。耳障りな放電音と青い閃光に怯むと、携帯を向ける男に髪の毛を乱暴に掴まれた。

　無理やり顔を上げさせられたその時──。

「うわ!?」

　運転手が悲鳴を上げた。

「なんだようるせぇな」

「犬が」

　その言葉にはっとして深月も外を見た。

（ウォルターさん！）

　見慣れた、狼のような犬が車に並走していた。

　尋常でない獣のスピードに運転手がさらにスピードをあげ、深月はバランスを崩して背もたれにぶつかる。

　目にもとまらぬ速さで車の横を駆け抜けたウォルターが前に出た。

　車のヘッドライトにその大きな身体が照らされる。

「危ねぇぞ！」

　男の一人が叫んだ。運転手はブレーキを踏む気はないらしく、むしろ速度を上げる。だが、犬とぶつかる寸前で、ぱぁんと何かの壁にぶつかるようにして車がその場で止まった。

　その、目に見えない衝撃でフロントガラスが砕け散った。

「うわああ!!」

　とっさに目をつむると同時に悲鳴が聞こえてきて、見れば車内に飛び込んできた犬が運転手に襲いかかっていた。

　鋭い歯をむき出しにする猛犬に悲鳴を上げる仲間を見捨て、男たちは騒がしくドアを開けて外に逃げ出す。

「くそっ！」

　運転手も必死で犬を振り払うと、車をそのままに雨の中へ逃げていった。

　のそりと後部座席にうつってきた犬が、深月に身体をすり寄せて巻かれたガムテープに鼻をつける。途端にビリッという音がして拘束が解かれた。

「ウォルター、さん」

　口元のテープを外して、ぼろぼろと泣きながら深月は濡れた温かい身体を抱きしめた。

　まだ恐怖で身体が竦んでいて、そのまま毛皮に顔を埋めてしゃくり上げると、そのうち周りが騒がしくなってきた。

　先ほどの音は住宅地に響いているだろうし、乗っている車は前半分がへしゃげている。ざわざわと人の声も聞こえてきた。

「クゥ」

　身体を起こしたウォルターが深月を抱き込む。

　その瞬間、ふわっとエレベーターに乗ったときのような感覚があって、気づけば深月はウォルターを抱いて自分の部屋に戻っていた。

「え？」

　さっきまで確かに車内にいたはずだ。

「……!?」

　そして腕の中のウォルターは人間の姿になっていた。ずぶ濡れのまま青ざめた顔で苦しそうに息をしているのを見て、夢と現実の区別があやふやになる。

　夢。

「ネグリさん！」

　窓辺の耳飾りを持ってきてウォルターの手に握らせ、祈りを込めてその手を重ねた。

『────……ん？』

　聞き慣れた声がしてはっと顔を上げた。

「ネグリさん！」

『はいはいどうしたの』

「ネグリさんどうしよう、ウォルターさんが」

『落ち着いて』

「私を助けるために車を止めて……っ、すごく苦しそうなんです。いえ、前からずっと」

『熱はある？』

「とても」

　額に触れると火傷しそうなほど熱かった。

『魔力切れかな。最近連絡がないと思ってたらそういうこと』

「どうしたらいいですか!?」

『……』

　そこで珍しく、魔術師が黙った。

「ネグリさん？」

『もし、このまま放っておいたら、ウォルターが君のものになるって言ったらどうする？』

　ずっと胸にあった醜い欲求を言い当てられたようでどきりとした。

『魔力が枯れるまでは苦しいけれど、なくなれば身体はその世界に馴染む。何もしなければ、ウォルターは犬の姿だけど君のそばにいる』

「……逆に魔力が戻ったら……そちらに帰ったら、もう会えない」

『あれ？　聞いてたの』

「はい、少しだけ」

　以前、意識が完全に落ちる寸前にそう話しているのを聞いていた。

『魔力切れの後のことは伝えたから、そこまで放っておいたのであれば彼自身に思うことがあったんじゃないかな』

　ネグリが頭を掻いている音が聞こえた。

『私としては親友が姫の他にも守りたいものを見つけたなら、それでいいと思うけど』

「──駄目です」

　一瞬、迷わなかったと言えば嘘になる。けれど深月はそう叫んでいた。

　両手で握りしめている手に力を込めて、弱い心を追い出した。

「姫だけじゃないです、ネグリさんも副団長さんも、王様も待ってるじゃないですか！　私なんかがここに居て欲しいなんて言ったせいで……っ」

『なんか、なんて言っちゃ駄目だよ』

　初めて聞くネグリの厳しい声にハッとした。

『それは私を含めて、君のことを好きな全員を侮辱する言葉だからね』

「ごめん……なさい」

『さて、私はミツキちゃんの意志を尊重するよ？　色んな情報を踏まえて、君はどうしたい？』

　深月は荒い息を吐くウォルターを見下ろした。

「……ウォルターさんを、元の世界に帰したいです」

『性行為で魔力を回復させてあげて。ああ、もちろん任意だ。嫌なら、誰か別の子に頼んでもいい』

「大丈夫です、私がします」

　彼の意志を無視することになるかもしれない。

　でも他の女性とウォルターが、なんてどうしても嫌だった。

「教えていただいてありがとうございます」

『幸運を』

　通信が切れる。もう何の音も聞こえなかった。

　耳飾りをそっと置いて、ウォルターの上に乗る。口元に唇をつけると彼は少しだけ目を開けた。

「……駄目だ」

　荒い息のまま小さく声を上げて、起き上がろうとするのを押さえる。

　ちゅ、ちゅと何度も口付けてささやいた。

「いいんですよ」

　深月は微笑んだ。

「夢ですから」

　ウォルターが息をのむ。その間に深月は濡れたシャツとスカートを脱いだ。

　彼は深月のものではない。理由があって少しの間ここにいただけ。それで十分じゃないか。

「やめろ」

　擦れた声でウォルターは言った。

「……君をここで抱けば俺はこの世界からはじき出される。恐らく道筋ができている元の世界に戻ることに……」

「いいことじゃないですか」

「不誠実だろう！　愛を誓った男性に裏切られて悲しんでいた君を知っているのに。一度抱いて──それでおしまいだなんて」

　苦しい息づかいのまま彼が深月を見る。

「魔力が枯渇したら俺は完全に犬になる。身体が馴染んで、そうしたら後は君のそばにずっといようと思っていたんだ」

「ありがとうございます」

　手に頬をすり寄せてミツキは言った。

「でも、私……初めてはウォルターさんとがいい」

「っ」

「犬になったウォルターさんは、私が誰かとそういうことをしてもいいんですね」

「……俺、は」

　指先が唇に触れる。深月は上目遣いでウォルターを見た。

「……駄目、ですか……？」

「すまん、……っ俺は」

　腕を掴まれてベッドに押し倒される。

「ウォルターさ……」

　名前を呼ぼうとして口付けられた。

「ミツキにあいつらが触れているのを見て、……殺してやりたいと思った」

　いつもよりも余裕がない苦しげな呼吸と荒い息。顔が泣きそうに歪んでいた。

「……嫌なら、殴って抵抗しろ」

「しませんよ。しても効かなそうだし……」

　目を細めたウォルターの手が身体を滑る。首筋にぬるりと舌が這った。

「ん……」

「なるべく優しくする」

　耳元で低い声でささやかれる、それだけでも身体が反応した。

「お、お願いします」

　電気もつけず暗く沈んだ部屋にぎしりと音が響いて、ウォルターがベッドの上に乗った。

「ん、……っひぁ」

　性急な手がショーツの中に入り込む。太い指が敏感な場所に触れて変な声が出た。

　深月の頬に口付けながら、呼吸を荒くしたウォルターが指先で蕾を擦る力を強める。

　指が蕾から入口までを何度も滑るとちゅくちゅくと水音が響いて腰が勝手に動いた。

「は……」

　恥ずかしい。気持ちがいい。

「んっ」

　指が中に入る。想像より太い異物に淡い快さが引いて、ひきつる痛みが身体に走った。それでもなんとか指を招き入れようと、浅い呼吸を繰り返す。

　いつの間にかブラも外されて、つんと先端が立ち上がる胸をウォルターがつかんだ。

　中に指が入ったまま先端を口に含まれる。舌がそれを押し潰すとぴりっとした疼きが起きて勝手に奥が反応した。

「ウォル、……ターさ」

　舌足らずに名前を呼べば、胸から顔を離したウォルターが口付けをしてくれた。

　その首に手を回して深月も夢中で応える。下腹部の痛みを誤魔化すように舌が絡んで、口を離すと唾液が細い銀の糸でつながった。

　ちらりと視線を下に向ける。

　ウォルターの屹立はすでに準備ができていた。指一本で辛いのだから……あれを受け入れる痛みはどれくらいだろう。

（大丈夫）

　ぎゅ、と首に回した手に力を込めた。指はもう半ばまで埋まっている。それでも隘路にはまだ蜜が少なくて動く度に痛みが走った。

　そこでウォルターが身体を起こした。

　雨に濡れた灰青色の髪と犬耳の頭をぼんやり追っていると、下腹部に熱いものが這って深月はびくっと身体を跳ねさせた。

「あ、の」

　舌が腹部を這う。へそから下腹部を撫でるそれに今までとはまた違う感覚が押し寄せた。戸惑ううちに指が入っている場所に到達する。

　慌てたのは深月だ。とっさに逃げようとすると、太い腕が足を押さえた。

　ぬるりと温かい舌に蕾を押しつぶされると全身を痺れが襲った。

「や、……そこ汚……っい、から」

　逃げようとシーツを掴むが、身体が動かない。中に指が入ったまま敏感なところを舐められて限界は直ぐにやってきた。

「は、……あ、ぁ────」

　身体が跳ねる。涙で目の前が滲んで堪えきれずに声が出た。蜜が出て来たのか、違和感はあるが初めほどの痛みはなくなっていた。

　それでも中が収縮して指を締め付ければ、入っている深さに気づく。

（こ……こんなに奥まで）

　荒い息で足元を見る。ウォルターのしっぽがゆらりと揺れた。

　嫌な予感がする。

「待っ、一回離し……っ」

　ウォルターはそのまま蕾への刺激を繰り返した。

「だ、……待っ、だめ……っ」

　ずるりと指が抜けると、今度は舌が中に潜り込んでくる。

　ひどく背徳的で淫らな行為はとっくに深月には許容範囲外で、鼻先を腹部に押しつける彼の頭と耳に手を伸ばした。

「ちょっと、待てって、言って、……ひ、ぅ……」

　絶頂が近いのかまた呼吸が荒くなる。抵抗する力が弱まったのを逃がさず、舌は好き勝手に深月の中を蹂躙した。

「や……っ、ん、ん……───え」

　だが達する直前で口が離れた。

「……あ、ふぁ」

　戸惑ううちに指が二本奥に入って来た。さすがに無理はせず、様子をうかがうようにしながら入口にある蕾を舌で転がされて深月はついに泣き出した。

「や、そこ、やだ……あ」

　休む間もなく与えられる快楽に頭がついていかない。

　そしてへそ側のあるところを指が擦った時に、腰が跳ねた。

「あ」

　痛みではなく、強い違和感とむずむずした感触。

　声が出ると、ウォルターはぴたりと動きを止めた。やめてくれるのかと思ったら、先ほどよりも強い力で擦りあげられる。

「あ、っあ、……ん、っふあ」

「……口を開いて」

　涙のにじむ目を開けるとウォルターの顔が目の前にあった。頭の上には相変わらず犬の耳が生えていて、少しだけ口を開くと舌が触れあった。

「っ」

　その途端に、ぞくりと鳥肌が立った。さっきとはまた違う感覚だ。

　口の中がやけに熱い。どうすればいいのかわからず半ば開けたままの口にもう一度ウォルターが口付けた。

（こ、れ……っ）

　喘ぎながらぎゅっとウォルターの首にすがりついた。

　少し動くだけでも、鋭敏になった感覚が熱を無理やり上げる。すぐに達しそうになってなんとか耐えた。

　受け渡された何かが深月の身体の中で渦巻いている。それはくらくらして甘美な感覚だった。

「ふ、ぅ」

　奥の弱いところを擦られてぐずれば、ウォルターはようやく口を離した。

「ああ、泣いている顔も可愛いな」

　指を抜いたウォルターが上に乗る。濡れた入口にあてられたそそり立つ熱は、先ほどより膨らんでいる気がした。

　ほとんど凶器のような大きさが中に入ってきて深月は喉を振るわせた。

「……っ」

　押し入ってくる痛みと圧迫感。覚悟はしていたけれど指とはまるで違っていた。

　身体を倒したウォルターと肌が触れあう。重くはないがのしかかられて動けない中、腰を掴まれて揺さぶられた。

「あ、……あ」

　震えながら手を伸ばす。首に手を回せば、顔が近づいてきた。

　口付けに舌が絡んで息が上がった。その間にも熱は一層奥に入ってくる。

「ん、……」

　ゆっくりと貫かれて、絡めた舌が震えた。しばらくしてようやく腰を離してくれたウォルターが、労うように深月の背中を撫でた。

（入っ……）

　小休止にほっと息を吐いたところで、腰を強く打ち付けられて一気に楔が奥へ侵入する。通り過ぎた強い痛みに跳ねる身体をウォルターが抱きしめて動きを再開させた。

「はっ、……ぁ、ふぁ、ああ」

　先程、指で見つけた弱いところを目がけて何度も擦られた。ぎしぎしとベッドが軋む音が部屋中に響く。声を交わす余裕もなく獣のように交わった。

　大きな手が胸を揉み、首筋に舌が這う。破瓜の痛みも消え去って、今は全身を浸す快楽に意識が持って行かれそうだ。

　何度も揺さぶられて息が上がる。

「……、ぁ────」

　もう限界だ。何度目か分からない絶頂に身体が跳ねた。

「……っぐ……」

　奥深くまで入っていた屹立が震えて、飛沫が中に吐き出される。その温かい気配に気づいて深月は目を見開いた。

　大きく息を吐いたウォルターが、そのまま深月を抱きしめた。

　大好きなお日様の匂いと、官能的な汗の香りに包まれる。眩む視界でウォルターの頬に手を添えると、彼は深月を見て目を細めた。

　その表情に先ほどまでの苦しみの気配は感じられない。

　そうか、これで終わり。

（ウォルターさんの愛しい姫がどうか、見つかりますように）

　祈りを込めて、ウォルターの頬に口付けると深月はそのまま意識を手放した。







　頭を撫でられて目が覚めた。

「……大丈夫か？」

　ベッドの端にウォルターが座っていた。下半身には毛布を巻いている。

　まだ夜は明けていないらしく部屋は薄暗い。外ではしとしとと雨が降る音がしていた。

　身体はいつの間にか綺麗になっていて、シーツもパジャマも替わっている。けれど気だるくて指一本動かせなかった。

「身体はどうだ」

「……腰が」

　完全に抜けている。いや腰どころか全身に力が入らない。ふわふわしてまだあの気持ちよさが残っていた。

　抱き上げられて、くたりとぬいぐるみのようにウォルターにもたれる。その頭にはもう犬耳はついていなかった。

　彼がゆっくりと深月の腰を撫でると、じんわりとした温かさがそこから広がった。

「魔法……使うと」

「ミツキのおかげでだいぶ戻ったから、気にするな」

　額を深月のそれに当てた彼が言った。

「……さっきのは治療ですから、必要に迫られた行為です」

「ん？」

「姫が好きなんでしょう？」

「────ああ」

　深月の質問に目をぱちくりしたウォルターは、ふと笑った。

「元々身分違いだ。救いだしたとしてもそういう関係にはならない」

「そうなんですか？」

「うん」

　その声は、ひどく乾いた感情が含まれているように思える。

（でも、ずっと探していたしウォルターさんは騎士団長だし、大丈夫だと思うけどなぁ）

　ぐるぐる考えていると、ウォルターの手が深月の瞼にかかった。

「まだ寝ていろ。そばにいるから」

「……はい」

　優しいその声に安心して、深月は目を閉じた。







　次に目覚めると雨は止んでいた。外の鳥の声を聞きながら身体を起こした深月は、きょろきょろと周りを見る。

　人のウォルターも犬のウォルターもいない。部屋の中には彼女一人だけだ。

「ウォルタ、さん……？」

　ひどく喉がかすれていた。ひりひり痛むのをこらえて呼びかけるが返事はない。

　よろめきながら起き上がる。

　窓を開けると、早朝の空気が部屋に入って来た。窓際にはあの鉱石が残されている。

　着ているシャツの下をちらりと見れば至るところに虫さされのような赤い痣がついていた。

（初めから、全部現実……）

　どんなに深月が鈍くてもさすがに理解する。こんなに夢の続きを見るはずがない。一緒に飲んだコップは流し台にあって、買ってきた服は着た痕跡があって、触れる体温はとても温かくて。

　不思議な出会いと体験は夢ではなかったのだ。人と犬のウォルターは同一人物。

　そしてもう彼は、この世界のどこにもいない。

「一言くらい……さよならくらい、言いたかったな……」

　行為自体に悔いはない。あれだけ帰りたがっていたのに深月を心配して限界までそばにいてくれた。それでいいじゃないか。

　彼には深月と違って帰る場所があるのだから。

「いい夢を見たなぁ」

　そう言って伸びをした。

　途端にとろり、と液体が太ももを伝う感覚があった。

「わ」

　慌てて浴室に入り、シャワーを浴びようと蛇口をひねった深月は、壁にある鏡を見て首を傾げた。

「……？」

　鏡の中の自分に違和感がある。自分であって自分でないような、自分のような。

　泣き腫らした酷い顔、その目元に手を触れる。

　……瞳が、鮮やかな緑色になっていた。

「何これ、っ」

　途端に頭に激痛が走り、立っていられなくてその場に膝をついた。

　シャワーから出る水音だけが浴室に響く。締めつけられるように痛む頭を押さえて顔を上げると、青ざめた女性と目が合った。

　眼をすがめると、電灯でその緑色が揺らめく。

「私は……」

　そうだ、施設に保護される前は深月という名前ではなかった。

　亡くなった両親と同じくらい優しい母に、乳母、侍女に……いつも一緒だった護衛の少年の顔が次々に浮かんでくる。

　どうして今まで忘れていたのだろう。

「私の名前……は……エルフリーデ・フォン・ジークムント……」

　小さな呟きは静かに浴室に落ちた。








　五章　帰りたい場所









　大きな手が頬を滑る。

　威圧的で怖い印象があるが、よく見れば優しい光を帯びる瞳を見ていると顔が近づいて、深月も目を閉じた。

　背中に回った手に力が込められた。

　この腕の中にいれば何も怖いものはない。

　ぎゅ、と抱きついた深月の身体はいつのまにか小さくなっていて、驚いて目を開けると目の前にいたはずの男の姿が、少年のものになっていた。

『どうかしましたか？』

　きょとんとしていると、灰青色の髪に琥珀の眼の少年が声をかけた。

　深月がいる場所はアパートではなく、花が咲くどこかの草原。着ている服はふわりと裾が広がるドレスだ。

『殿下に花冠を作るのでしょう、早くしないと』

　少年が歩き出す。

　その背中に待ってと叫びたいのに、声が出ない。必死で手を伸ばす。

　ピピピ、ピピピ、去っていく背中に被さるように不躾な電子音が混ざり意識を乱した。

「う……ん」

　目を開けると電子音はますます大きくなる。

　深月は手を伸ばして、枕元に置いている目覚まし時計のボタンを押した。

　家族の写真に挨拶してシャワーを浴び、髪を乾かして目に黒いコンタクトを入れる。瞳の緑は黒色にうまく馴染んで、近くで見ても見分けがつかない。

　朝ごはんを食べて出勤準備をした後に、ウォルターが置いていった耳飾りを耳に当てた。

『……、……────』

　わずかなノイズが聞こえる気がする。

　けれどそれが巻貝を耳に当てた時のような空気の振動か、空耳か、人の声なのか深月には判断ができなかった。

　すぐに家を出る時間になり、諦めてそれを右耳につける。

「行ってきます」

　いつも通り声をかけて、ドアを閉めた。







　ウォルターがいなくなって一ヶ月半が過ぎた。

　彼と肌を重ねた翌日は歩くのも一苦労だったが、ご飯を食べて眠れば次の日には回復し、彼女の日常はあっけないほど普通に戻った。

　その間、何度も鉱石から声が聞こえないか試したが、残念ながらあの明るいネグリの声は聞こえない。もちろんウォルターの声も。

　彼とは所詮一夜だけの約束だ。もう深月に関わる必要はない……のだけれど。

（どうしよう……）

　閉じた瞼の上から眼球に触れる。

　浴室で緑の瞳を見た時によみがえったのは、エルフリーデと呼ばれていた頃の記憶。

　大好きだった従者の少年。それが今や騎士団長というのだから時の流れは速い。もしもう一度会えたら彼はどんな顔をするだろう。

（でも、帰る方法は……ないよね）

　あのウォルターでさえ苦労していた。魔力をなくしてこの世界にすっかり馴染んだ深月が今さらそう簡単に戻れるとは思えない。

　この世界に来てもう十三年だ。家族はいなくなってしまったけれど、家も仕事もある。どうにか暮らしていけている。

　忘れようと、何度も自分に言い聞かせた。

　だが、思わぬ影響があらわれ始めていた。







「ひ、姫浦さんこれお願いします！」

　声をかけられてそちらを見ると、緊張したようすの男性社員が書類を差し出していた。

「はい確認しますね」

　いつも通り事務的に必要なものが揃っているかチェックしている間、男性は何故かそわそわと身体を揺らしている。

　何をしているのか不思議に思いつつ手元に集中していると、書類の間に番号の書かれたメモが挟まっていた。

　それをよけて書類の束を揃える。

「じゃあお預かりします。これ、はさまっていましたよ」

　メモを返せば男性社員はうっと息をのみ込んだ。そわそわする動きが激しくなる。

「そ、それは、その……」

「それは姫浦さん宛だよ～」

　背後から桃城が抱きついてきた。首に腕を回したまま彼女がメモをつつく。

「え？」

「気が向いたら連絡くれればいいから！」

　そう言って彼は走っていってしまった。

　手元に残った番号にどう反応したものか、それを見つめていると桃城は肩をすくめた。

「あんなふうに公開処刑しなくても～」

　事務室にいる何人かが深月と桃城を見てヒソヒソと話をしていて、突き刺さる視線に身体を縮こまらせる。

「そんなつもりじゃ」

　地味、平凡を貫いて生きてきた深月にとって、あの状況でメモを自分宛と思う豪胆さを持ってないだけだ。

「そもそも名前も知らないです」

「書いてあるじゃんそこに～」

　確かに手元の書類には、名前どころか住所も電話番号も書いていて──深月はそれをそっと『処理中』の箱に入れた。

（うーん……）

　深月は自分の頬に手を触れた。

　瞳以外にも、顔の造形が少し変わった。化粧次第で顔は変わるが明らかにパーツが少し違う気がする。

　そのせいか、単に処女を捨てたせいか道を歩いていても会社でもやたらと声をかけられるようになっていた。正直、男慣れしていない彼女には手に余る。

　桃城にはそれとなく困っていることを伝えた。以来、なんだかんだフォローしてくれるのは本当に有り難い。

（……ウォルターさんの、馬鹿）

　どうすればいいのか分からない、行き場のない気持ち。それを何も気づかぬまま帰った男に責任転嫁した。

　それくらいは許されるはずだ。







　その週の日曜日、深月は叔父の家に来ていた。

　来るのは二年ぶりだ。両親が死んでから高校を卒業するまでの間、お世話になった場所。叔父夫婦を刺激しないように息をひそめて暮らしていた日々は、あまり思い出したくない。

　恐ろしい印象しかない場所だが、深月が確かめたい書類がここにあるのだ。

　それは、養父母に引き取られる前の施設について書かれた書類一式。

　深月は七歳の時に記憶のない状態で保護されて、施設で育った。

　彼女を引き取ってくれたのは、子どものいない姫浦夫婦。彼らは深月を本当の家族のように可愛がってくれたが、実家は養子縁組に反対で必然家族から距離を置いていた。

　姫浦家とはもう養子縁組も解消している。事情があって名字だけは使わせてもらっているが、血のつながりも法律上も他人だ。

　墓参りも嫌がられているのは分かっていたが、二十歳になった報告をさせてもらった。そして前回のアパートでの出来事である。改めて、嫌がられていることを思い知らされた後なので、気が重い。

　叔父の家を出るとき深月が持っていたのは最低限の荷物だけだ。あるとすればここだろうと、おそるおそる連絡をしたら取りに来ていいと言われたのだ。

　叔父が祖父から引き継いだ郊外の一軒家はとても大きい。チャイムを鳴らすと彼は姿を現した。

「どうぞ」

「お邪魔します……」

　日本家屋らしい少し暗い廊下を歩く。広い応接室に入ると叔母がお茶とお菓子を出してくれた。

　思わぬ歓待に恐縮しながらお礼を言うと、叔母はそのまま部屋を出た。

「書類で残っていたのはこれくらいかな」

　封筒に入っているそれを確認する。もしかしたらこの中に、元の世界に帰るヒントが隠れているかもしれない。

　中には深月のいた施設や担当者の名前、そして記憶喪失状態で発見されたときの様子や所持品も書かれていた。

　着ていた服の他に持っていたのはイヤリングだけだったようだ。

（イヤリング？）

　なにぶん七歳頃のことだ、どんなものだったか記憶がない。

　保護されたときのことは少しだけ覚えている。一人ぼっちで泣いていたところを優しい警官が声をかけてくれたのだ。よほど混乱していたらしく、深月は自分の名前も覚えていなかった。

　養子縁組は解消したが苗字だけ名乗らせてもらっているのはそのためだ。

　封筒を持って深月は叔父にぺこりと頭を下げた。

「お手数おかけしました。それでは私はこれで」

「深月ちゃんはこれからどうするの？」

　ソファに大きな身体をあずけた叔父にそう切り出される。

　そんなことを聞かれたのも、名前を呼ばれたのも初めてで戸惑った。

「どう……というと」

　叔父は息を吐いた。

「やっぱりね、籍が外れたとはいえ兄の忘れ形見だし、いつまでも放っておくわけにはいかないと思ってね」

　何の話だろう。思いがけない展開に身構えた。

　何か叔父に迷惑をかけただろうかと、応接室に置かれていた鏡に視線を向ける。眼の色が黒いままなのを確認して、落ち着かない気持ちで手をつけていないお茶を見つめた。

「実は、不動産仲間でお世話になった人が深月ちゃんと個人的に会いたいと言っていてね」

「個人的に……？」

「知ってる？　三田坂亮平くん」

「あ、はい」

　その名前が出てきて驚く。誕生日の夜のあれこれと、会社の廊下できっぱり断った出来事が頭を過ぎった。

「彼とお見合いしない？」

　続いた言葉に深月はぽかんと口を開けた。

　叔父はそのまま言葉を続ける。

「彼の父親がね、いい年になって遊んでばっかりの息子を心配しててねぇ。前々から深月ちゃんのことも話していたんだけど、一度お見合いの話を冗談で言ったら食いついてね」

「ま、待って下さい」

　そもそも叔父と三田坂が繋がっていることも知らなかった。

「会う度に急かされて、私も困っているんだ」

「亮平さんのほうが私とのお見合いを嫌がると思いますが」

「とんでもない、彼も乗り気だと聞いているよ！」

　言葉に詰まる。叔父は身を乗り出した。

「もし深月ちゃんが受けてくれるなら、改めて私も後見人として立ち会うよ」

「……」

　叔父とはもう法律上の関わりはない。けれどもしこの話を受ければ、深月を受け入れてくれた両親に恩返しができるだろうか。

　墓参りも堂々とできる。

「……少し、時間をいただけますか」

「もちろん。考えてみて」







　施設や警察に連絡してみたが、担当者は辞めていたり移動になっていて、結局深月を保護した当時の話はほとんど聞けなかった。

　書類を丁寧に封筒に戻す。

（もう、吹っ切らないと）

　相変わらず耳飾りに反応はない。

　身体中についた痣はとっくに消えて、肌のぬくもりも忘れてしまった。

　未練たらしくいつまでも立ち止まっているわけにいかない。深月が生きていかなければならないのは、この世界なのだから。

　お土産を持って叔父の家に行く。叔母はケーキを出してくれて、お礼を言って話を切り出した。

「先日の件なんですけど」

「どう？」

「……食事をするだけなら」

「うんうん、もちろん嫌なら断ればいいからね。じゃあ早速先方と連絡をとるから」

　叔父が上機嫌に携帯を取り出した。

　画面を操作する彼の携帯ストラップがきらりと光る。

　それは薄紅色の水晶に金の針がいくつも含まれている鉱石。ストラップと房がついているが、大きさも形も深月の耳にあるものとそっくりだ。

（え？）

　反射的に右耳に触れる。もちろんそこには耳飾りがあって、深月はその体勢で通話する叔父を見上げた。

（前から、携帯につけていたっけ……？）

　どうだったか記憶がない。彼といるときはなるべく刺激しないように距離をとったり、下を向いていたことに思い至る。

「じゃあ、また連絡します」

　叔父が通話を終えたところで我に返り、慌てて尋ねた。

「叔父さん、そのストラップって」

　叔父は深月と携帯を見比べた。

「ああこれ？」

「どこで、手に入れたんですか？」

「昔、君が私にくれたやつじゃないか」

　息をのんだ。




　養子になって初めて挨拶に行った父の実家で、当時大学生だった叔父にいつも手に握りしめていた耳飾りを取り上げられた場面が鮮やかによみがえる。

『かえして！』

『うるせぇな』

　泣いてすがっても取り合ってもらえなくて、結局そのまま取られてしまった。

　養子縁組について実家に反対されていた父は、弟に強く出られず、毎日泣いている深月に犬レニーを与えてくれた。

　大きな身体に優しい目はもう思い出せない誰かに似ていて、彼は途方に暮れた深月にずっと寄り添ってくれた。そのおかげで彼女は少しずつ落ち着いたのだ。




「──返してください」

「は？」

「それは、私のです」

　深月の大事なものだ。……護衛になったウォルターと半分こした片割れ。

　顔をしかめる叔父に手を伸ばす。指先が鉱石に触れる。思い切り引くと、長年使って緩んでいたのか紐が切れた。それを握りしめて叔父の家を飛び出す。

　帰りたい、と強烈な欲求が込み上げた。

　アパートではない。もっと遠くに。

　いつの間にか辺りは夕暮れで、空は紺から橙のグラデーションに染まっていた。

　大きな満月が昇り始めている。

　耳飾りを外して二つを握りしめた。

（帰りたい！）

　その瞬間、ふわっとどこからか風が吹いた。足元から巻き上がるようなつむじ風がいくつも発生する。

「っ!?」

　とっさに身を縮こまらせて目をつむった。風は深月の髪をなびかせてどこかに去って行き、しばらくしてそろりと目を開けると──。

「……え」

　いつの間にか、どこか高い塔の上にいた。

　大きな覗き窓が四方に付いている石積みの建物だ。天井にはひと抱えもある大きな真鍮の鐘がつり下げられている。

　時刻も、先程までの夕暮れから明るい昼に変わっていた。

（一体何が……）

　ふと、壁に人捜しのポスターが貼ってあることに気づく。

　黒髪の小さな女の子の絵の下には懸賞金と思われる数字とともにエルフリーデ、と読める字が書かれていた。

　二つの鉱石を握りしめたまま、そっと立ち上がった。

「わぁ……」

　窓から見えるのは古いヨーロッパの町並みそのものだ。

　色とりどりの屋根をつけた煉瓦造りの家が整然と並んで、煙突からは白い煙が立ち上っている。遠くには街を囲むような城壁も見えた。

　道行く人の服装はどこか昔風の素朴なロングスカートとエプロン、ズボンやチョッキ、シャツ、そしてマント。髪色は赤に茶色に金色。どの人も顔の彫りが深い。

　パンや果物の入った籠を持っていたり、手押し車やロバで荷物を運んでいたりしている。帽子をかぶった子どもたちが楽しそうに駆けていく。犬や猫はのんびり道ばたで寝ていた。

　ガラーン、ガラーン、と大きな鐘の音が響いた。

　振り返れば大聖堂のような建築物が並んでいて、その向こうには荘厳な城の姿がある。

　白壁に青い屋根の城は、太陽の光のもと堂々とした姿でそびえ立っていた。

「知ってる……」

　そうだ、この風景を知っている。風の匂いも光の強さも。

　今にも足元に真っ暗な穴が開く気がして、深月はとっさに窓枠を掴んだ。

　怖い顔をした大臣に城から連れ出された後、この鐘の下で深月は闇の中に落とされた。

　そのまま浮かんでこられないような黒い世界の恐ろしさに動転して、想い出はすべて彼女の中から消え去り──アスファルトの上で呆然としていたところで、警官に保護されたのだ。

「そうだ……それで」

　彼らの言葉は全く分からなかった。だが目の色と顔立ちが違うことに対する、戸惑いと不気味さの入り交じった感情は理解した。

　そして彼女は予知を見る。

　この世界では自分は異物だ。『普通』にならなければ……これから先、どこへ行こうと迫害される未来が待っていた。

　言葉も知らず、一人で生きていく術のない子どもは生きるために環境に溶け込んだ。

　残っていたわずかな魔力で顔の造形を変え、瞳の色も皆と同じ黒にすれば、初めは困惑していた大人たちもそういうこともあるのだろうと、詮索してこなくなった。

　その後、深月の他にもたくさん子どもがいる施設に連れて行かれた。話しかけてくれる子が多くて、身振り手振りで少しだけ言葉を覚えたがやはり何も思い出せない。

　施設によく遊びに来る夫婦がいた。記憶もなく、言葉もうまく話せない深月のことを聞いた女性は、よく遊んでくれた。そして引き取りたいと申し出てくれたのだ。

　それが優しい姫浦夫婦だった。

「……あれ、ここは立ち入り禁止だよ」

　突然後ろから声をかけられて飛び上がる。

　見れば入口にシルバーブロンドの長い髪の男がいた。

　四十歳くらいだろうか、ゆったりした服に身を包んで穏やかにこちらを見る目元に、少ししわが寄る。

「すみません！　勝手に入り込んで」

　喉から出たのは自分でも驚くほど自然な、この国の言葉だった。

（そういえばネグリさんとの通信の時も普通に話して……）

　夢だと信じていたから疑問に思わなかったが、意思疎通は普通にできていた気がする。あの時も自分はこちらの言葉を話していたのだろうか。

　男は深月に目を細めてうなずいた。

「いいよ。本来は物見台でもあるから」

　彼が鐘に近づく。手を伸ばして、表面に刻まれている印に触れた。

　力を入れた様子もないのに、見上げるほど大きな鐘が揺れて音を奏でた。その音に驚いて鳥が飛び去っていく。

（魔法で……）

　──もしかしたら、この街のどこかにウォルターがいるかもしれない。

「あの」

　鐘をまだ見上げていた男に聞いてみた。

「騎士団長の……灰青色の髪で、こんな目つきの悪いウォルター団長を知っていますか」

　目を釣り上げた深月を見て彼がうなずく。

「ああ、もちろん」

「いまどちらに」

「さぁ……この時間なら詰所にいるんじゃないかな」

　やっぱりそうだ。元の世界に戻ってきたのだ。

「ありがとうございます！」

　頭を下げて階段を降りようとした深月を男が呼び止めた。

「よかったら一緒に行く？」

「……えっと」

　申し出に一瞬躊躇した。

　けれど久しぶりの故郷で不慣れだから、誰かと一緒のほうがいいと思い直す。彼の、ほのぼのした感じはなぜか居心地がよく、気づけばお願いしていた。

　男が先導して塔の階段を降りる。

　深月とは正反対とも言える彼の髪色にふと、一番仲の良かった兄弟を思い出した。

（……どうしているかな、エリック兄様）

　聡明で公平で、父親に役立たずと捨てられた深月にも優しくしてくれた王太子。年は三十になったばかりくらいだろうか。

「この国、どう思う？」

　もうすぐ出口というところで突然聞かれて、深月は微笑んだ。

「いい国だと思います」

　上から眺めてそう思った。道は整然と区画されて、馬車道や街灯など設備も整っている。それ以上に街に活気があって、皆楽しげなのが伝わって来た。

「そう」

　彼は嬉しそうに笑うと、羽織っている上着を深月にかけて、深くフードを被せた。

　そして長い螺旋階段を降りて分厚い扉を開けた途端、ものものしい警備の中に出た。

（うわ）

　白い騎士服に紋章入りの鎧を身につけた数名が直立不動で立っている。上から見た時には気付かなかった。

「陛下、そちらは」

　赤毛の青年が真っ先に男に声をかけた。見張りだろうか、騎士の一人が今しがた深月たちが降りてきた扉に鍵をかけた。

「上で会ったんだ」

「上で？」

「うん」

　赤毛の騎士が探るような目で深月を見る。厳重に鍵がかかっていた場所に、男の上着を着てフードを被っている人物がいたら、そりゃ不審だろう。

　しかし深月はそれどころではなかった。

（副団長のルービックさんだ……！）

　手を組む。

　ネグリとの数々の交信。その時でウォルターに報告したり確認したり、日々の辛い仕事──主にネグリと国王関係──の愚痴を言っていた人だ。

　深月ががんばってくださいと声をかけると、よく涙ぐんでいた。

　鉱石越しに声ばかり聞いていたので、姿を見るのはこれが初めてである。

　目をきらきらさせた深月にたじろいだ赤毛の騎士が、咳払いをした。

「一応、身元の確認を……」

「エルフリーデだよ、私の妹」

「は!?」

「え!?」

　シルバーブロンドの男の言葉に、騎士たちと深月が同時に叫んだ。

「い、いいい妹のエルフリーデ様って……まさかあのエルフリーデさま……？」

「そう」

　騎士たちから一斉に視線を向けられる。

「しかし、失礼ですが瞳のお色が……」

「違うね。理由は私にも分からないけれど」

　じっと意味ありげに顔を覗き込まれた。

「お帰りエルフリーデ。私だよ、エリックだ」

「──お兄様？」

　思わず声が出た。

　副団長のインパクトで流してしまったが、塔の上で会った男を騎士は陛下と呼んだ。

　この国の王には妾妃制度があり、正妃以外に妻が何人もいた。深月の母親は美人だが庶民出身で、深月はそのことでよく兄弟にいじめられていた。

　エリックはそんな彼女を兄弟姉妹から庇い、小さいときからよく遊んでくれた人だ。

「エルフリーデ様ということは」

「ああ、団長の……だろ？」

「俺たちが先に見つけたのがばれたら殺されるんじゃ……！」

　屈強な騎士たちが真っ青な顔でざわついている。そちらを見ると、彼らは一斉に背筋を伸ばした。

　副団長が前に出る。彼は人けのない道に用心深く視線を巡らせた。

「無事のお戻り何よりです。御身が見つかったのは喜ばしい限りで、積もる話もありましょうが……ひとまずお二人とも馬車に」

「ううん、折角だし歩いて帰るよ」

「陛下！」

　エリックは深月の手をとって足取り軽く歩き出した。

　周りを慌てて騎士が囲む。物々しい一行だが、街の人は慣れているのか軽く道を譲るくらいで騒ぎは起きない。

「『予知』はまだ使える？」

「……それは」

　エリックに小声で聞かれたそれに深月は視線を下げた。

　幼い頃は周りの未来を正確に読み取っていたと記憶している。けれど向こうの世界で異質なその力は、自分の中に深く封印してしまったようだ。

「すみません、お兄様のお役に立ちたかったのですけれど」

　ぽんぽん、と彼は深月の頭を撫でた。

「それでいい。ごめんね、そのせいで長く違う世界にいなければならなかったんだ、あれはもう封印したままにしておきなさい」

　そうして歩いている途中で、屋台の店主がエリックに揚げ菓子を差し出した。

「陛下、これよかったら」

「ありがとう」

「毒味を！　させてください！」

　躊躇なく受け取ったそれを副団長がひったくる。

　端をちぎって食べて、エリックに返す。彼はそれを半分に割った。

「はい」

　差し出されたドーナツのようなそれを受け取る。

　揚げたてのパンは口に入れるとさくりと美味しい。

　まぶした砂糖の甘さが口一杯に広がった。







　たどり着いた騎士団詰め所は門番もいて、責任者以外立ち入り禁止の重い空気がただよっていた。国王の姿に気づいた騎士が声をかける。

「陛下、どうされましたか」

「ウォルターいる？」

　深月も周りを見たが彼の姿はない。団長がそんなうろうろしているわけもないのだが。

　目的地がウォルターのところだと知って、副団長含め護衛の騎士たちは一層落ち着かない様子になっていた。

「こんな最前線で再会を見て良いのか？　殺されないか？」

「いやしかし護衛の任務が」

　何か葛藤している。そんな同僚を不思議そうに見て、門番は姿勢を正した。

「はい、訓練場におられます」

　礼を言って入る国王の後ろについて、頭を下げて門をくぐった。

　ぞろぞろと訓練場に向かう。

　騎士団の敷地はぐるりと高い柵に囲まれている。宿舎や体育館に近い施設もあって、広い運動場では乗馬訓練をしているのも見えた。

　訓練場はドーム型の建物だ。闘牛場のような土が敷いてある円形の場を中心に座席が周りを取り囲んでいる。

「よろしく、お願いします！」

　建物に入ったとたんに大きな声が響いた。声の方を向くと、あっさりとウォルターの姿を見つけた。

　木剣を持つ騎士たちに囲まれている。

　彼自身も木剣を持っていた。隆々とした筋肉を惜しげもなく晒した彼の足元にはぴくりとも動かない騎士たちが倒れている。

「うわぁあぁあ！」

　突進してきた男の剣を避けて、ウォルターは真上から一撃を与え、相手の木剣をへし折った。怯んだ彼に足払いをかけて体勢を崩し、その胸ぐらを掴んで座席まで放り投げる。

「ごふっ」

「がは」

「ひいいいいい」

　まさに獣のようなしなやかな体捌きだ。一対多数なのにウォルターに対峙する騎士たちは次々と数を減らしていった。

　悲鳴が建物にこだまするそんな訓練風景は名物なのか、見学の騎士がやんやとヤジを飛ばしている。

　その様子を国王はのんびりと、手で目の上にひさしを作って眺めていた。

「今日も張り切ってるねぇ」

「はい、頼もしいです」

　副団長が相槌を打つ。

　その訓練の様子を見つつ深月は眉をひそめた。

（へぇ～、ふーん）

　別に落ち込んで欲しいわけではないが、ヤリ逃げしておいて元気にしているとそれはそれで腹が立つ。

　やはりこんなに未練があるのは深月だけだったのだ。知らず頬をふくらませて視線を逸らした。

（ウォルターさん、私が探していたエルフリーデだって言ったらどんな顔をするか……ん？）

　──微笑む表情はまるで花がほころぶように可憐だ。そしてとても心が美しく優しい魅力的な女性で……。

　ウォルターのセリフを思い出す。それが自分だとすると、どれだけ彼の中で美化されているのか。

　あれだけ神聖視していた姫が、今さら深月だと知ればウォルターはどうするだろう。いざ再会が現実になると、不安が押し寄せてくる。

　ウォルターが会いたいと願う姫は彼に犬耳としっぽを要求し、挙げ句いやらしい行為を迫る女ではない。

『俺の姫が……こんなに変わってしまって』

　深月を前に失望する彼の顔がありありと浮かんだ。

（あ、ああ……）

「おーい、ウォルター」

　そんなことも知らずのんきに呼び掛けたエリックの袖を引く。ウォルターがこちらを見たのがわかってとっさに彼の後ろに隠れた。

「どうしましたか」

　久しぶりに聞くウォルターの声。

「ちょっとおいで」

「はぁ」

　近づいてくる音がする。

「あ、あの」

　深月は周りに居る騎士たちを見上げ、両手を組んで小声で懇願した。

「私が、エルフリーデということをウォルターさんに黙っていていただけませんか!?」

　突然のことにエリックを含めて彼らは困惑する表情を見せたが、互いに顔を見合わせてうなずいてくれた。そして、ウォルターが観客席後部までやってきた。

「何か……」

　もう隠れる場所もなくて、深月はひょこりとエリックの後ろから顔を出した。

　彼は大きく目を見開く。

「──ミツキ？」

「お、お久しぶりです……元気そうですね」

「ん？　ミツキって、ウォルターを保護してくれた子？」

「ええ、そうです。向こうの世界で……どうしてここに」

　呆然とウォルターが一歩近づく。

　目が合って、不意にあの朝の気だるさと寂しさを思い出した。

　そばにいると言われて安心して眠ったのに、起きたら家に誰もいなかったことを。

「……ウォルターさんの馬鹿！」

「っ」

　違う、責めたかったわけではないと思うのに、叫んだら言葉も涙もあふれて止まらなくなった。

「全部知ってて、帰したのは私ですけど……っ」

　ぽろぽろと流れてくるそれを袖で拭う。

「さ、……さよならくらい、言わせてくれても、よかったのに……！」

「いや、そ、それは」

　おろおろとウォルターがうろたえた。

「あ、それウォルターは悪くないよ。魔力めいっぱいまで回復したから、夜明けと同時にそっちの世界から否応なしにはじき出されたらしいし」

「陛下！」

　エリックの言葉にウォルターが吠える。

　魔法回復の方法についてどこまで報告しているのか、と思うと同時にここが訓練場だと思い出す。もちろんだが、突然の修羅場に騎士たちは紳士らしくそっと視線を外してくれている。

「す、すみませんこんなところで私……！」

　慌てて涙を拭うと、ふと足元に黒いコンタクトレンズが落ちているのが見えた。

（え）

　泣いた時か拭ったときに、外れてしまったようだ。

　右目と左目のどちらだろう。いやそんなことより。

「あれ？　なんですかこれ。薄い目玉？」

　めざとく副団長がそれを拾う。ばっと深月は顔を隠した。

　明らかに不審な動きと、副団長の手にある見慣れぬコンタクトレンズの存在に、場が静まり返った。

「ミ、ミツキ……？　まさか泣きすぎて目が落ち……」

「なんでもないです気にしないでください。それはコンタクトレンズと言って着脱可能なものなので」

「いやしかし……」

　思わず動いてしまった自分を後悔する。何もない振りをすればよかった。

「ちょっと見せてみろ」

　ウォルターが深月の腕を掴む。

　無理やり顔から手が外されそうになって抵抗した。

「駄目！　見せません！」

「確認するだけだ」

「イヤ、やめてください……ウォルターさんのえっち！」

「っ……それは否定しないが……、いいから！」

　力比べは勝負にならない。

　無理やり手を引きはがされて、目の前にあるウォルターとばっちり目が合った。彼の瞳に自分の顔がうつっているのが見えるほどの距離だ。

　真顔のウォルターは微動だにしない。

（やっぱり、失望されてる……）

　どんな拒絶の言葉が来るだろう。

　腕を掴まれたまま覚悟を決めて眼をつむり、深月は言葉を振り絞った。

「……驚かせてすみません……その、私……」

　だが、いくら待っても反応がない。

　そろりと目を開けると、そこには懐かしい犬の姿のウォルターがいた。深月の身長より大きな獣はそのまま、ぱたーん、と倒れる。

「団長────!!」

　訓練場に騎士たちの悲鳴が響き渡った。







「なにそれ……ぶっはははははははははははは!!　見たかったなぁあ!!」

「笑いごとじゃないんですよネグリ様!!」

　ベッドでぴくりともしない獣を前に、話を聞いた金髪の女性が大爆笑した。一連のことを説明した副団長が彼女の不謹慎をたしなめる。

　気絶したウォルターはすぐに騎士団内の一角にある、魔術顧問ネグリの研究室に運び込まれた。

　鉱石越しではなく初めて会った魔術士は、よれよれの白衣のようなローブの上からでも豊満な身体がうかがえる美人だ。髪を少年のように短くして眼鏡をかけている。

「ネグリにも見せたかったよ。騎士たちの、エルフリーデを見る畏怖の目」

　感心したようにエリックが言う。ベッドに横たわるウォルターの前足を握った深月は、真っ赤な顔で小さく丸まった。

「……すみませんすみません……！　私、あんなところで騒いで……！」

　対面できて感情が高ぶり、思わず泣いてしまったがさすがにもう涙も乾いた。

　八畳ほどの広さの研究室にいるのは深月、ネグリ、エリック、副団長ルービックと犬の姿のウォルターだけだ。

「まぁまぁ、他の連中も狂犬団長が少しは人間らしく見えていいじゃないか」

　ネグリが口の端に笑いを残しながら言った。

「事情はあらかたわかりました。ここに雁首揃えても仕方ないでしょう、陛下とルービック君は仕事をしてきてください」

「その前にちょっとした疑問なのだけど」

　エリックが片手を上げた。

「帰って来たからいいようなものの……君たちはエルフリーデと何度も交信していたのだろう？　こうしてこちらの言葉を話しているのに、誰も気づかなかったの？」

　ネグリが頭を掻いた。

「それが、鉱石越しだと自動翻訳されるんですよ」

「気づかず、申し訳ありません！」

「なるほど。ウォルターは？」

「団長から聞いた話ですが……獣姿だと耳が良いので、藪に潜んでいる間に向こうの言葉を習得していたらしく……」

「優秀なのも困りものだな」

「お兄様、その、私が忘れていたことが元々の原因なので……」

　言うと、エリックは深月の頭を撫でた。

「責めているわけじゃないよ。気になっただけだから。じゃあ行こうかルービック」

「あ、あの、エルフリーデ様……いえ、ミツキさん！」

　副団長が深月の手を握る。

　赤い髪の騎士は利発そうな目をうるませて彼女を見つめた。

「何と申し上げたらいいのか……先ほどは色々あって言えませんでしたが、向こうでのこと本当にありがとうございました！　お、おかげさまで団長も無事帰って来られて……っ私の胃薬の量も半分に」

「はいはい行くよ」

「もう少しだけお礼を！」

　あわあわしている副団長の襟元を掴んだエリックが、彼をぽいっと廊下に投げる。

　続いて出ようとして、ああそうだと呟き、深月を見た。

「ウォルターが騎士団をやめると言っていてね」

「え!?」

「エルフリーデが戻ってきたし、撤回はするだろうけれど……その言質を取っておいてくれるかな」

　よろしく、と意味ありげな笑みを残して扉が閉まる。

「……お兄様の無茶振りも相変わらずですね」

「いつものことだけどね」

　ネグリが肩を竦める。

　すでにコンタクトレンズを両方外した深月は、彼女に向き直ってぺこりと頭を下げた。

「先日は大変お世話になりました」

「いえいえ。──では改めまして」

　ネグリが深月の前に跪いた。

「姫の帰りをお待ちしておりました。私はランバート王国魔術顧問、ネグリ・レイネイと申します」

「そ、そんな畏まらずに。それに……目の色とか記憶とか、もしかしたらウォルターさんの魔力の影響だったりするかもですし……」

　自分がウォルターの姫ならいいのにという、深月の願望ではないだろうか。

　気がかりだった可能性の話をすると魔術師が首を振った。

「私は陛下に命じられてあなたをずっと捜していたのですよ。何かの拍子で帰還できたら、姫を塔で保護できるよう耳飾りの鉱石を通して術をかけていたんです」

　いたずらっ子のようにネグリは唇に人差し指を当てた。

「これはウォルターにも副団長のルービック君にも言っていませんが」

「……そうだったのですか」

　だからエリックは目の色や大人になった姿に惑わされなかったのか。

「それで、どうやってこちらに？」

「私にもよくわからなくて」

　ポケットに入れていた一揃いの鉱石を取り出す。

　その時、携帯が手に触れた。充電が切れて何の反応もないそれを一瞥して、叔父の家を飛び出してから起こったことを説明した。

「魔力の残滓と鉱石の心共鳴……、その他要因が重なってそうですね。世界の行き来は正直まだ運任せですが、道が出来ていれば……」

　ぱっと机に飛びついたネグリが、ブツブツ言いながら分厚い本をめくる。

　深月はその間に、改めてネグリの研究室を見回した。

　壁の棚には様々な薬品や虫、鳥、は虫類や小動物の脳と思われるもの、指や眼球の標本が並んでいる。

　机の上には火の付いたままのフラスコがあって、こぽこぽと緑色の煙が細い管から吐き出されていた。その前に置かれた箱には鉱石や化石があふれんばかりだ。

　本やノートや書類は本棚からあふれ出し、床の至るところに服とともに散らばっていた。

　置いてある椅子には全て鉢植えが鎮座し、ソファにも本が高く積み上げられている。ウォルターが寝ているベッドも、ものがいっぱいだったのをどうにかどかしてスペースをとったのだ。

「ウォルターさん、まだ犬になってしまうんですね？」

　ネグリにかけられた魔法薬。ウォルターを犬や、犬耳としっぽのついた姿に変える。

　魔力の受け渡しで一緒に解けたのかと思ったのだが。

「薬の効果がまだ残っているらしくて、びっくりすると犬になったり耳やしっぽが飛び出たりするみたいです。話を聞いて怒ったルービック君に残りの薬は没収されちゃうし、散々でしたよははは」

（それは仕方がないのでは……）

　そんな危なっかしいものを放置するわけにもいくまい。

　深月はそっと目をつむるウォルターの首元をなでた。

「……」

　ひと撫でするとたまらなくなって、その毛皮に顔をつっこんだ。

（久々のウォルターさんのモフモフ……いや、毛づやが悪くなってる……!?）

　まめまめしく手入れした毛皮がごわついて酷い状態だ。いっそ初めて会った時よりもボロボロだった。

（ブラッシングしなきゃ……！）

　使命感とともに深月は顔を上げ、まだ本とにらめっこしているネグリを見た。

「ネグリさんブラシはありますか？」

「私ので良ければたしか薬品棚に」

「バゥ」

　彼女が散らかった棚を指し示した時、むくりとウォルターが起き上がった。

「あ、起きた？」

「ウォルターさん、大丈……」

　深月がその身体に抱きつこうと手を伸ばすと、彼はひょいとそれを避けた。

　え、と思う間もなく彼は枕元にある服を前足で器用にまとめて蹴飛ばす。そしてネグリの服を引いて、隣の部屋に向かった。

　しばらくするとポンと音がして──。

「まったく面白い身体になったものだね」

「誰の所為だ、誰の！」

　そんな軽口を叩きながら、人間に戻ったウォルターとネグリが部屋に戻ってきた。

　そのことになんだか少しもやっとする。別にこそこそしなくてもいいのに。

（別にウォルターさんの裸なんて私も知ってるし……）

「でもおかげで姫を見つけられただろう」

「それは……」

　ネグリの言葉に、ウォルターは眉をひそめながら彼女を見た。

「悪いが、少し外してくれないか」

「はいはい」

　適当な返事をして本を脇に抱えたネグリが部屋の外に出る。

「あ、するんなら体液サンプルとっといてよ。そこに試験管が」

「するか！」

　壊れるほどの勢いでドアを閉めたウォルターが、はぁ、と息を吐いてベッドサイドに座る深月の前に膝をついた。

「お見苦しいところをお見せしました」

「……いえ、こちらこそ……！」

　慌てて立ち上がろうとした深月を彼が制する。

「ミツキが、……エルフリーデ姫ということで、認識はあっていますか？」

　探るような眼に見つめられながら、うなずく。

「……はい。向こうに飛ばされたときに記憶喪失になったみたいで、まだ全部思い出したわけではないのですが……だから決して、意図的に隠していたわけでは」

「つまり、俺は姫と熱を交わしたと」

「……そういう、ことになります」

　返答すると、ぐらぐらとウォルターの身体が揺れ始めた。

「お、おお、俺はなんということを……！」

「完全に同意の上ですし、そこは気にせず！」

　次の行動が読めて、深月はウォルターの腰にある剣の柄を押さえた。

　さしているのは大きな刀で、首に当てれば深月の家にあったはさみどころの切れ味ではないだろう。

「それに、その言い方だと……『ミツキ』なら抱いてそのままでも構わなかったみたいな話になりませんか」

　ぴたりとウォルターが動きを止めた。

「そんなことは断じて！　交信も日に何十回も試したし、過去の世界渡りの文献も読み漁ってどうにかミツキの元に戻ろうと……っいや、ただの言い訳ですが……」

　会いたいと思っていたのは深月だけではなかった。そのことに知らず安堵の息を吐く。

「……そうでしたか」

「また、こうして会えるなんて」

　伸びてきたウォルターの手がわずかに迷って、彼女の頬に触れた。

　深月もそこに頬をすり寄せた。久しぶりの温もりに息をつく。

　そっと顔を上げると、間近にあるウォルターの喉がごくりと唾を飲み込んだ。近づいて来るのを見て眼を閉じると、唇が触れるだけのキスをする。

「……」

「……」

　顔を離した後は沈黙がおりた。

「この後のこと、陛下から聞いていますか？」

「特には……」

　無事に戻ってきたのだから、報告や挨拶などあるのだろうか。

　だが兄からは何も聞いていない。……ウォルターに、騎士辞任を撤回させよという命以外は。

「なら、うちに来ませんか。会わせたい人がいるんです」





　　　＊　＊　＊






　到着したウォルターの家は、想像の数十倍大きい建物だった。

「ふわぁ……」

　馬車の中でウォルターの膝の上に座った深月は、それを見て声をあげた。

　中心部から少し外れた、石畳みの坂道を登ったところにある住まいは家というよりも城に近い。門から入ると広場のようなところにまず出て、周りをぐるりと建物が囲っている。

　四階建てのそれには数え切れないほどの窓があった。

「大きい建物ですね……って……」

　深月は彼女の髪に顔を埋めるウォルターを見た。

　座席はもちろん対面にもうひとつある。馬車に乗るまでもウォルターは人目を気にせず彼女をだっこして、必然そのまま膝の上に乗せられたのだ。

（なんだかウォルターさんのキャラが違う……!!）

　深月は真っ赤になった頬に手を置いた。

　腰に手を回されても全く嫌ではないのだが、これだけ近いと受け入れたときのことを思い出してしまって、どうにも落ち着かない。

　ちなみにウォルターが早退の旨を知らせに行くと、副団長や団員から「もちろんです！」と言われたらしい。そしてエルフリーデ発見のことは、すでにエリックから騎士たちに箝口令がしかれていた。

「あの、ウォルターさん」

「ウォルターと呼んでください」

「……ウォルター、さっきから近すぎませんか？」

「気のせいでしょう。向こうの世界でもこんな距離感でした」

「そうでしたっけ？」

　顔を上げないままのウォルターの言葉にうめく。確かにくっついたり、同意なく毛皮に思い切り顔を突っ込んだ。ただしそれは全て深月からだった気がする。

（ウォルターは、この世界に戻ってから誰かとえっちしたのかな……）

　そう考える自分の心の狭さに嫌気がさしつつ、彼の髪を撫でた。

　しばらくして馬車が止まり、扉が開いた。

「お帰りなさいませ、旦那様……」

　執事服を着た初老の男性が、そんな中の様子にわずかに眼を見開いた。けれどそれ以上は特にリアクションをせずに脇に控える。

「降りましょう」

「ひ、一人で」

「いいですから」

　ウォルターに抱き上げられたまま馬車から降りると、執事と同じく出迎えに来ていた使用人たちがざわめいた。

「まぁ！　まぁまぁ」

　前にいる初老の女性が頬をそめて口に手を当てた。その隣にいる褐色肌のメイドも色めき立つ。

「女っ気のない旦那様が女性を……」

「犬になった旦那様が」

「その話はいいから！」

　きゃっきゃと仲良く掛け合いをする彼らにウォルターは顔をしかめて、彼女たちを手で指し示した。

「……あー、女中頭のレルネルに、メイド長のロトカです」

　次いで、馬車の扉に手を添えている執事に向き直った。

「こちらは執事のカイン」

「よろしくお願いいたします」

　ウォルターの紹介に使用人たちは一斉に礼をした。

　深月はその間、呆然と彼らを見つめていた。

　レルネル、ロトカ、カイン。彼らは全員エルフリーデの元側近だった。乳母と侍女、侍従だ、見間違えるわけがない。

　思わずウォルターを見ると、彼はいたずらっこのように微笑んだ。

　全員の元気そうな姿に唇が震えて声が出なかった。そんな深月の様子を不思議そうに見た使用人たちがはっと息をのむ。

「──エルフィ？」

　褐色肌のメイド、ロトカが真っ先に前に出る。地面に下ろされた深月の頬を、優しい両手が包んだ。

「ただいま、ロトカ」

　年齢はウォルターと同じくらい。あの頃も頼もしいお姉さんだった記憶がある。

「本当に？　本当にエルフィなの!?」

「うん」

「無事で、良かった……！」

　泣きながらロトカが抱きしめてくれる。その隣で執事が目頭を押さえた。

「姫……大きくなられて……」

「ええいこうしてはいられません、お祝いをしないと！」

　女中頭レルネルが拳を握りしめる。他のメイドたちも何事かと興味津々で集まってきた。

「皆、指示があるまで何も口外しないこと。いいですね」

　執事の言葉に、はい！　と元気に皆が返事をする。メイドや侍従は年齢も人種もばらばらな上、まだどこかあどけない感じがした。

「旦那様が、行き場のない孤児を引き取っては仕事を教えているんですよ」

　ひそりとロトカが耳打ちする。

「でもひどいじゃないですか旦那様！　先に伝えてくれたら準備して待っていたのに！」

「すまん」

　深月は女中頭に詰め寄られているウォルターを見た。

「それは……ウォルターらしいね」

　昔も見たことがあるような光景に深月は思わず笑ってしまった。







　今までのことをお互いに話し、盛大なディナーが終わって腰を落ち着けたのはホテルの一等室のような豪華な部屋だ。

　窓から見れば市街地や郊外の様子を一望できる。夜も更けているのに街は光が溢れていた。一方、丘や郊外は満天の星の下、すでにひっそりと闇に沈んでいた。

「ここ、ウォルターの部屋ですか？」

　メイドが淹れてくれた紅茶を飲みながら、深月は部屋を眺めた。

「いえ、客室です。騎士団長ならこれくらいの家を持てと陛下に下賜されたのですが……正直持て余しているので、好きな部屋があれば自由に使ってください」

　一口で紅茶を飲み干して彼は言う。

　ソファやテーブルセットの近くには大きな暖炉があり、すでに火がつけられて温かい空気が部屋中に回っていた。

　壁際にはいくつもの絵画や調度品。備え付けのパントリーには瑞々しい果物と軽食まで用意されている。

　皆とのおしゃべりが弾んでいつの間にかこんな時間になってしまい、今日はウォルターの屋敷に泊まることにしたのだ。湯浴みもさせてもらって、さっぱりした気分だ。

「美味しくてお腹いっぱいです……」

「たくさん食べて大きくなって下さい」

　笑ったウォルターに頭を撫でられる。

「縦にはもう伸びないので、あとは横に大きくなるだけなんですが」

「太った姫でも可愛いと思います」

　あれ、話が通じない。

　そしてウォルターは深月がいない間のことを改めて話してくれた。

　失踪事件の黒幕も捕まって、王太子エリックが国王になり他国と和平を結んだおかげで平和な国になったこと。ウォルターは爵位と騎士団の要職を与えられたこと。

　帰りを待つだけの時間も限界になったころ、ネグリからあの薬を差し出されたこと。

「姫のいる世界に通じる門を踏んだのはあくまで偶然ですが……恐らく陛下とネグリもあなたの居場所を探し続けていたのだと思います。俺に言わずに」

「でも、私がいなくなって二十年ですよね？　私、今年で二十歳なんですけど……」

「ああ。どうもこっちの世界のほうが、時間の進みが少し早いらしいです」

　ウォルターがこちらに戻って二ヶ月ほど。深月にとっては一ヶ月半。

　こちらでの一日半が、向こうの一日になる計算だ。浦島太郎の気分である。

「折角帰って来てもらえたのに、こんなおじさんで申し訳ない」

「何を言っているんですか、ウォルターはいつでもカッコイイです」

　拳を握って力説する。

「みんなにもまた会えて、嬉しいです」

　顔を上げた深月を、ウォルターはじっと見ていた。

　見られ過ぎて自分の身体に穴が空くのではと心配になる。視線に耐えきれなくなって、立ち上がった。

「す、すごい部屋ですね、うちなんて居間の半分で収まりますよ！」

　せっかくなので客室を探検させてもらうことにする。

　衣装をしまう部屋や、従者用の小部屋、小さいが浴槽のあるお風呂もついていて、扉を開ける度に物珍しい内装を見て歓声をあげた。そんな様子を後ろについたウォルターが嬉しそうに眺めていて、どうにも落ち着かない。

　そして一番奥のドアを開けると、天蓋付きの大きなベッドが置かれていた。

　それを見ていると後ろから手が伸びてきて、抱きすくめられた。手が形を確かめるように服の上から身体の線をなぞる。

「ん、……」

　振り仰いだところで口付けられて、それだけで力が抜けてしまう。

　背中に手が滑る。あおるような手つきと、間近にあるウォルターの匂いに快楽を覚えた身体が反応した。

「あ、あの」

　戸惑いながら声を出すと、ウォルターが息を吐いた。

「……実は、犬になる魔法がまだ解けてなくて」

「確かにそうでしたね、良かっ……げほげほ」

　思わず本音が出そうになって、咳払いする。彼にとっては良いことではないだろう。

「姫と熱を交わすと……その魔法が薄まるみたいなのですが」

　ウォルターが深月の手を取ってそこに口付けた。

「……そ、そうなんですか？　確かにあの朝も犬耳がなかったような……」

「ええ」

　しどろもどろで答えるとウォルターがうなずいた。

　つまりあの行為をもう一度すれば、困る事もなくなるだろうか。

（いいの、かな……でもどうせもうしているし……！）

　一回も二回も同じことだ。……多分。

「……仕方ないですね。ウォルターさんのためならいいですよ」

　これは人助けだ。だってびっくりするだけであんなふうに変わって、大変だから。そう言い訳する。

「ありがとうございます」

　ウォルターは目を細めた。

　重さを感じさせない動作で抱き上げられ、後ろ手に寝室のドアを閉められる。がちゃんと錠をかける音がやけに大きく響いた。

「か、鍵？」

「気にせず」

　きっぱりと言ったウォルターは深月をベッドに下ろした。

　見つめ合って、どちらともなく口付ける。始めは触れるだけだったのが段々深くなって、舌が絡んだ。

　口付けながらゆっくりと、寝間着の上からウォルターが深月の身体を撫でた。

　輪郭を確かめるような手つきはいたわるものだが、キスをしながら息が上がってくる。

（……ぁ────）

　体内に熱が入っていた時よりもやわらかな快感だが、ぴくんと身体が跳ねた。

（バレてない、よね……？）

　口が離れたが、恥ずかしくて顔が見られない。

　その間もウォルターは頬や首筋に口付けを落としている。

「姫の身体はどこもやわらかいです」

　壊れ物に触れるようにウォルターが寝間着の上から胸の膨らみに手を置く。すぐに立ち上がった頂を指でひっかけられると、もどかしい気持ちになった。

「ひゃ、あ……っ」

　首元に顔を近づけられて、胸を弄られると変な声が出る。それに笑って、ウォルターは深月の髪に口付けし性急な手を足の間に差し入れた。

「や、……そこ、は」

　敏感な蕾を指の腹でこすられ、割れ目に指を這わされてすぐに蜜があふれてくる。

　もどかしげに中に指が入ってきた。時間が経って閉じた中は狭くて、ウォルターの指一関節分だけでも苦しい。

　汗で濡れた髪が肌にはりつく。

「……俺以外、誰も入れていませんね？」

「ん……っ」

　こくこくうなずくと、返答に目を細めた彼は一度指を抜いた。

　ほっとしたところで彼が髪をかき上げて暑そうに服を脱ぐ。相変わらず目の保養になる上半身を前に思わず胸が高鳴った。

　そのまま大きな身体にのしかかられて、口付けをしながら中を探られる。違和感と痛みを誤魔化そうとウォルターの首に手を回して深いキスをねだった。

「……っん、う」

　ちゅくちゅくと水音が大きくなる。少しずつ埋まっていく指が恥ずかしくてキスに集中している間に、下着が外されている事に気づいた。

　すっかり濡れたそこが外気に触れてひやりとする。そこで指を抜いて不意に身体を起こしたウォルターが、身を屈めて熱い舌でべろりと割れ目をなぞった。

「……ぁ、っん、それ、やだ！」

「解さないと入らないでしょう」

「しゃべら……ぁあっ」

　いつまでも慣れないその行為に深月の呼吸が荒くなる。灯る熱はすぐに大きくなって、ウィルターの少しの刺激で身体がびくびくと跳ねた。

「うぉるた、……もう、いい、……からぁ」

　半泣きになって拒絶するのに、彼は顔を離してくれない。それどころかさらに鼻をお腹に押しつけるように中に入ってくる。

「っは、んん……あ、あっ……」

　抵抗も封じられてあの達する感覚が近いことを知る。強い快楽の渦に抵抗できず背を反らせて深月は喘いだ。

「いっちゃ、いっちゃう、……っ」

　そこでウォルターがようやく舌を抜いてくれた。ほっとしたところで、彼は膨らんだ蕾をゆっくりと舐めた。

「あ、ああ、あ……っ」

　限界を迎えていた身体は最後の一押しに素直に反応した。

　がくがくと身体が震える間にウォルターが指を再び挿入した。濡れた中は先ほどよりも奥へと侵入を許し、それをくわえこんだまま深月は果てる。

「あ、あ────……」

　その間も奥をこすられて、快楽が長く続く。

「や、うぉる、待って」

　上手く息が吸えずに、舌足らずで懇願する。それを宥めるように頭を撫でながら、彼は指を動かした。

「や、イって……っやだぁ……あ、あ」

「姫、力を抜いて。指が動かせません」

「ふっ、うう」

　飲み込みきれない唾液が口の端から滴るのを舐めとられる。

　奥を探る指はそのままに、ウォルターが深月の身体に舌を這わせた。その中で、無意識にびくりと震えたところを強く吸って赤い痣を残していく。首筋や、胸元にいくつも花が咲くように痣が増えていった。

　何度も達して慣らされた入口からようやく指が抜かれたのは、どれくらい経ってからか。濡れた指を愛おしそうに舐めたウォルターは息を吐いてズボンの前をくつろげた。

　いつか見た凶悪とも言える雄茎。その先端を押しつけられた。

「ん、……っ」

　やはり二回目でも苦しい。

　雄が埋まっていく痛みに深月が喘ぐ。先ほど痣のついた首筋に口付けながら揺さぶられて、とろとろに解けた内壁と硬い屹立が擦れ合いながらどんどん深くつながる。

「は、……あ」

　ウォルターが彼女の橫腹を支えていてシーツから腰が浮く。足の力ももう入らないのに熱杭は奥へ奥へと入って来た。

「ぎゅって、して……あ、ああ」

　ねだると、逞しい腕が抱きしめてくれた。距離が近づいた分さらに侵入する熱に彼女は唇を振るわせた。

「や、ふか……ぁ」

　生理的な涙がぼろぼろと頬を落ちる。

　身体が熱い。前よりも深くウォルターを受け入れている気がした。

「……入りましたね」

　ようやく全部が埋まって、ウォルターが長く息を吐いた。

「どこか痛いところは？」

「……大丈夫……」

　息も絶え絶えに答える。ちらりと視線を向ければ本当にあの大きさがおさまっていた。下生え同士が擦れるほど近い。

　彼は呼吸が整うまで待ってくれているようで、それ以上は無理に動く気配はない。

　その代わりに。

「ひゃ……っ」

　ウォルターが深月の耳を舐めた。

　ゆっくりと外側をなぞるように触れる舌が敏感な器官を刺激する。受け入れたままそこを舐られると、勝手に身体が跳ねた。

　直接的な刺激ではないのがむしろ熱を押し上げた。

「んっ……それ、だめ……」

　腕の中でずっとそこだけを舐められるとおかしくなりそうだ。

　つながっている奥が濡れてきているのが自分でもわかって、もぞりと足を動かした。

（う、うう）

「は、……」

　時折水音と一緒に低い声が耳をくすぐる。脳を直接揺らすその甘い吐息にどうしたらいいのかわからない。

「うぉるた、もう、そろそろ」

　ぴちゃぴちゃとわざとらしく水音をさせるウォルターにせがむ。

　中は十分に馴染んでいて押し入られた痛みはもうない。達することのない、なまぬるい快楽を与えられ続けた熱が下腹部にたまり、頭が変になりそうだ。

「どうして欲しいですか？」

「……」

　まだ舐められる音が聞こえる気がする。頬の火照りもなかなか引いていかない。

「ゆさぶって、ひどくしていい、から」

「はい」

　微笑んだウォルターが深月の腰を掴む。

「ふぁ……っあぁ……」

　途端に突き上げられて声が出た。

「ん、う……ひあ、あ」

　力の入らない深月を支えたウォルターは、彼女をあやすように涙を舐め取りながら腰を動かした。

　入り口近くを擦っていたかと思うと奥まで入ってくる。そのたびにぞくぞくと快楽が背中を駆けあがった。

　何度も小さな絶頂が来て奥を締めつける。

　深月はウォルターの手をとって頬にすり寄せた。

「きもち、い……っあ、う」

「そういうことを……っ」

　中のものが一層大きくなった気がした。

　触れあう熱は苦しいほどで、限界まで来ていた深月は快楽に逆らわず背を反らせた。

「……ん、う……────」

　達して屹立を何度も締め上げる。

「……っぐ、く」

　ウォルターは息をつめてそのうねりに耐えた。

　中に入った剛直はそのままに、彼はくたりとシーツに沈んだ深月を労うように頭を撫でた。

（……我慢、しなくていいのに……）

　どこまでも優しいウォルターは余裕がある感じがする。

（気持ちよく、ないのかな）

　表向き、彼はいつも通りだ。

　深月ばかりが余裕をなくしてしまうから、加減をしてくれているのはよくわかった。

　大きなウォルターの熱は受け入れるだけでも大変だ。けれど、彼に報いたい。

「ウォルターの好きにして、いいよ……もっとひどくしても……」

「……」

　わずかに目を見開いたウォルターが微笑む。

「では、少しだけ」

　大きな手が腰を掴んだ。驚いて見上げた深月を見下ろして、ウォルターは唇を舐めた。
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「ひ、ぁっ」

　華奢な腰を持って揺さぶる。

　綺麗な黒い髪を乱して彼女が喘いだ。弱いところを何度も擦られて逃げようとする身体を押さえつけ、ウォルターは腰を動かした。

「え、ぅ……や、っあ」

　先程までのただ甘いだけの行為ではない激しさに、混乱するように緑色の瞳が揺れた。

　それは幼い頃から彼の心を掴んで離さない色だ。

　ウォルターの唯一。

「……あ……っ、あぁ……っ」

　肌を合わせて口付けては舌をからませた。わざと彼女のいいところをこすりつけるように熱を打ち付ければ、彼女の呼吸が乱れる。

　何度も繰り返すとすぐに声が甘くなる。先ほどより深い結合にその背が反った。

　ウォルターのものを美味そうに飲み込んで、乱れる彼女の姿はこちらに帰ってからも何度も夢に見た。その度に飛び起きては処理をしないといけないほど。

　誰よりも大事な姫、そしてあちらの世界でウォルターを助けてくれた恩人、二人が同一人物で、しかも自分はすでに彼女と身体を繋げていて。

　どこまでもお人好しな主人を前にウォルターは舌なめずりをした。

（そんなに簡単に、許しては駄目ですよ）

　かけられた魔法薬の効果はまだ残ってはいる。だがウォルターには十分コントロールできる範囲で、よほど不測の事態でなければ対処は出来る。

　なのに困っていると嘘をついた。優しい彼女はきっとウォルターのおねだりにうなずいてくれると分かっていた。

　二十年経って神聖化された存在を改めて穢すのに躊躇がないかと言われると嘘になるけれど、彼女と交わした熱は、そんな理性など溶けてしまうほど気持ちがよかった。

　黒曜石のような黒色も綺麗だったが、今は鮮やかな緑色の瞳。ずっと焦がれていたそれが目の前にある。

　彼女と結ばれるなどと思ったこともなかった。ただ仕えるべき主で、無事な姿さえみられたらそれで──だが本当にそうだろうか。

　もっと奥のドロドロした部分では彼女を欲していたのでは。

　可愛い姫に、大事な主君にあれだけ誘われていたのかと思えばもっと早く応じるべきだったと思う。せき止めていた気持ちがとどめようもなく身体を動かした。

　可愛い。食べてしまいたい、もっと揺さぶりたい。中に出したい、気持ちが良い。可愛いかわいいかわいい。もっと。

「や、やぁ……っいっちゃ、あ……」

　肌を薄ピンクに染めて荒く息を吐くのを眺めながら、余韻を残すようにゆっくりと楔を引いて、一気に腰を打ち込んだ。

「────っ」

　華奢な彼女がウォルターを受け入れる負担はわかっている。力の加減は必要だ。彼の頬にも汗が伝う。

「うぉ、るた……待っ」

　白い肌にいくつも鬱血の跡をつけた彼女が目からぽろぽろと涙をこぼした。

　勿体なくてやわらかい頬に舌を這わせてそれを全て舐めとる。

　シーツに手を縫い付けてその華奢な身体を閉じ込めた。

　もう失わないように。

「待っ、だめ、ぇ」

　か細く鳴いた彼女が身体を震わせる。

　奥がウォルターをぎゅうぎゅうに締め上げて──。

「う、ぐ」

　ずっと彼女の中で我慢を強いてきた熱は一度箍が外れると止めようもなく、欲望がそのまま溢れ出していった。

「ん、っ……あ──」

「──姫」

　小さく反応した深月を抱きしめて、本能のまま身体を震わせる。

　他の男に渡すのはごめんだ。中に吐き出される醜い欲望を知ったのか、深月の身体がピクンと跳ねた。

「……」

　くたりと身体を預けた深月から身体を離す。まだ中にいたいと主張するそれをなだめすかして熱を抜けば、こぽりと白濁が彼女の太ももを流れた。
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　深月が次に目を覚ますと朝になっていた。

　広いベッドで裸のまま、ウォルターと抱き合っている。

（……抱かれた翌朝に、ウォルターがいる……）

　まだ早朝だがすでに日は昇っていた。なんだか新鮮な気持ちでそちらを見る。

　太い腕が背中に回り彼の肌の温もりが直接伝わって来て、その安心感に息を吐いた。

　──どうしよう、すごく、好きだ。

　寝ている彼に擦り寄る。

（耳としっぽ、もう出ないんだよね）

　その為の『治療』だったのだから。

　人間のウォルターと一つ屋根の下にいたというのが現実とすると、あんなことやそんなことがあったと感慨深い。未練がましく彼の頭をよしよしと撫でていると、不意に髪とは違うやわらかな感触が手に伝わった。

「！」

　そこにあるのはもう見慣れた犬耳だ。シーツの下でパサパサと空気を揺らす音もした。しっぽも生やしている。

「……騙しましたね」

「何がですか」

　いつから起きていたのか、ちらりと彼が眼を開けた。

「魔法が残っているとか、治療とか」

　ぽかぽか殴ると、ウォルターは笑いながらあっさりその手を取った。

「嘘じゃないです。ただ薬と妙に相性が良くて、馴染んでいるだけで……」

「やっぱり騙したんじゃないですか！」

「……そう言えば、姫なら抱かせてくれるかと」

　図星をさされて深月が頬を膨らませる。

「もう知りません」

「犬になる俺は嫌いですか？」

　手を取られて、ウォルターの頭に乗せられる。

　本気で心配したのに、という腹立たしさはその感触にあっさり崩れてしまう。犬のウォルターが好きか嫌いかなんて……。

「大好きです！」

「……それはそれで複雑なような……」

　ウォルターが言って身体を起こした。

　昨日脱ぎ捨てた彼のシャツがベッドに落ちていて、それを彼は深月に着せてくれる。ボタンをとめながら彼は言った。

「まぁでも言っていただければいつでも。団長もやめるし、対外的なものを気にする必要もなくなるでしょう」

「……やっぱり、やめるんですか」

　聞けば顔を上げた彼は苦笑した。

「団長の職にあって一ヶ月以上の不在です。貴族連中からは結構やり玉にあげられてまして」

「でもそれは」

「いいんです。元々分不相応だし、前から潮時と思っていました。これからは姫の専属に……ああでも、それさえも叶わないかな」

　考え込んでいるウォルターを見る。

　騎士団で、彼が怖がられながらも部下に慕われている姿を見た。

　深月のせいで犬の姿になってしまった時、四方八方から押し寄せてきて危うく潰されるところだったのだ。気絶した彼をネグリの部屋に運ぶ役も、じゃんけんをして決めたくらいで──。

「あの」

「ん？」

「私、しばらくここの屋敷にいては駄目ですか？」

「……それは」

「もちろん王族としての仕事もちゃんとします」

　国に戻ったのなら、それが当然だ。

　だが深月にとって王宮は寒くて寂しいところで……それでも明るくいられたのは乳母や侍従がいてくれたからだ。そしてその全員は今、この屋敷にいる。

　そしてウォルターも。

（……どうにか、できないかな）

　ウォルターのところに送り出してくれたのはきっと兄なりの考えがあるはずだ。

「あ、料理も掃除もしますよ。洗濯……はちょっとやってみないとわからないですが」

　電化製品はもちろんない。けれどなんとかなるだろう。真面目さだけは取り柄と自認している。

　手の先まで隠れてしまうほどのシャツを腕まくりして笑うと、ウォルターが彼女の足に手を置いた。

「……してほしいことなら」

「っ」

　裾から意志を持って侵入した指が、奥を探る。すっかりやわらかくなったそこは簡単にウォルターを受け入れた。

「あ……待っ」

　途端にまたあのゾクゾクした感覚がわき上がった。昨晩達しすぎて刺激に弱くなっている身体には辛い。荒く息を上げながらなんとか身体を離そうとすると。

「もう一回、いいですか？」

　捨てられた子犬のような声で言いながら、ウォルターは深月をベッドにそっと倒した。

　わずかに身じろぎすると、とろりと奥から液がこぼれる。

　与えられる快楽を期待している自分を自覚する。まるでさかった獣だ。

「……うん」

　小さくうなずいて、深月は彼の首に手を回した。








　六章　世界の行き来









　目の前に浮かんだ水の球に深月は目をぱちくりした。

「うわぁ……！」

　何度か失敗した後の成功で感動もひとしおだ。

　ウォルターの家の客間で、訪れたネグリに魔法を教わっているところだった。

　机にこぼした水を指ですくい上げると、いつかウォルターが見せてくれたように目の前に水の球が浮く。

「そう、次は力の向きを変えて」

「はい……あ」

　調節は難しい。気を抜くとすぐに水は元の形になって、机に落ちてしまう。

　だが以前聞いた【構成物】の動かしやすさを少し理解する。何度も繰り返せばわずかながら幼い頃の記憶も戻ってきた。

　とはいえまともな訓練も受けないまま向こうの世界に行ったので、知識はないに等しい。

「なかなかうまくいきませんね」

「上等上等」

　はっはっはとネグリは笑って、テーブルの向こうから身体を乗り出した。

「ウォルターのねちっこい魔力がいい感じに身体を回ってますね。いいなぁ、ちょっと分けてもらえませんか」

　そう。もともと魔力がほとんどない深月である。

　今使っているのは、肌を重ねてうつったウォルターの魔力だ。ふわふわした感覚が身体の中に巡って、このまま飛んでしまえそう。

「これ、分けられるんですか？」

「ちょっと私にキスしてくれたら」

「おい」

　ウォルターがネグリの頭に紙のボールを投げた。

　窓辺で書類仕事をしていた彼は、じろりと同僚を睨んだ。

「姫に近づくな。淫乱魔術師」

「なんだよ、折角来てあげたのに！」

　否定はしないのか、と心の中でツッコミを入れる。

「すみませんお忙しいのに」

「ああ、いいのいいの。じゃあ実際にやってみましょう」

　ネグリはそう言って、深月の瞳を覗き込んだ。

「はぁ、やっぱり綺麗な色ですねぇ。ほじくりだして飾りたいくらい」

　彼女の研究室にあった標本を思い出して怯んだ深月に、冗談だよと彼女は笑う。

「目をつむって、瞳に黒い色を投影してください」

　言われるままに目を閉じる。

　黒い絵の具、夜空そういうものを思い描いて、そっとまぶたを持ち上げた。うなずいたネグリに差し出された鏡を見ると、確かに黒く戻っていてほっとする。

「これで外も歩けますね」

「助かりました。ありがとうございます」

「……っ！」

　いつの間にか近づいて、深月を見たウォルターの頭にぴょこんと犬耳が生えた。

「そ、そんなに驚かなくても」

「いえこれは……姫、記憶はありますか大丈夫ですか」

「あ、はい、目の色を変えただけなので」

　すごく心配性の忠犬を見る。

　ウォルターは何か言いたそうにしつつ、無言で自分の頭を撫でた。途端に耳は消える。

「諦めろよウォルター、あの瞳じゃ目立ちすぎる」

「そうだが……」

　行方不明の姫のことは、ほとんどの者がもう見つかるのを諦めている。今さら、戻ったと公表を急ぐこともないと兄から連絡が来た。

　けれど似顔絵も出回っているため、せめて目の色を変えないと屋敷から出られない。

　ウォルターは見て覚えろ派で人に教えるのが不得手なのと、色を変える術を深月が覚えるのをしぶったため、ネグリにご教授願ったのだ。

「さ、じゃあ出掛けましょうか」

　魔術士はそう言って、深月の手を引いた。







　王都を囲む城壁から出て、近くの丘まで皆で遠駆けに出る。

　連れはウォルターとネグリ、数人の騎士だ。大きな門を出た途端に広がるのは、どこまでも続く丘陵地。ウォルターが操る馬の前に乗った深月は、横乗りになって彼の胸に体を預けてしがみついていた。

　馬にはあまり乗ったことがないが、両側に伸びる逞しい腕が支えてくれるので落ちる心配はない。ウォルターの馬捌きは見事で、結構なスピードが出ているのに揺れもほとんど感じなかった。

　風でなびくマントと髪を押さえながら、深月は通り過ぎていく景色に歓声を上げた。

「ウォルター、あれはなんですか!?」

　途中、見たことのない動物の群に出くわす。羊のようにも見えるが、もこもこの毛は金色である。

　スピードを落としたウォルターがそちらを眺めた。

「金きん羊ようですね」

「あの毛皮……もしかして全部金？」

「金糸になります。金属とはまた違う素材ですけれど」

「へぇ」

　庶民的な感覚として高そうな羊だと思ったが、柵で囲むわけでもなく草地でのんびりとしている。近くにいる牧童は座り込んで歌っていた。

「平和ですねぇ」

「そうですね」

　振り仰ぐとウォルターがこちらを見た。その嬉しそうな顔としっかり目が合って、何となく気恥ずかしくて視線を逸らした。

　のんびりと街道を進む。

　あたたかい陽気の中、草や花が風に揺れていた。いつも着ている鎧ではなく軽装の一行に、行商の馬車も特に反応せずすれ違っていく。

　目的地である丘の一本木まではすぐだ。大樹が大きく枝を伸ばすそこで、手早く布を敷いたウォルターがお茶やお菓子を準備した。

　深月はあらかじめ屋敷で切ってきたアップルパイをネグリに差し出した。

「よかったらどうぞ。リンゴが安かったので作ってみたんですけど」

「これ、エルフリーデ様の手作り？」

「……一人一切れだからな」

　じっと恨めしそうにウォルターがネグリを見る。

「それは、試作品で作った端からウォルターが食べるから言っただけです」

「ぐっ」

「これ、騎士の皆さんにも……」

　ウォルター以外の騎士は邪魔にならない程度に離れて、周囲を警戒してくれている。人数分をお皿に載せるとそれをウォルターが取り上げた。

「俺が渡してきます。姫はゆっくりしてください」

　深月に膝掛けをかけて去って行く。その様子を見ながら、二つ目のパイに手を伸ばしたネグリはにやにやと笑みを浮かべた。

「甲斐甲斐しいねぇ。日頃の狂犬っぷりを見ている部下が見たら、卒倒するんじゃないか」

「狂犬……なるほど……」

　深月はうめいた。普段は子犬がしっぽを振っているようにしか見えないが、確かに思い当たる節はある。

　屋敷に滞在して数日。ウォルターは仕事が終われば即座に帰って来て、夕食を食べるのもそこそこに深月をベッドに連れ込んでいた。

　流されてはいけないと思いつつ、乞われれば強く否が言えない深月は気絶するまで貪られる。翌朝、ほとんどベッドから出られず抱き潰されている彼女と、スッキリした顔のウォルターを見る使用人たちの視線は怖い。

　ロトカからは「去勢しますか」と真顔で聞かれた。

　というわけでウォルターの威厳を守るためにも、こうして外に出たのだが。

「いやぁここは本当にいい国だねぇ、あちこち放浪したけど性に合ってる」

　ネグリが伸びをして草むらに横になった。そのまま行儀悪くパイをほおばる。

「ネグリさんは、いつから騎士団に？」

「あなたがいなくなって少ししてからだよ。陛下に、君を探して欲しいと雇われたんだ。魔術顧問なんて新しい役職まで付けてさ」

「……」

　もし幼い頃にネグリがそばにいてくれたら、向こうの世界に行くこともなかったのだろうか。もしくは、飛ばされてもすぐに戻ることが出来たのか。

　だが今ここでそれを聞くのは意味がないだろう。すでに時間は過ぎ去った。

　そして、向こうの生活は大変だったけど悪い事ばかりでもなかった。

（大家さん、心配してるかな……）

　ふとしたときに思い出すのはお世話になった彼女のこと。

　すべてをそのまま置いてきてしまったから、帰ってこない深月のことを探してくれているのではないだろうか。

　丘からは王都が見えた。先ほどの金羊の群も。

　日本とは何もかもが違う世界を前に、深月は口を開いた。

「……向こうには、もう戻ることはできないんですよね？」

「え？」

「いえ、聞いてみただけで」

　慌てて誤魔化すと、ネグリが起き上がった。

　眼鏡の奥の眼が、鋭く光る。

「……あるって言ったらどうします？」

　少し、ひやりとした汗が背中を流れる。

（……帰れる）

　その言葉に動揺した。

　できないと言われたほうがよかったと考えていた自分の弱さを知る。

　ネグリがもうひとつパイを取り上げた。

「あなたは元々こちらの世界の人間ですけど、向こうに身体が馴染んでまだ道が繋がってる状態なので」

「そんなことがありえるのですか？」

「前例のない、とても面白い検体ですね。すみずみまで調べたいくらいです」

「はぁ」

「ただ、向こうに戻ったらもう帰ってこられないかもしれません。ウォルターのときと同様に渡りにはそれなりの魔力が要りまして。あちらの世界に渡れたとして、帰ってくる燃料が足りないんです」

　チチッと鳥が地面に下りてきて、ネグリが落としたパイの欠片をついばむ。

　それを眺めた彼女はボサボサの金髪を掻いた。

「向こうの世界に戻りたいんですか？　まぁ記憶を取り戻したのが最近だから無理もないかもしれませんが」

「そうではないのですけど……」

　こちらの世界に戻ってこられて嬉しい。だけど同時に、いつも焦燥感があった。

　大事な事を見落としているような、もうすべて忘れた方がいいような。

　ウォルターと兄のことを考えなければならないのに、宙ぶらりんなのはそのせいだ。

「そうだ、動物の種は向こうと違いはあります？」

　話題を変えるようにネグリに聞かれて、深月も鳥を見た。

「一緒です……犬とか猫とか……でも、こっちにはいて向こうにいない獣もいますね。さっきの羊とか」

「なるほど、魔獣系ですね」

　ネグリが笑った。

「色々向こうの話を聞かせてください。鉱石越しではあまり話せなかったですから」

「向こうの技術とネグリさんの魔術が融合すると、すごいことになりそうです……。あ、でももうウォルターを実験に使っては駄目ですよ」

「気をつけます」

　そこまで言って、二人で顔を見合わせてくすくす笑う。

「……姫、私が大事にしてる魔術の法則を教えましょうか」

「？」

「一回なら偶然だけど、二回目は必然なんですよ」

　謎めいた言葉に眼をしばたたかせると、ネグリが持参した袋の口を開いた。

「そういえば、陛下から預かりものが」

「これは……！」

　袋から取り出されたのはこの国の歴史や作法の本だ。

　一冊一冊が妙にぶあつい。

「姫が戻られた祝賀会もそのうち開くそうなので、そのためのお勉強らしいです」

　恐る恐る、手にとってめくってみる。なんとか文字の読み方は覚えているがこれは読むだけでも時間がかかりそうだ。

「それと、ダンスは覚えているか、と」

「忘れていますね……」

　なにせ十三年前の記憶だ。

（ダンス……ステップ……）

　ふとそこで、目の前に映像が浮かんだ。

　まばゆい大広間で皆が踊っているところ。深月は紫色のドレスを着て、兄エリックの隣にいて大勢の人と挨拶を交わしている。

　部屋の中には騎士団長姿のウォルターもいて、目が合って手を振って──。

「エルフリーデ様？」

　ネグリの声にまばたきをするとその光景は一瞬で立ち消えた。

（……今の）

　予知だ。その感覚はひさしぶりだけれど、とても懐かしいのもの。

「あ、忠犬団長が帰って来ましたよ」

　ネグリの声に慌てて顔を上げる。だが深月には一瞬彼がどこにいるかわからなかった。

　何故かウォルターが犬の姿になっていたからだ。大きな犬がずんずん近づいてきて鳥が慌てたように飛び立つ。

　のそりと戻ってきた犬の姿のウォルターは大きな身体で深月を包み込むようにして伏せをした。鼻先を深月の膝に乗せる。

「……撫で回していいんですね!?」

「ガウ」

　犬のウォルターが満足げにうなずく。

「～～幸せです！」

「うわ、この男そういうことをしちゃう」

　深月は本能のままウォルターの毛皮に顔を埋めて思う存分もふった。

「ネグリさんは最高の魔術師ですね！」

「え～そう言ってもらえると嬉しいけど～、今度同じ薬かぶってみます？」

「それはいいです」

　深月はきっぱり断った。
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「ダンス、ですか？」

　遠駆けから戻ってきて、ウォルターが本を抱える深月に聞く。もちろんその姿はすでに人間のものだ。

　予知を見たことは言っていない。内容はとてもありふれたものだが、力が戻ったと言えば心配するだろうと思ったからだ。

「ステップも忘れてしまっていて」

　一人で踊ってみるが、なかなかうまくいかない。

　その様子を見ていたウォルターが微笑む。手を差し出された。

　お手のように深月が手を乗せると、急に体を抱き寄せられた。

「きゃっ」

　びっくりしたが、そのままウォルターが深月の手を持ち上げて、腰に手を置いた。動き出した彼について足が自然に歩を進める。

　ふわりとスカートを翻し、無音のまま二人で踊る。

　一通りの動作が終わって、ウォルターは胸に手を置いて礼をし、深月もスカートの裾を摘んで膝を折った。

「……ウォルター、踊れるのですね」

「爵位をいただいた時に覚え込まされました。動作は覚えているみたいだから、焦らなくても大丈夫ですよ」

　大きな手で頭を撫でられた。誉められて素直に嬉しく、深月は頬を緩ませた。

「じゃあ、今度は曲をつけて……」

　深月が部屋に備え付けられている蓄音機に近づこうとすると、ぐっと腰を引かれた。振り返ればすでにウォルターの腕の中で、彼の手がするりと頬に触れる。

（あ）

　この雰囲気はまずいと直感する。そのまま顔が近づいて──深月は彼の唇に手を置いた。

「待って下さい」

「駄目ですか？」

　わかりやすくウォルターの眉が下がる。

「だ、駄目じゃないんですけど……まだ身体を、洗っていません」

「別にそれは気にしませんが」

「気にして下さい！」

　それだけは譲れない。遠出帰りだ。

「姫の汗の香りも素敵ですよ」

「～～駄目です、待って！」

　早々に首筋に鼻を埋めるウォルターを引きはがすと、彼は何か考える表情になった。

「……そうだ」

　小さく呟くと深月を抱き上げる。そのまま重さを感じさせない様子で、二人で客室備え付けの風呂場に入った。

　ウォルターが服を脱ぐ。相変わらず惚れ惚れするほどいい身体の彼は腰にタオルを巻いて深月の服も素早く脱がしてしまった。

　椅子に座らせると、思ったより優しい手つきで深月の髪をすすいだ。

　そして手で石鹸を泡立てた彼が直接それで体を洗う。海綿などではなく直に肌を滑られると妙にくすぐったい。

「じ、自分で」

「初めて会った時は俺が洗われたので、お返しです」

「あ、あれは……！」

「しかも下着姿で胸を押しつけられて、俺がどれだけ困ったか」

「う、う」

　あの時固まっていたウォルターの気持ちがようやくわかった。

　手が胸やお腹を滑る。煽るような手つきに初めは抵抗したが、そのうち諦めた。

　後ろから抱え込むようにして足の指の間まで丁寧に洗われてしまえば全部どうでもよくなるというものだ。

　そのまま溺れてしまいそうな愛情に浸かりながら、深月は少しだけ彼に身を寄せて、その頬に口付けた。
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　メイド達が見守る中、深月は大きく深い桶に入れた洗濯物を前に手をかざした。

「じゃあいくね」

　洗濯機よろしく水と洗剤とシーツなどを入れて魔力でぐるぐる回してみる。見慣れないその方法に、まだ若い使用人たちが驚きの声をあげた。

　その日、深月はメイドたちと一緒に中庭で洗濯をしていた。

　洗ったものをみんなで絞って、日当たりのいいところに干す。

「いい天気ですねエルフリーデ様」

「そうね」

　日本と違ってからりとしているから、すぐに乾いてしまいそうだ。

　そこへ、メイド長のロトカが肩をいからせてやってきた。

「エルフィ、何してるんですか！」

「お、お世話になっているのに申し訳なくて……あ、ロトカ、お菓子でも食べない？　クッキー作ったの」

　わーいとみんなが手を上げる。

「こら！　あなたたち仕事が終わってから！」

　まだ礼儀作法に慣れていないメイドたちをそれぞれの役割に割り振って、ロトカは息を吐いた。

「毎日勉強に旦那様のお世話に疲れているでしょう、たまにはゆっくりしてください」

　背中を押されて部屋に戻されてしまった。未練がましく窓から中庭を見ると、明るい日差しの中で皆が楽しそうに花壇に花を植えているのが見えた。

　その様子に、アパートの周りを花でいっぱいにしていた大家さんのことを思い浮かべる。

（そうだ）

　鏡台の引き出しを開けた。

　中にはワンピースとカーディガン、耳飾りと携帯電話が入っている。鞄は叔父の家に置き忘れてきてしまったので、この世界に持ってきたのはこれだけだ。

　携帯は充電が切れて電源をいれてももちろん反応はない。

　ひとつ、考えていたことを試してみる。

　指先で魔力をごく小さな電気に変える。それを携帯の充電口に押しつけた。

　指が充電器、深月自身が発電機のイメージで力を送り続けていると、全く予告なくぱっと画面がついた。

　その瞬間、殺到した着信履歴と通知に驚いていると音が鳴った。

　表示を見ると、大家さんからだ。

（でも電波が）

　表示には一つだけ電波が立っていて、首を傾げつつ通話ボタンを押す。

「もしもし」

『あぁ深月ちゃん!?　よかった、繋がって』

　オロオロした声が聞こえてきた。

『今どこにいるの？　桃城さんっていう会社の方も連絡が取れないって様子を見に来ていたわ』

「すみません、ご心配をかけて」

　こちらと向こうの時間の感覚的に、いなくなったのは五日くらいだろうか。

「……お父さんたちに引き取られる前のところにいて」

　まさか異世界とは言えない。

　奇跡的に繋がった電波は安定していないのか、声は大きくなったり小さくなったり、時折ノイズが混じったりする。いつ切れてもおかしくない。

　そこで大家さんの声が震えた。

『もう私どうしたらいいか……』

「何かあったんですか？」

『深月ちゃんの叔父さんが来てね』

　叔父も心配しているだろう。そう思ったのだが。

『このまま深月ちゃんが失踪して戻らないようなら、何か隠しているはずだから私を訴えるって……』

「そんな！　大家さんは関係ないです、ちゃんと話しますので……っ熱」

　急に携帯が熱くなって持っていられなくなり思わず手を離す。鏡台の上に落ちたそれは、充電口から小さな火花を散らして煙を上げ──画面が完全にブラックアウトした。

「大家さん!?」

　もういちど耳をつけてみるが、もう何も聞こえなかった。

（どうしよう、帰らないと……！）

　帰る。その言葉にぎくりとした。

　ようやく本来の世界に戻ってきたのに？　そもそもどうやって。

　──ただ、向こうに戻ったらもう帰ってこられないかもしれません。

　ネグリの言う通りだとしたら、叔父に大家さんの誤解を解いたその後はどうなるだろう。三田坂とお見合いをしてそのまま結婚させられるかもしれないのに。

　それでもいても立ってもいられずに、部屋から飛びだした。

　パントリーにいた執事をつかまえる。

「エルフリーデ様、どうしましたか」

　走ってきた彼女をぎょっと見て、執事が聞いた。

「騎士団に、連絡はできますか？」

「旦那様ならもう帰って来ますよ」

「いえ、……魔術顧問のネグリさんに繋げてもらいたいんです」

　案内されたのは、耳飾りと同じ、金針が散る薄紅色の水晶を埋め込んだ通信機のある小部屋だ。

　執事がいろいろ操作してくれて、水晶に触れれば会話できると説明してくれる。

『はいはいなんだい？』

　耳に直接声が聞こえた瞬間、鉱石の中の金針が光った。

　なんだか懐かしいその光の反応を見て、深月は本題を切り出した。

「先日、丘で聞いた話の件ですが……お願いできませんか」

『前にも言いましたが、戻ってこられる保証はないんですよ。ウォルターの魔力を数年がかりで慣らしたらなんとか……』

「すぐじゃないと駄目なんです！」

　向こうの世界の方が時間の流れは遅いが、一年も二年も待っている余裕がない。

「すぐに帰りたくて……」

「姫？」

　声をかけられて顔を上げると、ウォルターが小部屋の入口にいた。

　気づけば外はもう夕暮れ時になっている。

「し、仕事は」

「今日はもう終わりました」

『どうかしました？』

「また連絡します」

　慌てて鉱石から手を離す。鉱石の光がすうっと消えた。

　それを見ていたウォルターが近づく。

　手が頬にかかり、いつものようにおかえりのキスをしかけて深月は顔を背けた。

「今日は、ちょっと」

　こんなことをしている場合ではないと心が急く。

　あれだけお世話になった大家さんが大変な事になっているのに。

「何かありましたか」

「いえ……」

　その瞬間、手を掴まれて身体を抱き上げられた。

「きゃっ」

「旦那様!?　お待ちを」

　執事の制止も押しのけてウォルターは無言で廊下を進み、深月は客室のベッドに投げ出される。

　上からのしかかるウォルターの身体は、いつもより大きく見えた。

「今、──何の話を？」

　薄暗い部屋の中、彼の表情は見えない。ただ瞳孔の開いた目だけが爛々と光っていた。

　怖い。

　初めてそう思った。そのまま喉を噛みちぎられそうな圧力に身体が動かない。それでも、言わなければならなかった。

「……私、向こうに戻ります」

「──何故」

　彼の顔が歪んだ。

　深月が何か言う前に彼が腕を掴んだ。真剣な顔で詰め寄られる。

「行かないでください」

「……っ」

　ふるふると首を振る。

「姫の世界はこちらでしょう。城に戻るのが嫌なら、ずっとここにいればいいです。何も心配することは」

「でも……」

　優しい彼はそう言ってくれると思っていた。

　ずっと深月を探し続けてくれた人。守られた巣の中はとても幸せで安心で。そして、大家さんのことを伝えればきっとなんとかしようとしてくれる。けれど。

　深月はウォルターを見上げた。

「……急にいなくなって心配させているから、きちんとお別れをしてきたいんです」

　こちらの世界の皆が大切なのと同じくらい、向こうの世界の皆も好きだから。

　それに、漠然と感じていた向こうの世界への心残りの理由が大家さんとの会話ではっきりした。

「このまま姿を消したら、ウォルターみたいに二十年も探させてしまうかもしれません」

　深月に会わなければきっと彼には別の道があったかもしれないのに。そう言ったらもっと怒るとわかるから口にはしないけれど。

　深月は手を伸ばして、大好きな人を抱きしめた。

「全部終わったら絶対またウォルターのところに帰ってきます」

「……帰ってこられる保証は……」

　一瞬だけ見た舞踏会の予知を思い出す。けれどそれは心に留めて、頼りになる魔術士から聞いた言葉を口にした。

「一度目は偶然でも、二度目は必然ですから」

　ウォルターとの出会いも偶然だった。それならきっとまた会える。

「……」

　じっと深月を見つめていたウォルターは、やがて大きく息を吐いた。

「俺の言うことなんてどうせ聞いてくれないんですね」

　そう言って彼女を抱き上げた。

　まだ怖い眼のままの彼が、首元に顔を埋める。

「ならせめて、向こうでも使えるように魔力を溜めていってください」
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「っ、ぁあ、や、っ……ぁ」

　獣のように四つん這いになって腰を揺さぶられて深月は喘いだ。

　もう何時間交わっているだろう。何度も中に出された白濁と愛液が混ざって、動く度にこぼれてくる。

　腕を掴まれて背中が反れば、さらに奥へと熱杭が押し入ってくる。結合部からは水音が響いて彼女の太ももをどちらのものかわからない液体が伝った。

「ひぁ……あ、あ、ああ」

　弱いところなどとっくに知られていて、胸の頂を摘まれながら揺さぶられるとすぐに息があがってくる。奥のいいところを何度も抉られて、足ががくがくと震えた。

「うぉる、も……っ」

　乱暴ともいえる動きにも、むしろ身体は反応した。果てが近くて喘ぐ。

「いいですよ、いつでも」

　振り仰げば唇が重なって舌が絡む。ゆっくりと舌先で表面を撫でられて唾液が口から滴った。逞しい身体が深月を押し潰す。接合部にも近い陰核を撫でられれば、奥が何度も収縮した。

「あっあ」

　両手を掴まれてベッドに縫い付けられ、揺さぶられて腰が跳ねた。

「苦し……っ」

「俺以外じゃ……満足できないくらいにしないと」

　ウォルターが耳元でささやいた。

「そんな、……っ」

　そんなことをしなくとも、ウォルター以外とこんな快楽を貪れると思わない。

　理性が飛びそうな激しい動きに、今までどれだけ手加減されていたのかを知る。そして、全身で深月を欲しいと言っているウォルターの熱情も。

「待っ、……だめ、やだ、ぁ」

「ああ、姫の中が熱くうねって」

　もうとっくに限界だった。すぐにでも達してしまいそうなのをなんとか堪える。けれどそんな努力を笑うように、文字通り手も足もでない深月の首筋をウォルターが舐め上げた。

「……────や、……あ」

　なんとか身体を離そうとするのに、むしろいいところを擦られる。もったいつけるように熱杭を奥に打ち込みながら指で陰核を撫でられて、呆気なく深月は果てた。

「や、っ、あ────」

「ふ……」

「……っんぅ、……あっ、ん、だめ……いって」

　余韻を感じる間もなく再びウォルターが動き出す。

　腰を掴む手は脇腹に食い込むほどで、ぎりぎりまで引き抜いた熱を何度も穿たれて深月は喉を振るわせた。ウォルターの形を覚えた中が、出て行こうとする動きにも反応してうねる。次いで一気に押し込まれた熱杭に深月は髪を乱して首を振った。

「や、っ、ほんと、に……っ待っ……も、じゅうぶ……、んぅ」

　ぼろぼろと泣きながら、腰を掴むウォルターの手を外そうとするが、渾身の力で抵抗してもびくともしない。それどころかさらに身を寄せてきた。

「は……ぁ」

　何度目かの絶頂の気配に深月はがくがくと震えた。四つん這いから仰向けに体勢が変えられ、汗で張り付く黒髪をそっとかきわけたウォルターが口付ける。

「姫、……」

「んっ」

　ゆるゆると入口まで引いた熱が一気に奥に入ってきて、子宮口を突かれて彼女は華奢な背中を反らした。もうとっくに体力の限界は過ぎていて、ウォルターの首に回す腕の力もない。

　それでも、惜しむように熱を交換する。

「ふ、う」

「我慢せず」

「や、……一緒、に」

　ぎゅうっと身体を寄せる。厚い胸板と深月の胸が触れあう。それすらも刺激になって奥が甘く疼いた。

「は、ぁ……っん、ん────」

　おねだりに呼応するように何度も腰を強く打ち付けられて、また身体の奥が収縮する。

「も、むり……ぃ」

「……っぐ」

　ウォルターが身体を震わせる。弓なりになった深月の身体を押さえつけて、彼は熱い飛沫を奥へと放った。

「あ、っあ、────」

　その感覚に深月は喘いだ。その長い酩酊の間も強く抱きしめられて、濡れた肌同士が、互いの境界線もわからなくなるくらいにくっつく。

「……は、……ぁ」

「……」

　止めていた息をようやく吐いたところで目が合った。心配そうな表情を隠さないのを見て、ウォルターのものを受け入れたまま深月はその身体に抱きついた。

「……我が儘言ってごめんなさい。すぐ帰って来ますから良い子で待っていてくださいね」
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　ネグリから話を通してもらって、帰る前に陛下に挨拶するつもりだった。

　正式にご挨拶を、と思ったが日本に帰る準備を終えたところで彼がウォルターの屋敷に来たことを知らされる。荷物を持ったネグリも一緒だ。

　騎士服姿のウォルターと一緒に客人を迎えた。

「……向こうの世界に戻るって？」

　エリックは静かにそう言った。

「はい」

　彼女は兄を見上げた。あまり良い思い出のない父王は深月が不在の間に崩御していた。せめて死に目には会いたかったとも思う。

　はぁ、と息を吐いてエリックが問う。

「戻って来られる見込みはあるの？」

「あまりありません」

　きっぱりと言うとウォルターは視線を逸らして、ネグリはくくっ、と肩を震わせた。

「でも、戻ってきます」

「ウォルターもそれでいいの？」

「……姫が言うなら、俺はそれに従うだけです」

「忠犬もここに極まってるね～」

　その様子を見ていたネグリが、魔方陣の描かれた紙を広げた。

「道は繋いでおいたから、踏むだけでいいよ」

「ありがとうございます、無茶なお願いを聞いていただいて」

「気にしなくていいよ。私は二回目の世界渡りができるか興味があるだけ……痛っ」

　ウォルターがネグリをこづく。

「……」

　塔で落ちたぽっかりと空いた暗い穴を思い出して深月はごくりと唾を飲み込む。そしてくるりと振り返って、腕組みをしたウォルターに口付けした。

「行ってきます！」

　そう言って、足を踏み出した。







　目の眩むような光が止んで、深月はそろりと目を開けた。

　今いるのは先ほどまでいたネグリの部屋ではなく、アパートの自分の部屋。無事に戻って来られたと知って、カーテンが閉まったままの部屋の中で座り込んだ。

「……はぁ」

　窓辺の写真、ぐるりと見渡せる持ち物、すべて深月のものだ。空気は向こうよりも重いがそれも慣れ親しんでいる。

　ウォルターに愛された、向こうの世界での数日間が夢だったようだ。指先をくるりと回してつむじ風を起こそうとして──魔力が勿体なくてやめた。

　もう戻れないかもしれないよ、というネグリの言葉がよぎって、首を振った。

「大丈夫！」

　声とともに耳飾りの片方を耳につけた。

　外で怒鳴り声が聞こえたのはその時だ。

「ええい、もう勘弁ならないね！　弁護士でも警察でも、どこでもつき出せばいいだろ！」

　叫んでいるのは大家さんだった。

　持っている箒を振り回して、彼女の倍ほどもある叔父に対面している。

「この……っ下手に出れば調子にのりやがって！」

「聞いたよ！　深月ちゃんの縁も切らせたくせに手のひら返して調子のいいことを言いおって、お天道様が許しても私が許さないからね！」

　ドアを開けた深月は、見たことのないその剣幕にぽかんとした。

「いいぞ～やれやれ～」

　アパート前でヤンキー座りでヤジを飛ばしているのは桃城だ。

　そして、部屋から出て来た深月を見て、彼女はうわぁと声を上げた。

「姫浦さんいつ帰ってたの～」

「えっと」

「深月ちゃん！　まぁまぁ」

　大家さんも箒を投げ出してやってくる。

「無事でよかったわ。電話ではごめんなさい、話は全部桃城さんから聞いたから」

「姫浦さん急に会社を辞めたからどうしたのかと思って、ダチに調べてもらったんだ～」

「辞めた？」

　無断欠勤でクビは覚悟していたが。

「それが、なんか姫浦さんの叔父さんっぽい人が勝手に退職届を出したみたいで～」

　桃城の言葉に叔父を見ると彼は誰かと携帯で話をしていた。

　通話を切ってネクタイを緩めた彼は、にこにこと深月に向き直る。

「帰っていたのかい。連絡が取れなくて大変だったんだぞ」

「……すみません。でも、退職届を出したってどういうことですか」

「三田坂さんの息子さんは同じ会社なんだ。連絡が取れない上に行方不明というのは、これから結婚を前提に付き合うのに外聞が悪いだろう。どちらにせよ仕事は辞めて欲しいと言っているから、良い機会じゃないか」

「はぁあ!?」

　瞬間沸騰した桃城を落ち着かせて、深月は息を吸い込んだ。

「そのお話なんですけど……お断りさせていただけませんか」

　にこにことお面のように張り付いていた叔父の笑顔が止まる。

　そして一瞬にして鬼のような形相で目をつり上がらせた。
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　兄が施設から引き取ってきたのはおどおどして目もあわせない子だった。しかも聞けば、保護された時には記憶喪失で自分の名前すらわからないという。

　兄が何を考えて引き取ったのかは知らない。

　だが養子の話を聞いたのは手続きが全て終わった後だった。両親も親戚も皆反対したが、彼らは頑として養子を手放さなかった。

　実家に挨拶に来た子どもは、まさに平凡を絵にかいたような奴。

　大学生だった彼はどうせ引き取るならもっと可愛い子にすればいいのにと思った。唯一興味を引いたのは、彼女がずっと手を握りしめていたことだ。

　子どもがトイレに立ったときに好奇心で何を持っているのか聞いてみた。

　おずおずと差し出された手には、小さな耳飾りがあった。見たこともないつやつやした鉱石は薄紅色で、中には金のような針が散っている。

　見たこともない鉱石とその台座の細かい装飾に、彼は惹かれた。

「貸してくれよ」

　ぱっと取り上げて目の前にかざす。若い彼にもそれが値打ちものだと知れた。

　記憶喪失で、施設出身の子どもには不相応なもの。

「これ、ちょうだい」

　子どもは息をのんだ。

「かえして」

「おっと」

　必死で彼に取りすがる。

　彼女の目から涙がこぼれた。どんなに非難されても黙っていた、妙に大人ぶった子どもの取り乱す姿に胸がすっとする。

「いいじゃん、こどもが持ってたらなくしちゃうよ」

「だめ、それはたいせつなものなの」

「私が預かっててやるって言ってんだろ！」

「かえして！」

「深月!?」

　騒ぎに気づいたのか義姉が駆けつけてきた。

　立ち尽くしてぼろぼろ涙をこぼす娘を必死でなだめる。そして彼女が手にいつも持っていた耳飾りがないことに気づいた。

「返してください、この子が持っていた唯一のものなんです」

「うるせぇな！　わけわかんない子どもを引き取ろうとするくせに」

「行くところがないの。名前も親もわからなくて不安でもがんばってる子に」

「あーあ、人権派弁護士の妻は言うことが違うね」

「智とも紀きくん！」

「いいじゃん、家族なんだしさぁ。そのうち財産もそいつとわけないといけないんだろ」

「何をしてるんだ！」

　兄までやってきて、彼の苛立ちは頂点に達した。

「ちっ、またうっせえのが……」

「おかあさん」

　子どもが義姉の服を掴んだ。

「いい。もういいから」

「でも」

「……だいじにしてね」

　彼をじっと見る子どもの大きな目は、意外なことに怒りの感情は浮かんでいなかった。

「ふん」

　本人がいいと言うならそれ以上構うこともない。

　ポケットに入れて、その場から離れた。

　兄夫婦にはそれ以来連絡をほとんどとらなかった。

　手に入れた鉱石は誰に聞いても名前はわからなかったが、その日からやけに運がよくなった。懸賞を出せば軒並み当たるし、学校でも噂の美女から告白されたり、道でお札を拾ったり。

　ただそんな幸運も、使い果たしたのかしばらくすれば収まったけれど。

　以来、それは彼のお守りになった。

　耳飾りだと使い勝手が悪かったので、ストラップにしてずっと持ち歩いている。

　大人になって、兄夫婦が死んだときも悲しくはなかった。もうとっくに兄弟の縁は切っていたからだ。

　高校を卒業するまで、と渋々引き取った姪はやはり平凡で、兄たちの遺骨を墓に入れて欲しいと言われてこれを幸いに養子縁組は解消させた。

　これで顔を見ることもないと安心していたら、仕事仲間に言われたのだ。

　彼女が会社でとても美人と有名になっていると。

「もう話が進んでいるんだ、今さらやめるわけにいくか」

「前に姫浦さんは、嫌なら断ればいいとおっしゃっていたと思いますが」

　いつもならオドオドとうつむいていたのに、一週間ほど姿を消していた彼女は別人のようにまっすぐに彼を見た。
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　勇気を出せ。深月は自分に言い聞かせた。

「一度お話を受けると言いましたし、もちろん私からちゃんとお断りの連絡をさせていただきます」

　大家さんが手を握ってくれる。

　その手はとても温かくて、勇気をもらえた。

「今までお世話になりました。私、家族のところに帰ります」

「家族!?　自分がどこの誰かもわからないんだろう」

「……全部思い出しましたから」

「っ、いいから来い！」

　腕を掴まれる。

「離し……！」

　がちゃ。そこで、深月の家のドアが開いた。

　縁に頭を打ちそうな長身の人物がぬっと顔を出す。

　日本家屋に相応しくない大きさと迫力に、叔父も大家さんも桃城も深月もびっくりして口をあんぐりと開けた。

「───初めまして」

　かっちりとした騎士の服を着て鎧をまとい、鞘に入った剣の柄に手をかけたウォルターはドアを閉めた。

　彼は叔父の前までやってくると慇懃に礼をした。

「俺はランバート王国騎士団団長ウォルター・ニコラスという。お見知りおきを」
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　深月を送り出した後、ウォルターは口を真一文字に結んでむっつりと押し黙っていた。ネグリが魔方陣の表面を撫でて確認をしつつ、彼を見上げる。

「もう行ったよ」

「姫の馬鹿!!」

　その瞬間、ウォルターは頭を抱えてその場に崩れ落ちた。

「よしよし、よく我慢したね」

「不敬罪も一応聞き流してあげよう」

　さすがに茶化さずに、ネグリもエリックも労ってくれた。

「俺が……っどれだけ我慢して」

　去り際の温もりが残る唇を押さえて、ぶるぶる振るえる。

「そうだった、姫はいつだって人の為に動くんだよ。それで周りが苦労するんだ……俺の優先順位なんて最下位なんだ」

「ウォルター、ここで八つ当たりせずに本人に言いなよ」

「言って嫌われたらどうする！」

　ネグリとエリックが口を揃えた。

「君が死ぬ」

「……っう、ぐ」

　確かにこんな狭い器量の本心を見せて嫌われたら立ち直れない。

　出す気はないが、もししっぽがあれば限界まで垂れ下がっているだろう。

「いいじゃないか」

　ネグリは言った。

「姫が唯一わがまま言える存在ってことだろう」

「……そうなのか？」

「うん」

「……そうか」

　ウォルターは立ち上がってネグリの服を掴んだ。

「ひえ」

「丘で姫をたきつけた罰だ。協力してもらうぞ」

「あっ、聞いてたの!?」

「幸い犬の姿だと言葉がよく聞こえてな」

　この世界に戻ってから、ネグリの文献をただ漁っていたわけではない。向こうの世界に渡る方法に少しだけ、心辺りがあった。

「二回目を無理やり起こすぞ」
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「き、きし……だんちょう？」

　叔父は明らかにうろたえていた。

　当たり前だろう。見上げるような屈強な身体と怖い顔の男に初対面で睨まれたら、深月もきっとそうなる。

「こんちわ～……うわ！」

　この状況でのほほんと三田坂が入って来た。

　アパート前の現状に彼は目を白黒させる。

「え？　深月がいるって連絡あったから来たけど、何これどういうこと？」

「三田坂くん！　いやぁ参ったよ」

　どうやら叔父が先ほど電話した相手は彼だったらしい。

　そんな三田坂をウォルターがじろりと見た。

「姫は俺がもらい受ける、失せろ」

「姫」

「……姫」

「ひ、姫浦だから、あだ名です！」

　大家さんと桃城からの視線にとっさに言い訳する。

　これ以上話をややこしくしないでほしい。

「はぁあ!?」

　三田坂が声を荒げた。

「てめぇ、何様だよ。もう他の連中にもゲットしたって言ってあんだから邪魔すんな」

「そうか」

　ウォルターが持っていた剣を鞘ごと三田坂に差し出した。怪訝な顔でそれを受け取った彼はその場でよろめいた。

「重……っ」

「何か問題があるなら、解決はこれしかないな」

「え、マジ？　本物？」

　鞘から抜いて現れた鋭利な刀身が、模造品やおもちゃでないことが分かったのか三田坂がうろたえた。

「ああ、こちらは素手で結構」

　ウォルターが、握った拳をもう片方の手で包み、べきべきと指を鳴らす。全身に殺気を立ち上らせる巨躯の男を前に、三田坂が後ろに下がった。

「な、なんだよっバーカ！」

　そのまま剣を投げ捨てて去って行った。

　それを見送って、ウォルターは落ちている剣を拾った。

「そんな刃物などひけらかして、何が騎士だ。銃刀法違反だぞ！」

「じゅうとうほう……？」

　叔父の言葉にウォルターが首をひねる。

「こっちでは、剣とか刃物は持ち歩いちゃいけないんです」

「なるほど」

　深月がこそりと言うと、ウォルターがうなずいた。

　そこであの顔見知りの警官が、両手を叩きながらアパートの敷地に入ってきた。

「はいはい、何してるの近所迷惑で苦情が来てるよ」

　一連の騒ぎに通行人たちも何事かと好奇の目を向けている。

「警官！　そこの男を逮捕しろ、刃物を持ってるぞ！」

「ん？　コスプレ？」

　警官がウォルターを見る。

　一瞬ひやっとしたが、ウォルターは警官に微笑んだ。

「俺は何も持っていませんよ」

　確かに、いつの間にやら彼の手から長い剣の姿は消えていた。どこかに投げたのかと庭を見回すが、それらしき姿はない。

「家の中に戻させてもらいました」

　ひそりとささやかれる。

　大家さんが叔父を指さして吐き捨てた。

「おまわりさん、そのバカ連れてってくれ。この私への脅迫罪と不法侵入だ！」

「ほぉう、詳しい話は交番で聞かせてもらおうか」

「待っ……くそ！」

　警官に肩を掴まれて、叔父がそれを振り切って逃げる。

「待てこら！」

　警官が叫びながら追って去って行った。大家さんと桃城も道路に出てふたりの後ろ姿を見送る。

　深月は、それを眺めているウォルターの服を引いた。

「こっちに来られないんじゃなかったですか」

「……あー……」

　必ず戻るつもりだったけれど、こんなにあっさりと再会できるとそれはそれで恥ずかしい。同じ世界に二度行けた者は存在しないはずだ。

「そもそも姫が往復できているから、例外は存在します」

「……確かに」

「あと、前回は犬だったので今回は人の姿で渡りました。姫の道を使わせてもらって」

　ウォルターは頭を掻いた。

「犬……人……」

「『形が違うから別物である』とむりやり術式をねじこませたんです」

「帰れなくなるかもしれなかったのに」

「姫がいるところなら俺はどこでも構いません。犬のままは少し困りますが」

　ウォルターが深月を抱き上げた。蕩けるような笑顔で、彼は口を開いた。

「姫、愛しています。俺と結婚してください」

「……！」

　ウォルターらしい直球の言葉に深月は眼を見開いた。

　少しだけ視線を巡らせる。

　慣れ親しんだアパートの部屋のドアと、花が咲く、犬のウォルターがひたすら駆け回っていた敷地を。

「……私の家族に、なってくれますか？」

　聞けば彼はうなずいた。

「もちろん」

　その大好きな笑顔を前に、深月もふわりと微笑んで彼の頭に抱きついた。

「私も、愛しています！」

　途端に彼の身体が震えた。

「ウォルター？」

　形が変わる。触れる肌がみょうにチクチクふわふわしてきて、支える手がなくなり地面におりた。

　そして目の前には、服を着た大きな犬が。

「ひ、姫浦さん……それ」

　いつの間に戻っていたのか、大家さんと桃城の顔が青ざめていた。

　思わず犬を後ろに隠す。

「え、えええと」

「……失礼しました」

　すぐに気まずそうな人型のウォルターが現れた。彼が深月の腕を引く。

「姫、あまり時間がないので」

「時間？」

「ぼやぼやしているとネグリの四肢が霧散します」

「霧散!?」

　ウォルターは懐から分厚い袋を取り出した。

　うろたえている二人に向き直る。

「こちらを陛下から預かって参りました」

　桃城の手に置かれたその袋の紐がほどけて、中から大量の金粒が現れた。

「姫を保護していただいたお礼です。よかったらお二人でわけてください……あと、できれば先ほど見たことは、ご内密に」








　終章









　明るい大広間で皆が話をしているのをウォルターは眺めていた。

　行方不明だった王女が帰還したという一報が知らされて、その祝いの席のこと。不意にざわついていた会場が静かになり、扉からエリックに手を引かれて深月が姿を現した。

　まだ短い黒い髪を丁寧に結い上げた深月の耳には、小さな耳飾りの片方がつけられていた。彼女の印象的な緑の瞳が会場にいる人々に向けられる。

　すらりとした身体に紫色のドレスを身に纏った彼女が微笑んだ。

「ご心配をおかけいたしました」

　よく通る愛らしい声に、ほう、と数人が知らずため息をついた。

　すぐに挨拶のために人が殺到し新聞記者たちの使う撮影機の音も響き渡る。

「どちらにおられたのだろうな」

「まぁ、美しくなって」

　招待客たちはそれぞれ帰還した姫について話をしていた。

　幼い彼女をいじめていた兄弟達は、後ろめたい者はそっと場を離れ、大胆な者は近づいて話しかけている。

　失踪時と年齢が違うことで疑う者も、侮蔑する者もいたが、彼女の語る違う世界の話にほとんどの者が興味深く耳を傾けている。

　美しく成長した姿にも神秘性を感じているようだ。

　警備責任者として直立不動でその様子を見守っていたウォルターは眉をひそめた。

（肌を見せすぎじゃないか……？）

　ふわりと裾が広がるドレスは彼女の愛らしさを際立たせているが、胸元まで人目に触れていてどうにも無防備すぎる。

　招待客の何人かはちらちらとあからさまな視線を向けていた。

　けれどあの肌のぬくもりを知っているのは自分だけと思うとそれはそれで、優越感もひとしおだ。

　ちなみに昨夜、執拗に痣をつけたのに衣装係のロトカにあっさり消されたらしい。

「よっ、相変わらず人を射殺しそうな目をしてるね」

「うるさい」

　シャンパンを手にネグリがちょっかいを出してくる。

　彼の肩に手を回して、彼女はグラスの中の液体を一気飲みした。

「健気な姫じゃないか、この会も君のためだろう」

「……別にいいと言ったが」

　先だっての騎士団長不在事象。それは行方不明の姫救出のためと書類が受理され、貴族からの訴状を退けたがもちろん証拠があるほうがいい。

　あちらから戻ってすぐに特訓したダンスはちゃんとさまになっていて、幼い姫が立派に成長したことにちょっとほろっと来たりもする。

「でもほんと無茶させるよね。姫が通った直後の道を無理やりこじ開けて、それを保たせるなんて本当、体が四散するとこだった！」

「しなくてよかったな」

「もう二度と協力しないから！」

「俺ももうそんな事態が起きないことを願う」

　あの姫のことだから、何かあれば飛び出して行きそうだけれど。

「それで、陛下から結婚の許可はもらえたの？」

「……」

　今一番頭を悩ませている問題だ。

「陛下の謁見に許可が下りん」

「ああ。『なんか腹立つから嫌』って言ってた」

「どういうことだ？」

「婚約報告されたくないだけでしょ。あの人、妹大好きだから」

　陛下と話していた深月がふとウォルターを見る。

　嬉しそうに微笑んで、彼女は手を振った。





　　　＊　＊　＊






　限界が近いのか中が収縮する。

　待って、と震える声で言うとウォルターは動きを止めてくれた。深月は彼の下で細く息を吐き出して、身体を落ち着かせた。

　パーティーから帰ってすぐにウォルターに寝室に連れ込まれたのだ。

　綺麗に整えてもらった髪はもうぐしゃぐしゃで、ドレスはベッドの下に投げ捨てられている。支度を手伝ってくれたロトカに折角魔法で消してもらったのに、もう数え切れないほど肌に痕がつけられてしまった。

「姫、気持ちいいですか？」

　嬉しそうに深月の頬を撫でるウォルターには、犬耳としっぽが生えていた。

（うう……）

「やはりこの格好の方が、締まりがいいですね」

　嬉しそうに首筋を舐められる。後ろでパタパタとしっぽが揺れた。

　深月のウォルターへの性癖を完全に見破られて、ことあるごとにこの姿で抱かれていた。

　普段の姿でも甘いと怒られるのに、犬成分が入るともうどんなお願いでも聞いてしまう駄目な飼い主になっていて──それがわかってウォルターはこんなことをするのだ。

「ぷ、プライドはないんですか……！」

　あんなに嫌がっていたのに。

「そういうものは捨てました」

「……っん」

　その彼女の頬に手を置いてウォルターが口付ける。楔が埋められて動けないのをいいことに、まぶたや目元にもキスを落とされた。

「そろそろ動きますね」

「……だめ」

　深月はウォルターの身体を押した。

「姫？」

「今日は私が、動く、から」

　位置をもぞりと変えて、彼の上に乗った。

　驚いた表情の彼の肩に手を置いて、深月は自分で腰を動かす。

　下生え同士が擦れて液で濡れている。受け入れたときの痛みはもうすでにない。接合部はすべりがよく動きやすいが、やはり腰を打ち付けるのは体力がいる。

「は、っあ」

　自分で動くと、一層いいところに当たる。ぞくぞくして達したくなるが、ウォルターを気持ちよくさせたい一心で身体を動かした。

　ぶわっと膨らむウォルターのしっぽを捕まえて抱きしめ、何度も下腹部に力を入れた。

「ん、っ……？」

　ふと、顔を手で覆ったウォルターが微動だにしないのに気づいた。

「どうしたの？」

「いえ」

「……気持ち良くない？」

「絶景過ぎて」

　すぐにくるりとまた場所が入れ替わる。深月の足を掴んで上にのしかかるウォルターが、にやりと笑った。

「あ……っ」

　最奥まで入った屹立に深月は喘いだ。

　好きなように揺さぶられ、弱いところを容赦なく抉られて快楽に泣き叫ぶ。もう果てが近く何度も深月の腰が跳ねた。

「姫……」

　ウォルターもそれを感じたのか、彼女の髪をかきあげて耳を口に含んだ。手が胸を揉む。性感帯を一気に刺激されて、奥が小さくけいれんした。

「うぉる、……あ、ぁっやぁ────」

「っぐ」

　大きな身体を震わせたウォルターに抱きすくめられる。

　同時に果てると、深月は脱力してベッドに倒れ込んだ。

「……っは、ぁ……っあ、待っ、もう」

　呼吸が整わないまま散々いたぶられたその身体をウォルターが起こす。

　くるりと俯せにされたと思うと雄茎がゆっくりと抜かれ、また奥まで入ってきた。

「ひゃっ、あ、……あぁ」

　シーツを掴む。獣のように交わって、水音が部屋に響いた。

　大きな手が後ろから胸を揉んでその間も腰を打ち付けられる。

「待っ、……ん、ん……っ」

　達したばかりの身体には過ぎた刺激だ。飲み込みきれない唾液が顎を伝った。

「姫、……っ」

「あ、あ……っ」

　すぐにまたイって、身体が強ばる。数度腰を打ち付けたウォルターが、中に熱い飛沫を吐きだした。

「……は……もう一回、しましょう」

「む、無理です……！」

　疲労で目の前がくらくらする。ただでさえ、舞踏会で緊張したのだから尚更だ。

　ウォルターに抱きついて首を振ると、さすがに熱杭を抜いてくれた。

　安堵して柔らかい筋肉に身体をもたれさせていると、コップを持ったウォルターに頤を持ち上げられた。キスをすると冷たい水が口に入ってきて、そのまま飲み込む。

　枯れた喉は少しの水でむしろ渇いて、ねだればまた口移しで水を与えてくれた。

「……何でこんなに張り切っているんですか？」

　聞くと彼は顔を背けた。

「こうなったら既成事実を作って陛下に認めさせようかと……」

「落ち着いてください」

　ウォルターの胸元にもう一度顔を埋める。

「でも、子どもは……たくさん欲しいですね」

　うとうとしながらそんな光景を想像する。

　庭で元気いっぱい遊ぶ子どもたちを深月とウォルターが見ている、そんなところ。予知ではなく、思い描く未来。

　兄に早く認めてもらうにはどうしたらいいだろうか。けれど、決まっていることは。

「……これからはずっと私だけのウォルターですからね」

　腕の中で、深月がウォルターを見上げると、しっぽをゆらりと揺らして彼は笑った。

「もちろん。そのかわりちゃんと最後まで可愛がってくださいよ」




　どちらともなく口付けたウォルターの向こう、そのガラス越しには綺麗な星空が広がっていた。








失恋ＯＬ、犬になった騎士団長を飼う


筋肉ともふもふを思う存分堪能します！
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